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 ご注意
(1) 本製品の一部または全部を無断で複製することを禁止します。
(2) 本製品の内容や仕様は将来予告無しに変更することがあります。
(3) 本製品は内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きの

点がございましたら、当社までご連絡ください。
(4) 運用した結果については、⑶項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。
(5) ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運用において発生した逸失利益を含む特別、付随的、または

派生的損害に対するいかなる請求があったとしても、当社はその責任を負わないものとします。
(6) 本製品付属のソフトウェア、ハードウェア、マニュアル、その他添付物を含めたすべての関連製品に関

して、解析、リバースエンジニアリング、デコンパイル、ディスアッセンブリを禁じます。
(7) カノープス、CANOPUS ／カノープス、EDIUS ／エディウスおよびそのロゴは、カノープス株式会社の

登録商標です。
(8) REXCEED はカノープス株式会社の商標です。
(9) HDV はソニー株式会社と日本ビクター株式会社の商標です。

(10) Microsoft、Windows は米国マイクロソフト・コーポレーションの登録商標です。
(11) QuickTime および QuickTime ロゴは、ライセンスに基づいて使用される商標です。QuickTime は、米

国およびその他の国々で登録された商標です。
(12) Inscriber は Inscriber Technology Corporation の登録商標です。TitleMotion および Inscriber ロゴは

Inscriber Technology Corporation の登録商標です。
(13) Adobe、Adobe Reader はアドビシステム社の登録商標です。
(14) S × S メモリーカード、XDCAM、XDCAM EX はソニー株式会社の商標です。
(15) HDMI, the HDMI logo and High-Definition Multimedia Interface are trademarks or registered 

trademarks of HDMI Licensing LLC.
(16) Dolby、ドルビーおよびダブル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。ドルビーラボ

ラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
(17) その他の商品名やそれに類するものは各社の商標または登録商標です。

 表記について
■本書での説明と実際の運用方法とで相違点がある場合には、実際の運用方法を優先するものとします。
■本書で使用している画像は開発中のものであり、実際の製品とは異なる場合があります。
■本書は PC の基本的な操作を行うことができる方を対象に書かれています。特に記載の無い操作については、

一般的な PC の操作と同様に行ってください。
■本書では、EDIUS 5 や EDIUS シリーズを「EDIUS」と表記します。
■ 本書では Microsoft® Windows® Vista operating system を Windows Vista (Ultimate、Home Premium、

Home Basic、Business、Enterprise の総称 ) と表記します。
■本書では、Microsoft® Windows® XP Professional operating system を Windows XP と表記します。

 警 告
健康上の注意
ごくまれに、コンピュータのモニタに表示される強い光や刺激や点滅によって、一時的にてんかん・意識の喪
失などが引き起こされる場合があります。こうした経験をこれまでにされたことがない方でも、それが起こる
体質をもっていることも考えられます。こうした経験をお持ちの方や、経験をお持ちの方の血縁にあたられる
方は、本製品を使用される前に必ず医師と相談してください。
著作権について
テレビ放送やビデオなど、他人の作成した映像／音声をキャプチャしたデータは、動画、静止画にかかわらず
個人として楽しむ以外は、著作権法上、権利者に無断では使用できません。また、個人として楽しむ目的であっ
ても複製が制限されている場合があります。キャプチャしたデータのご利用に対する責任は一切負いかねます
のでご注意ください。
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オンラインヘルプ
スタートメニューから起動

［スタート］をクリックしてスタートメニューを表示し、〈すべてのプログラム〉
→〈Canopus〉→〈EDIUS 5〉→〈EDIUS Help〉をクリックします。

EDIUSの編集画面から起動
メニューバーの〈ヘルプ〉をクリックし、〈ヘルプ〉をクリックします。

本書の見かた
ショートカット

タイトルの右、POINT、表中にある［A］などの記載は、キーボードショートカッ
トを表しています。

Player の操作ボタンで再生  [Enter]

(2) (1)

(1)	再生　　(2)	停止	

1 	 Player の［再生］をクリックする

Player で再生が始まります。停止したい位置で［停止］をクリックします。
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1 映像編集のワークフロー

ビデオ作品の制作工程

EDIUSの起動 	▶ P	5

プロファイル・プリセットの登録、起動、プロジェクトの作成を行います。

プロファイル・プリセット	
を登録するときは

既存のプロファイル・プリセットを
使うときは

プロファイルを登録する▶ P 9 プロファイルを選ぶ▶ P 9

プロジェクトプリセットを登録する▶ P11 プロジェクトを新規作成する▶ P 17

プロジェクトを新規作成する▶ P 17

入力（素材取り込み）	▶ P	31

キャプチャした素材は、クリップとしてビンに登録されます。

ファイルから  ：AVCHD ファイルを取り込む▶ P 32

  ：P2 デバイスから取り込む▶ P 34

  ：XDCAM EX デバイスから取り込む▶ P 37

VTRから  ：VTR から取り込む▶ P 39

DVD/CDから  ：DVD/CD から取り込む▶ P 51

編　集 	▶ P	59

クリップをタイムラインに配置し、編集します。
トリミングやマルチカム編集などが可能です。
クリップの再生▶ P 65
タイムラインの再生▶ P 69

クリップの配置 	▶ P	65
⑴	ビン上のクリップもしくはVTRからの入力信号をPlayer で
表示する

⑵	キーボード［J］［K］［L］＝ジョグ／シャトルでフレームを
探す

⑶	キーボード［I］［O］でクリップに In 点、Out 点を設定し、キー
ボード［E］でタイムラインに配置する
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1　映像編集のワークフロー

クリップの並べ替え 	▶ P	80
※	同期モード、挿入／上書きモード、リップルモードが影響します。

クリップの操作 	▶ P	83

コピー、切り取り、貼り付け、置き換えなど

タイムラインの編集 	▶ P	90

カットポイントの追加、結合、削除、ギャップを削除など
トリム
リップルトリム
スプリットトリム
スライドトリム
スリップトリム
ローリングトリム

•
•







オーディオの操作 	▶ P	141

ボリュームとパンの調整など

エフェクトの適用 	▶ P	155

タイトルの作成 	▶ P	157

出　力 	▶ P	159

編集した作品を出力します。

ファイルへ  ： エクスポータでファイル出力▶ P 161
  Blu-ray Disc に出力▶ P 166
  DVD に出力▶ P 172
  静止画を出力▶ P 181
  P2 カードに出力▶ P 183
  S × S メモリーカードに出力▶ P 185

テープへ  ： VTR へ出力▶ P 190, 196
  HDV 機器へ出力▶ P 199

完　成
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タイムラインの機能

フレームレートが異なるクリップの混在編集 
プロジェクト設定と異なるフレームレートのビデオクリップをタイムラインに配
置することができます。例えば、NTSC のプロジェクトに PAL のクリップを使
用することができます。この場合、リアルタイムでフレームレートの変換と画像
サイズの変換が行われます。
参 照  アプリケーション設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイア

ログ」

再生の設定 
フレーム間圧縮されたビデオ素材のスクラブ時に、正確なフレームの画像を表示
します。
再生開始時のバッファを設定することができます。再生直後に再生を停止する場
合などに有効です。
参 照  アプリケーション設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイア

ログ」

ノンストップ編集 
タイムラインの再生中も編集操作やトリム操作が可能になり、編集結果を確認し
やすくなります。〈アプリケーション設定〉の〈再生〉ダイアログで設定を行います。

編集システムの処理能力を超えるノンストップ編集機能に対しては、再生が
間に合わない場合の設定で動作します。

参 照  アプリケーション設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイア
ログ」

※
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2　EDIUS の起動

2 EDIUSの起動

EDIUSを起動する
インストール後はじめて EDIUS を起動するときと、２回目以降の起動では手順
が少し異なります。

はじめての起動 

1 	 デスクトップのアイコンをダブルクリックする

〈フォルダの設定〉ダイアログが表示されます。

2 	［参照］をクリックし、プロジェクトファイルを保存するフォルダを指定する

POINT  メニューバーの〈設定〉をクリックし、アプリケーション設定の〈ア
プリケーション〉で「デフォルトフォルダ」の再設定ができます。
参 照  アプリケーション設定▶リファレンスマニュアル 2 章「１ 〈設

定〉ダイアログ」

•

3 	［OK］をクリックする

4 	 プロジェクトプリセットを登録する
参 照  プロジェクトプリセットを登録する▶ P11

5 	 プロジェクトを作成する
参 照  プロジェクトを新規作成する▶ P17
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POINT 目的、用途などに合わせてプロファイルを登録しておくと、編集
環境を簡単に選んだり、切り替えたりすることができます。
参 照  プロファイルを登録する▶ P9
参 照  プロファイルを切り替える▶ P10

•

通常の起動 

1 	 デスクトップのアイコンをダブルクリックする
起動ダイアログが表示されます。

	起動ダイアログ

(1)

(3)

(5)

(6) (7)

(2)

(1)

(3)

(3)(4)

(5)

(6) (7)

(2)

(1) プロファイル

ウィンドウレイアウトやアプリケーション設定、カスタ
マイズ設定などプロファイルごとに管理し、切り替えて
使用できます。プロファイルを選びます。
参 照  編集環境を登録する▶ P9

(2) 説明

選んでいるプロジェクトの情報（プロジェクト名、保存
日時、保存場所など）を表示します。
また、プロジェクトプリセットが選ばれている場合は、
プリセットの内容を表示します。

❖
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2　EDIUS の起動

(3) 最近使ったプロジェクト

作業したプロジェクトファイルの最新のものから表示さ
れます。アイコンをダブルクリックすると、プロジェク
トファイルが開きます。

プロジェクトファイルがないときは、表示されません。※

(4) プロジェクトを開く

プロジェクトファイルを開きます。
クリックすると、〈ファイルを開く〉ダイアログが表示
され、プロジェクトファイルを選ぶと〈最近使ったプロ
ジェクト〉の先頭に表示されます。

(5) 新規プロジェクト

登録されているプロジェクト設定のプリセットを最近使
用された順に一覧で表示します。アイコンをダブルク
リックすると、選んでいるプロジェクトプリセットで新
規プロジェクトファイルが開きます。
参 照  プロジェクトプリセットを登録する▶ P11

プロジェクトプリセットが登録されていないときは、
表示されません。

※

(6) 開始 プロジェクトファイルを開きます。
(7) 終了 EDIUS を終了します。

その他の方法

 ［スタート］をクリックしてスタートメニューを表示し、〈すべてのプログラム〉
→〈Canopus〉→〈EDIUS 5〉→〈EDIUS 5〉をクリックします。

2 	〈プロファイル〉にある使用したいプロファイルのアイコンをクリックする
〈選択されたプロファイル〉に選んだプロファイルのアイコンが表示されます。
プロファイルがひとつしかない場合は、この手順は必要ありません。
プロファイルが登録されていない場合は、プロファイルを登録します。
参 照  プロファイルを登録する▶ P9

3 	 プロジェクトを新規作成するか、既存のプロジェクトを開く
新しくプロジェクトを作成するときは、〈新規プロジェクト〉で使用するプリセッ
トのアイコンを選び、［開始］をクリックします。
参 照  プロジェクトを新規作成する▶ P17
既存のプロジェクトを開くときは、〈最近使ったプロジェクト〉から開きたいプ
ロジェクトを選び、［開始］をクリックします。
参 照  作成したプロジェクトを開く▶ P18

•
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終了方法  ［Alt］＋［F4］

1 	 メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈終了〉をクリックする

2 	［はい］をクリックする
プロジェクトを保存しない場合は、［いいえ］をクリックします。中止する場合は、

［キャンセル］をクリックします。

その他の方法

プレビューウィンドウの［×］をクリックします。•
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2　EDIUS の起動

編集環境を登録する
目的、用途、ユーザーなどに合わせて編集環境（プロファイル）を登録しておく
と、目的に合った編集環境を簡単に選ぶことができます。

POINT プロファイルごとに以下の内容が保存されます。
ウィンドウレイアウト（ユーザーレイアウトも含む。）
各種アプリケーション設定（タイムライン設定、レンダリング
設定等）
各種カスタマイズ設定（ボタン設定、キーボードショートカッ
ト設定等）
各種プラグイン設定

•







ご注意 以下の設定については、Windows ログオンユーザーごとの設定
になります。

プロジェクトプリセット、入力プリセット
エフェクト（プリセット、エフェクトの並び順等）

•




プロファイルを登録する 

1 	 EDIUS	を起動する

2 	 起動ダイアログで［新規プロファイル］をクリックする
〈新規プリセット〉ダイアログが表示されます。

3 	〈名前〉にプロファイル名を入力し、[OK] をクリックする
起動ダイアログのプロファイルにアイコンが追加されます。

POINT お好みの画像をアイコンとして使用することができます。［…］
をクリックし、ファイルを選びます。

•

プロファイルを選ぶ 

1 	 EDIUSを起動する

2 	 起動ダイアログの〈プロファイル〉で、使用したいプロファイルをクリック
する

選んだプロファイルのアイコンが、〈選択されたプロファイル〉に表示されます。
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プロファイルを切り替える 
複数のプロファイルが登録されているときは、プロファイルを選んで目的に合っ
た編集環境を選びます。〈選択されたプロファイル〉に表示されているアイコン
に設定されている編集環境で編集が行われます。編集中にプロファイルを変更す
ることもできます。

1 	 メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈プロファイル切り替え〉をクリッ
クする

〈プロファイル切り替え〉ダイアログが表示されます。

2 	 プロファイルを選び、［OK］をクリックする
プロファイルを切り替えると、それまで使用していたプロファイルは更新されます。

プロファイルの更新 
使用していたプロファイルは次の場合自動的に更新されます。次にプロファイル
を選ぶと、前回終了時の編集環境が再現されます。

EDIUS を終了したとき
プロファイルを切り替えたとき

•
•
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2　EDIUS の起動

プロジェクトファイルを作成する

プロジェクトプリセットを登録する 

1 	 EDIUSを起動し、起動ダイアログで［新規プリセット］をクリックする

〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログが表示されます。

	〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログ

(1)

(2)

(3)

(4)

❖
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(1) 出力デバイス

出力に使用するデバイスを選びます。
当社製品をご使用の場合は、それぞれの機器に対応し
た出力デバイスが表示されます。
参 照  出力デバイス▶リファレンスマニュアル付録「1 入

出力フォーマット一覧」
参 照  当社製品をご使用の場合の出力デバイス▶ P13

(2) 出力フォーマット

フォーマットを選びます。〈説明〉には、選んだフォー
マットのフレームサイズ、フレームレートなどの情報
が表示されます。
参 照  出力デバイス▶リファレンスマニュアル付録「1 入

出力フォーマット一覧」

(3) 設定（デフォルト）

レンダリングフォーマット
編集作業中のレンダリングやファイル出力に使用する
デフォルトのコーデックを選びます。RGB、UYVY、
YUY2 は非圧縮 AVI です。
コーデックによっては、［詳細設定］をクリックしてレ
ンダリングの品質を設定することができます。
参 照  コーデックの詳細設定▶ P14

TC	PRESET
タイムラインの開始タイムコードを入力します。
TC	MODE

〈出力デバイス〉でNTSCを選んでいる場合、タイムコー
ドをドロップフレーム表示にするか、ノンドロップフ
レーム表示にするかを選びます。
予定全長
完成時の全長が決まっている場合に数値入力で設定し
ます。設定しておくと、予定全長を超えた部分のタイ
ムラインの色が変わります。
オーバースキャンサイズ
オーバースキャンを使用する場合は、比率を入力しま
す。入力範囲は「0」～「20」です。オーバースキャン
を使用しないときは「0」を入力します。
音声基準レベル

〈オーディオミキサー〉ダイアログで、インジケーター
表示を〈音声基準スケール〉に設定した場合の、目盛
り数値「0」に設定するサンプリング値を設定します。
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2　EDIUS の起動

(3) 設定（デフォルト）

パンモード
トラックパネルの［オーディオチャンネル］を〈モノ
ラルチャンネル〉に設定した場合のパンモードを設定
します。パンのオーディオラバーバンドが、〈標準〉で
は上方（L100％、R0％）または下方（R100％、L0％）
に表示され、〈EDIUS Pro3 互換〉ではセンター（L/
R100％）に表示されて音声が L/R で均等に出力されま
す。EDIUS Pro3 以前の EDIUS を使用していた場合は、
こちらを選ぶと従来の仕様に準じた動作になります。
カラースペース変換

〈標準〉を選ぶと、規格によって異なるカラースペース
を自動判別し、適切な色に変換処理できます。〈EDIUS 
Pro3 互換〉を選ぶと、規格が混在する場合でも素材
そのものが持つカラースペースで処理します。EDIUS 
Pro3 以前の EDIUS を使用していた場合は、こちらを
選ぶと従来の仕様に準じた動作になります。

(4) トラック（デフォルト）

V/VA/T/Aトラック
クリップを配置するトラック数を設定します。
トラックは、プロジェクトを開いたあとでも任意に追
加・削除できます。
チャンネルマップ

〈オーディオチャンネルマップ〉ダイアログで、各トラッ
クのオーディオ出力チャンネルが設定できます。
参 照〈オーディオチャンネルマップ〉ダイアログ▶ P15

POINT  使用するクリップと異なる設定のプリセットを使用した場合、出
力などの処理が重くなります。

•

当社製品をご使用の場合の出力デバイス
お使いの機器により、表示される出力デバイスが異なります。

RX-E1	XXX
SHX-E1	XXX
SHX-E2	XXX

外部モニタで確認しながら編集を行う場合や、アナログ
映像音声、DV/HDV 映像の取り込み、DV 編集完了後の
テープ出力を行う場合に選びます。

Generic	OHCI PC に装備されている IEEE1394 端子と PC のディスプレ
イだけを利用して編集する場合に使用します。
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	コーデックの詳細設定
Canopus	HQ	AVI

項目の内容は、ハードウェア設定の〈Canopus HQ codec 設定〉と同じです。［デ
フォルトとして保存］をクリックすると、現在の設定内容をデフォルトの設定と
して保存します。
参 照  Canopus HQ codec 設定▶ リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイアログ」

MPEG（HDV）

セグメントエン
コード

チェックを入れると、素材の加工をしていないクリップを
再エンコードせずに出力します。出力速度は早くなります。

出力フォーマットのフレームレートが 23.98p の場合、
セグメントエンコードはできません。

品質／速度
リストから、再エンコードを行う部分の品質を選びます。

※

エクスポート後に
MPEG	TS	Writer
を起動する

チェックを入れると、ファイルに出力後 MPEG TS Writer
が自動的に起動します。
参 照  出力したファイルをテープに出力▶ P200

自動的にテープに
書き出す

〈エクスポート後に MPEG TS Writer を起動する〉にチェック
を入れると有効になります。チェックを入れると、生成したファ
イルのデータを MPEG TS Writer でテープに出力します。
参 照  出力したファイルをテープに出力▶ P200

DV	AVI

チェックを入れると、MSDV コーデックの AVI に書き出します。

❖
▪

▪

▪
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2　EDIUS の起動

	〈オーディオチャンネルマップ〉ダイアログ
トラックからの出力を、最終的にどのチャンネルに出力するかを設定します。

(1) (2)

(1) トラック
１トラックからは最大２チャンネル出力できます。表示
されるトラックの数や種類は、プロジェクト設定の〈ト
ラック〉の設定により異なります。

(2) チャンネル 表示されるチャンネル数は、使用するハードウェアとプ
ロジェクト設定により異なります。

POINT  トラックパネルで設定するオーディオチャンネルでは、配置する
クリップのオーディオチャンネルを各トラックに設定します。
参 照  オーディオチャンネル設定▶リファレンスマニュアル 5 章「2 

トラックの設定」

•

ご注意 8ch のオーディオを持ったプロジェクトを Dolby Digital(AC-3) に
出力する場合、5.1 チャンネル用のフォーマットを選ぶことがで
きます。このように出力時に複数チャンネルのフォーマットを選
ぶ場合は、あらかじめオーディオチャンネルマップで各トラック
の出力先を設定してください。出力先が割り当てられていない場
合は無音になります。また、5.1 チャンネルサラウンドで再生さ
せるには、サラウンドを考慮した音声の制作が必要です。オーディ
オチャンネルマップを設定し、出力のフォーマットで 5.1 チャン
ネルに設定しても、自動的にサラウンド効果は得られませんので
ご注意ください。
	 5.1 チャンネル（標準的なオーディオチャンネルマップ）
Ch1：LF（左前方）
Ch2：RF（右前方）
Ch3：C（正面）
Ch4：LFE（低音出力用サブ）
Ch5：LS（左後方）
Ch6：RS（右後方）

•

例

❖
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RX-E1が装着されている場合

	出力デバイスで〈RX-E1	HD	60Hz〉、出力フォーマットで〈1440 × 1080	
59.94i〉を選んだ場合

オーディオを 4ch 使用することが可能です。4ch の出力の中を（1A トラックに
Ch1 と Ch2、2A トラックに Ch3 と Ch4）設定した場合は次のようになります。

	オーディオとビデオを別々に編集し、出力を 2ch	にそれぞれモノラルで出力
する場合

例えば 1A トラックをオーディオ Ch1 へ、2A トラックをオーディオ Ch2 へ出
力するには、オーディオマッピングを次のように設定します。

2 	 プロジェクト設定を行い、［OK］をクリックする

3 	〈名前〉に、プロジェクトプリセット名を入力し、［OK］をクリックする
新規プロジェクトが作成され、〈新規プロジェクト〉にアイコンが表示されます。

POINT お好みの画像をアイコンとして使用することができます。
［…］をクリックし、ファイルを選びます。

•

▪

例

例



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

1�

準　

備

2　EDIUS の起動

プロジェクトを新規作成する 

1 	 EDIUSを起動し、起動ダイアログでプロジェクトプリセットを選ぶ

ご注意 プロジェクトプリセットが登録されていないときは、表示されま
せん。
参 照  プロジェクトプリセットを登録する▶ P11

•

2 	［開始］をクリックする

〈プロジェクトファイルの設定〉ダイアログが表示されます。

3 	 プロジェクト名を入力し、［OK］をクリックする
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作成したプロジェクトを開く 

1 	 EDIUSを起動する

2 	 起動ダイアログの〈最近使ったプロジェクト〉でプロジェクトを選ぶ

3 	［開始］をクリックする
選んだプロジェクトが開き、編集ウィンドウが表示されます。

編集中に新規のプロジェクトを作成する  ［Ctrl］ + ［N］

1 	［新規シーケンス］のリストボタンをクリックし、〈新規プロジェクト〉をク
リックする

編集中に新規作成をすると、プロジェクトファイルを保存するかを確認するダイ
アログが表示されます。

〈プロジェクト設定〉（簡易設定）ダイアログが表示されます。

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈新規作成〉→〈プロジェクト〉
をクリックします。

POINT  プロジェクトを新規作成すると、ビンのクリップは初期化（全削
除）されます。

•

	〈プロジェクト設定〉（簡易設定）ダイアログ

(1)

(2) (3)

•

❖
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2　EDIUS の起動

(1) プロジェクトファイル

プロジェクト名
入力欄をクリックし、プロジェクト名を入力します。
フォルダ
プロジェクトの保存先を設定します。変更する場合は

［…］をクリックし、フォルダを選びます。

(2) 説明 〈新規プロジェクト〉で選んでいるプロジェクトプリ
セットの設定内容を表示します。

(3) 新規プロジェクト

登録されているプロジェクト設定のプリセットを最近
使用された順に一覧で表示します。アイコンをダブル
クリックすると、選んでいるプロジェクトプリセット
で新規プロジェクトファイルが開きます。
参 照  プロジェクトプリセットを登録する▶ P11

プロジェクトプリセットが登録されていないときは、
表示されません。

新規プリセット
クリックすると〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイ
アログが表示され、新規プロジェクトプリセットを作
成できます。
参 照  〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログ▶ P11

削除
クリックすると選んでいるプロジェクトプリセットを
削除します。
変更
クリックすると〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイ
アログが表示され、選んでいるプロジェクトプリセッ
トの設定内容を変更できます。
参 照  〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログ▶ P11

•

2 	〈プロジェクトファイル〉の〈プロジェクト名〉に、プロジェクト名を入力する

3 	 プロジェクトプリセットを選び、［OK］をクリックする
プロジェクトプリセットを新規登録する場合は、［新規プリセット］をクリックし、
プロジェクト設定を行います。
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画面構成

プレビューウィンドウ 
参 照  シングルモード／デュアルモードの切り替え▶ P27

デュアルモード
デュアルモード時には左に Player、右に Recorder が表示されます。

シングルモード
シングルモード時には［Player に切り替え］／［Recorder に切り替え］をクリッ
クして表示ウィンドウを切り替えます。

POINT  プレビューウィンドウの GV アイコン をクリックすると、
ウィンドウのレイアウトに関するメニューが表示されます。
 プレビューウィンドウの EDIUS マーク をクリックする
と、プレビューウィンドウで使用するボタンをメニュー表示した
り、付属アプリケーションを選んだりすることなどができます。

•

•

メニューバーについて
EDIUS の操作のほとんどはメニューバーから行うことができます。クリックし
て項目を選びます。
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2　EDIUS の起動

POINT  インストール後にユーザ登録する場合は、メニューバーの〈ヘルプ〉
をクリックし、〈ユーザ登録〉をクリックします。
 EDIUS の使用方法などをヘルプで参照できます。

メニューバーの〈ヘルプ〉をクリックし、〈ヘルプ〉をクリックする。
 ［F1］

 EDIUS のバージョン情報を表示する場合は、メニューバーの〈ヘ
ルプ〉をクリックし、〈バージョン情報〉をクリックします。

•

•



•

Player について
クリップの再生や外部機器の制御を行うときに使用するウィンドウです。

(1) (3) (2) (3)(1) (3) (2) (3)

(1) タイムコードエリア

現在の再生位置、In 点、Out 点、デュレーション、ソー
スデータの全長をタイムコード表示します。
Out 点が In 点より前になるなど、設定に矛盾があると
タイムコードが赤色で表示されます。
タイムコードをクリックすると数値を変更できます。
また、タイムコードを右クリックすると、コピーや貼
り付けができます。

(2) 素材の再生時に使うボタン

クリップの再生や外部機器の制御（再生、早送り、停
止など）に使うボタンです。
参 照  Player の操作ボタンで再生▶リファレンスマニュア

ル 3 章「3 素材の再生」
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(3) 素材の編集時に使うボタン
In 点、Out 点の設定、タイムラインへのクリップ挿入、
キャプチャ、ビンへのクリップ反映に使うボタンです。

Recorder について
タイムライン上での再生やクリップ操作を行うときに使用するウィンドウです。

(1) (3) (2) (3)(1) (3) (2) (3)

(1) タイムコードエリア

現在の再生位置、In 点、Out 点、デュレーション、ソー
スデータの全長をタイムコード表示します。
Out 点が In 点より前になるなど、設定に矛盾があると
タイムコードが赤色で表示されます。
タイムコードをクリックすると数値を変更できます。
また、タイムコードを右クリックすると、コピーや貼
り付けができます。

(2)
タイムライン
再生時に使う
ボタン

タイムラインに配置したクリップの制御（再生、早送
り、停止など）に使うボタンです。
参 照  Recorder の操作ボタンで再生▶リファレンスマ

ニュアル 6 章「5 タイムラインの再生」

(3)
クリップの
編集時に使う
ボタン

In 点、Out 点の設定、編集点（クリップの境界点）へ
のジャンプ、ファイルやテープへの出力に使うボタン
です。



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

��

準　

備

2　EDIUS の起動

タイムラインウィンドウ 
トラックにクリップを配置したり、エフェクトを適用したりします。
クリップはタイムラインの左から右へ時系列に配置します。
参 照  トラックの設定▶リファレンスマニュアル 5 章「2 トラックの設定」
参 照  クリップの配置▶リファレンスマニュアル 6 章「１ クリップの配置」

(1)

(4)

(6)

(5)

(3)(2)

(7) (8) (9)

(1) シーケンスタブ タイムラインに配置したクリップを 1 つのまとまりと
して扱うためのタブです。

(2) 操作ボタン 各種操作を行います。

(3) タイムスケール タイムラインの時間の尺度を表します。

(4) タイムラインカーソル
タイムラインの再生位置や編集位置を示します。

(5)

V	トラック ビデオクリップを配置するエリアです。

VAトラック
ビデオクリップと付随するオーディオクリップを配置
するエリアです。

T	トラック タイトルクリップの配置、タイトル位置の調整を行う
エリアです。

A	トラック オーディオクリップの配置、オーディオのウェーブ
フォームの表示を行うエリアです。

(6) タイムライン クリップを配置する場所です。

(7) ビデオ部 クリップに映像があることを示しています。

(8) オーディオ部 クリップに音声があることを示しています。

(9) ミキサー部 クリップにエフェクトなどを設定する部分です。

POINT  タイムラインウィンドウの EDIUS マーク をクリックする
と、タイムラインで使用するボタンのメニューなどが表示されます。

•
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ビンウィンドウ 
EDIUS に読み込んだクリップを管理できます。
フォルダビューは表示／非表示を切り替えることができます。クリップビューは
5 種類のパターンで表示を切り替えることができます。
キャプチャしたクリップの管理、一覧、検索を行います。
クリップ情報（アスペクト比やフレームレート、ポスターフレームなど）の確認・
修正を行います。
参 照  ビンの操作▶リファレンスマニュアル 4 章

(1) (3)

(4)

(2)

(1) フォルダビュー フォルダをツリー構造で表示します。
(2) 操作ボタン 各種操作を行います。
(3) クリップビュー フォルダに含まれるクリップの一覧を表示します。

(4) 簡易検索バー キーボードの [F3] を押すと、表示されます。フォル
ダ内のクリップを検索します。

POINT  ビンウィンドウのタイトルバー（ボタンの無い部分）をダブルク
リックするたびに、ビンウィンドウの上下が伸縮します。再度ダ
ブルクリックすると元に戻ります。

•
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2　EDIUS の起動

パレット 
Informationパレット、Effectパレット、Sequence markerパレットの3つのパレッ
トがあります。

	〈Information〉パレット
参 照  〈Information〉パレットの表示／非表示▶リファレンスマニュアル 7 章「3 

エフェクトの操作」

 タイムラインに配置したクリップの情
報を表示します。
 設定したエフェクトの情報表示、エ
フェクト適用の有無、順番の設定を行
います。
 設定したエフェクトの調整を行います。
クリップにビデオ部分がある場合、ビ
デオレイアウトの設定を行います。

•

•

•
•

	〈Effect〉パレット
参 照  〈Effect〉パレットの表示／非表示▶リファレンスマニュアル 7 章「1 

〈Effect〉パレット」

 クリップに加えるビデオ効果やオー
ディオ効果などが登録されています。
 カスタマイズエフェクトの登録、削除
を行います。

•

•

❖

❖
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	〈Sequence	marker〉パレット
参 照  〈Sequence marker〉パレットの表示／非表示▶リファレンスマニュアル6章 

「4 マーカー」

 タイムラインにシーケンスマーカーの
設定、削除を行います。
 任意のシーケンスマーカーへジャンプ、
コメントの追加を行います。
 シーケンスマーカーリストの、読み込
みや書き出しを行います。

•

•

•

POINT 次の操作で、3 つのパレットをまとめて表示／非表示できます。
メニューバーの〈表示〉をクリックし、〈すべてのパレットを表
示（隠す）〉をクリックする。
 ［H］

3 つのパレットを結合し、まとめることができます。また、ビンウィ
ンドウに各パレットをまとめることもできます。
参 照  ビンウィンドウとパレットを結合▶ P29
パレットのタイトルバーをダブルクリックするたびに、パレット
の上下が伸縮します。再度ダブルクリックすると元に戻ります。

•



•

•

❖



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

��

準　

備

2　EDIUS の起動

シングルモード／デュアルモードの切り替え 

1 	 メニューバーの〈表示〉をクリックし、〈シングルモード〉または〈デュアルモー
ド〉をクリックする

プレビューウィンドウの表示がシングルモードまたはデュアルモードに切り替わ
ります。
参 照  プレビューウィンドウ▶ P20

POINT  シングルモード時に Player と Recorder を切り替えるには、［PLR
に切り替え］または［REC に切り替え］をクリックします。

(1) (2)

(1) PLR：Player に切り替え
(2) REC：Recorder に切り替え
 ショートカットキーで Player と Recorder を切り替えることがで
きます。

Player に切り替え：［Ctrl］ + ［Alt］ + ［P］
Recorder に切り替え：［Ctrl］ + ［Alt］ + ［R］
Player/Recorder に切り替え：［Tab］

•

•
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トラックの幅変更 

1 	 トラックパネルの右端をドラッグする

トラックの高さ変更 

1 	 トラックパネルの上端または下端にマウスカーソルを合わせ、形状が変わっ
たらドラッグする

その他の方法

 変更するトラックパネルを右クリックし、〈高さ〉→お好みの高さをクリック
します。

POINT  すべてのトラックの高さを一度に変更することもできます。
シーケンスタブを右クリックし、〈トラックの高さ〉を選び、お
好みの高さをクリックします。

ドラッグ操作では一度に複数のトラックの高さを変更することは
できません。

•

•
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2　EDIUS の起動

ビンウィンドウとパレットを結合 

1 	 パレットのタブをビンウィンドウのタブ上へドラッグする

ビンウィンドウとパレットが結合され、タブが追加されます。タブをクリックす
ると表示ウィンドウが切り替わります。

POINT  ビンウィンドウと各パレットの組み合わせは自由です。3 つのパ
レットを 1 つのパレットに結合したり、ビンウィンドウと 3 つの
パレットを 1 つのウィンドウに結合することも可能です。
参 照  〈Information〉パレット▶ P25
参 照  〈Effect〉パレット▶ P25
参 照  〈Sequence marker〉パレット▶ P26
 結合を解除するには、タブを枠外にドラッグします。

•

•
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ウィンドウの端をドラックしてサイズを調整し、配置を変更できます。
初期設定ではこのような配置です。

モニタ 2 台でのご使用を推奨します。ウィンドウを分けて配置しておくことがで
き便利です。

POINT 画面レイアウトは、登録しておくことができます。登録したレイ
アウトを適用すると、カスタマイズしたレイアウトを簡単に復元
することができます。
参 照  レイアウトの登録▶リファレンスマニュアル 2 章「2 配置の

カスタマイズ」

参 照  レイアウトの適用▶リファレンスマニュアル 2 章「2 配置の
カスタマイズ」

•
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1 ファイルから取り込む

AVCHDファイルを取り込む
AVCHD カメラで記録したファイルは、ネイティブの形式（*.m2ts など）のまま
登録する方法と、AVCHD converter などで Canopus HQ Codec の AVI ファイ
ルに変換してから登録する方法があります。AVCHD は、非常に高度かつ複雑な
圧縮方式を採用しているため、そのデコード処理には強力な CPU パワーが必要
です。快適に編集を行うためには、AVI へ変換してから登録する方法をお勧め
します。

AVCHDファイルをそのまま取り込む 

1 	 AVCHDカメラとPCを接続し、ディスク内のAVCHDファイル（*.m2ts
など）をPCにコピーする

ディスク内のフォルダ構成や接続方法についてはカメラの取扱説明書をご覧くだ
さい。

2 	 コピーしたファイルをビンに登録する
参 照  ファイルをクリップとしてビンに登録▶ P71

AVCHD converter で変換して取り込む 

POINT  ビンに登録した AVCHD ファイルを右クリックし、プリセットか
ら変換設定を選んで簡単に変換することもできます。変換設定を
カスタマイズする場合は AVCHD converter で変換してください。
参 照  ファイルの変換▶リファレンスマニュアル 4 章「1 ビンとク

リップ」

•

1 	 AVCHDカメラとPCを接続し、ディスク内のAVCHDファイル（*.m2ts
など）をPCにコピーする

ディスク内のフォルダ構成や接続方法についてはカメラの取扱説明書をご覧くだ
さい。

2 	 EDIUS のインストール DVD を DVD	 ドライブにセットし、〈Tools	
Folder〉をクリックする
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1 ファイルから取り込む

3 	〈AVCHD	converter〉フォルダ内の〈setup.exe〉をダブルクリックし、
AVCHD	converter をインストールする

インストール手順については、〈AVCHD converter〉フォルダ内の〈manual_j.
pdf〉を参照してください。

4 	 AVCHD	converter で AVCHDファイルを変換する
変換手順については、〈AVCHD converter〉フォルダ内の〈manual_j.pdf〉を参
照してください。

5 	 変換したAVI ファイルをビンに登録する
参 照  ファイルをクリップとしてビンに登録▶ P71
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P2デバイスから取り込む

P2デバイスから素材を取り込む   
P2 デバイスを PC に接続し、電源が入っていることを確認します。

ご注意 AVC-Intra 対応のオプションは別売りです。AVC-Intra Option
をお持ちの場合は、AVC-Intra 形式のファイルが取り込めます。

•

1 	 EDIUSマークをクリックし、〈ツール〉→〈P2	Select〉をクリックする

P2 ドライブに P2 カードが挿入されている場合、自動的にフォルダリストに P2
カードの一覧が表示されます。P2 クリップをローカルディスク（ハードディスク）
にコピーしている場合のみ、［フォルダ追加］をクリックし、フォルダの選択を行っ
てください。
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1 ファイルから取り込む

2 	 ビンに読み込むための方式とワークフォルダおよびクリップ名の設定方法を
選び、［BINに登録］をクリックする

EDIUS のビンウィンドウにクリップが登録されます。

取り込み方法

P2 ファイルの取り込み方法を選びます。
直接取り込む
P2 ドライブのファイルを直接参照します。
コピーして取り込む
ハードディスクにファイルをコピーし、コピーした
ファイルを参照します。
1ファイルにまとめて取り込む
映像および音声データファイルを 1 つの MXF ファイ
ルに変換してハードディスクにコピーし、コピーした
ファイルを参照します。

BINへの登録名

ビンに登録するときのクリップ名を設定します。
ユーザークリップ名
P2 クリップに登録されているユーザークリップ名を
使用します。
クリップ名
P2 クリップのクリップ名を使用します。
プリフィックス（クリップ名）
指定の文字とクリップ名を組み合わせます。右の入力
欄をクリックし、接頭語を入力します。

作業フォルダ P2 ファイルをコピーするフォルダを選びます。

EDIUS起動時は
プロジェクトフォル
ダ下にコピーする

チェックを入れると、EDIUS 起動時は〈作業フォルダ〉
の設定に関わらず、編集中のプロジェクトフォルダに
P2 ファイルのコピーを行います。
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POINT EDIUS での編集時は、P2 クリップは AVI クリップと同じように
使用できます。ハードディスクからの編集の場合は、リアルタイ
ムのパフォーマンスは同じ形式の AVI ファイルと同等になりま
す。P2 ドライブから直接編集している場合は、DV のときで 2 ス
トリームリアルタイム、DVCPRO50 ※のときで１ストリームリア
ルタイムになります。

上記パフォーマンスは当社で測定したものです。USB のパ
フォーマンスは、ご使用のシステムにより異なります。

•

※

P2 データのバックグラウンド転送 
P2 データを取り込むときに〈コピーして取り込む〉を選ぶと、編集しながらバッ
クグラウンド処理でファイルがコピーされます。運用上の理由により、P2 カー
ドの内容を消去したい場合などに使用します。バックグラウンドでのデータ転送
が始まり、処理が完了するまでの間、タスクトレイの P2 アイコンが点滅します。

バックグラウンド転送の進行状況の確認

1 	 点滅中のアイコン上で右クリックし、〈情報表示〉をクリックする

データ進行状況を表すダイアログが表示されます。
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1 ファイルから取り込む

XDCAM EXクリップを取り込む

XDCAM EXクリップを取り込む 

ご注意 XDCAM EX クリップを取り込むには、あらかじめ XDCAM EX
カメラに付属の XDCAM EX Clip Browser ソフトウェアをイン
ストールしておく必要があります。

•

1 	 EDIUSマークをクリックし、〈ツール〉→〈XDCAM	EX	Clip	Browser〉
をクリックする

2 	 S × Sメモリーカード側の〈Information〉ウィンドウから読み込むクリッ
プがあるフォルダを選ぶ
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3 	 クリップを EDIUS	のビンウィンドウにドラッグ&ドロップする

ビンにクリップが登録されます。

POINT 複数の S × S メモリーカードに分割して収録されているクリップを
読み込む場合は、まず、S × S メモリーカード側の〈Information〉
ウィンドウから、分割されているクリップを、いったんローカルディ
スク側の〈Information〉ウィンドウにドラッグ & ドロップします。
すべての S × S メモリーカードからローカルディスクへコピーし終
わると、1 つのクリップに連結されます。次に、連結されたクリッ
プを EDIUS のビンウィンドウにドラッグ & ドロップします。

•
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2　VTR から取り込む

2 VTRから取り込む

入力デバイスの選択
表示される内容はお使いになる機器により異なります。ここでは SHX-E2 を
使用した場合を例に説明します。

1 	 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈入力設定〉をクリックする

〈入力設定〉ダイアログが表示されます。
参 照  〈入力設定〉ダイアログ▶ P45

※
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入力設定
〈入力設定〉ダイアログで必要な設定を行います。選ぶことができる入力デバイ
スおよびフォーマットは製品により異なります。用途に合わせて選んでください。

参 照  入力デバイス▶リファレンスマニュアル付録「1 入出力フォーマット一覧」

入力機器との同期の確認 

1 	 メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈ハードウェア設定〉をクリックする

〈ハードウェア設定〉ダイアログが表示されます。
参 照  ハードウェア設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイアログ」

2 	〈ハードウェア設定〉のツリーをクリックし、〈SHX-E2設定〉、〈RX-E1設
定〉のツリーをクリックする
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2　VTR から取り込む

3 	〈システム設定〉をクリックする
入力機器との同期を確認します。外部の入力機器を使用している場合は、〈同期
信号〉から〈REF 入力同期〉を選んでおきます。
参 照  ハードウェア設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイアログ」
参 照  VTR フォーマット別設定ガイド▶ P234

同期がとれている場合
緑ランプが点灯します。

同期がとれていない場合
赤ランプが点灯します。
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入力デバイス 
参 照  入力デバイス▶リファレンスマニュアル付録「1 入出力フォーマット一覧」

RX-E1
映像・音声入力 SD-SDI/ 制御 RS-422A

SHX-E1/E2	-	Composite、S、Component
Betacamの場合

映像・音声入力Analog	composite/ 制御 RS-422A
例
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2　VTR から取り込む

SHX-E1/E2	-	DV
DV	/	DVCAM	/	DVCPRO	25（IEEE1394	インターフェース接続時）の場合

映像・音声入力および制御 IEEE1394（4pin）

SHX-E1/E2-SD	-	SDI

例
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Generic	HDV	Input
HDV 機器の接続に限ります。
HDV（MPEG2 TS）を Canopus HQ 形式でトランスコードしながらキャプチャ
します。
映像・音声入力および制御 IEEE1394（6	pin）

Generic	OHCI	Input
HDV 機器の接続を除きます。
映像・音声入力および制御 IEEE1394（6	pin）
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2　VTR から取り込む

キャプチャ操作

キャプチャ 
	IEEE1394 端子で接続したHDV機器から素材を取り込む

1 	 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈入力設定〉をクリックする

〈入力設定〉ダイアログが表示されます。

	〈入力設定〉ダイアログ

(1) (2)

(7) (8)

(3)

(4)
(5)
(6)

例

❖
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(1) 入力デバイス

入力に使用するデバイスを選びます。EDIUS 対応機器が
接続されているときは、そのデバイス名が表示されます。
Generic	OHCI	Input
汎用 IEEE1394 端子を使用して DV 形式を取り込むと
きに選びます。
Generic	HDV	Input
汎用 IEEE1394 端子を使用して HDV 形式を取り込むと
きに選びます。
SHX-E1/E2	xxx
DV またはアナログ形式を取り込むときに選びます。
RX-E1xxx
HD/SD 形式を取り込むときに選びます。
参 照  入力デバイス▶リファレンスマニュアル付録「1 入

出力フォーマット一覧」

(2) 入力フォーマット

キャプチャ素材のフォーマットを選びます。〈絞込〉の
〈フレームサイズ〉、〈フレームレート〉、〈CODEC〉で
項目を指定すると、該当するフォーマットのみ表示さ
れます。

(3) 説明 選んだフォーマットの内容を表示します。

(4) 絞込
〈フレームサイズ〉、〈フレームレート〉、〈CODEC〉の
リストから条件を選び、フォーマットを絞り込むこと
ができます。

(5) オーディオ 〈16Bit/2ch に変換〉にチェックを入れると、音声を
16bit/2ch で取り込むことができます。

(6) プリセットリスト 現在の設定をプリセットとして保存できます。リスト
から〈未登録〉を選び、［登録］をクリックします。

(7) 登録

リストからプリセットを選び、現在の設定を登録しま
す。〈入力プリセット登録〉ダイアログでプリセット名
を入力し、［OK］をクリックすると現在の設定内容が
保存されます。
保存すると、メニューバーの〈キャプチャ〉から〈プリ
セット 1〉～〈プリセット 8〉をクリックして選ぶこと
ができます。また、［入力プリセット］が有効になります。

(8) 削除 リストからプリセットを選んで［削除］をクリックす
ると、プリセットが削除されます。
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2　VTR から取り込む

POINT  未登録のプリセットに設定を保存した場合、初期設定では［入力
プリセット 2 ～ 8］は表示されていません。操作の前に、あらか
じめプレビューウィンドウにボタンを表示させておきます。
参 照 	操作ボタンの設定▶リファレンスマニュアル 2 章「3 画面のカ

スタマイズ」

 入力プリセット 1：［F2］
 入力プリセット 2：［F3］
 入力プリセット 3：［F4］

•

•
•
•

2 	〈入力デバイス〉で〈Generic	HDV	Input〉をクリックし、〈入力フォーマッ
ト〉でフォーマットを選ぶ

3 	［OK］をクリックする
Player の操作ボタンで HDV 機器を操作できるようになります。
参 照 	Player の操作ボタンで再生▶ P65

POINT  Player の〈Cur〉のタイムコードをクリックすると、〈TC ジャンプ〉
ダイアログが表示されます。〈移動先〉にタイムコードを入力して

［ジャンプ］をクリックすると、指定のタイムコードのフレームを
表示することができます。

•

ご注意  HDV カメラを認識しない場合は、デバイスマネージャの〈サウ
ンド、ビデオ、およびゲーム コントローラ〉の項目を確認してく
ださい。Windows Vista ではデバイス名、Windows XP では〈AV/
C テープ デバイス〉と表示されていれば正しく認識されています。
認識されていない場合には、Windows のアップデートや、HDV
カメラが HDV 固定モード（HDV-DV 変換はオフ）になっている
かを確認してください。
 当社製品（SHX-E1、SHX-E2）に機器を接続し、入力設定を行っ
ても認識できない場合は、ADVC Mode Controller のモードが

〈EDIUS モード〉になっているかを確認してください。EDIUS モー
ド以外に設定されている場合は EDIUS で SHX-E1、SHX-E2 を認
識できません。
参 照  ADVC Mode Controller ▶リファレンスマニュアル付録「4 付

属アプリケーションソフトウェア」

•

•
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4 	 キャプチャする素材を再生し、In 点、Out 点を設定する
In 点、Out 点を設定せずに素材をすべてキャプチャすることもできます。
参 照 	In 点、Out 点の設定▶リファレンスマニュアル 3 章「3 素材の再生」

5 	［キャプチャ］をクリックする

キャプチャを開始します。〈キャプチャ〉ダイアログが表示され、Out 点でキャ
プチャが自動的に終了します。
キャプチャを途中でやめるときは、［停止］をクリックします。

ビンにクリップが登録されます。

その他の方法

 手順 4 のあと、キーボードの［F9］を押します。
 ［バッチキャプチャリストに追加］のリストボタンをクリックし、〈キャプチャ〉
→〈ビデオとオーディオ〉をクリックします。

 

 〈オーディオのみ〉を選んだ場合、オーディオ部分のみをキャプチャします。

 

 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈キャプチャ〉をクリックします。
 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈オーディオキャプチャ〉をクリックします。

•
•

•

•
•
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2　VTR から取り込む

POINT 	キャプチャ時にファイルを自動的に分割できます。
参 照  デッキ設定 ▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイア

ログ」
キャプチャ中、素材クリップにマーカーを付けることができます。
ただし、コーデックにMPEG	TS を選んでいる場合はクリップマー
カーを設定することはできません。
参 照  キャプチャ時のクリップマーカーの設定▶リファレンスマニュ

アル 6 章「4 マーカー」
バッチキャプチャ機能は、タイムコードが取得できる機種のみに
対応しています。機種によっては、タイムコードに対応していな
いものがあります。
	直前に設定された〈入力設定〉の内容を簡単に呼び出すことがで
きます。メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈Generic	
HDV	Input〉などの入力デバイス名をクリックします。

•

•

•

•

取り込みと同時にタイムラインに配置	

1  素材を配置するトラックをクリックする

配置するトラックについて詳しくはリファレンスマニュアルを参照してください。
参 照  クリップを配置▶リファレンスマニュアル 6 章「1 クリップの配置」

2  素材を配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる
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3 	 キャプチャする素材を再生し、In 点、Out 点を設定する
In 点、Out 点を設定せずに素材をすべてキャプチャすることもできます。
参 照 	In 点、Out 点の設定▶リファレンスマニュアル 3 章「3 素材の再生」

4 	［Timeline に上書きで追加］または［Timeline に挿入で追加］をクリック
する

：Timeline に上書きで追加　　 ：Timeline に挿入で追加

キャプチャ後、クリップはタイムラインカーソルの位置を In 点としてトラック
に配置されます。同時にビンにも登録されます。

［Timeline に上書きで追加］をクリックした場合、クリップは上書きモードで配
置されます。
参 照  タイムラインの In-Out 点間にクリップを配置【3 点編集】▶ P78
参 照  タイムラインの In-Out 点間にクリップの In-Out 点間を配置【4 点編集】▶ P79
参 照  〈入力設定〉ダイアログ▶ P45

POINT キャプチャ中、素材クリップにマーカーを付けることができます。
ただし、コーデックに MPEG TS を選んでいる場合はクリップマー
カーを設定することはできません。
参 照 	キャプチャ時のクリップマーカーの設定▶リファレンスマニュ

アル 6 章「4 マーカー」

•



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

�1

入　

力

3　DVD/CD から取り込む

3 DVD/CDから取り込む
次の形式から取り込めます。

Audio CD：WAV ファイル
DVD-Video：MPEG-2 ファイル
DVD-VR：MPEG-2 ファイル

POINT  DVD-RW と DVD-RAM の DVD-VR 形式に対応しています。•

ご注意  コピープロテクトのかかったディスクからはキャプチャできません。•

DVD/CDからの取り込み 

1 	 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈DISCcapture〉をクリッ
クする

「DISCcapture」が起動します。

•
•
•
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2 	 キャプチャに使用するドライブを選び、ディスクをセットする
ディスク内の情報がリストに表示されます。挿入するディスクによって表示内容
が異なります。

CD の場合はトラックを選び［再生］をクリックすると、曲を再生することができます。

3 	 キャプチャするトラックにチェックを入れ、［設定］をクリックする
リスト上で右クリックし、〈すべてのトラックの選択を解除する〉をクリックす
ると、すべてのチェックが解除されます。〈すべてのトラックを選択する〉をクリッ
クすると、すべてのトラックにチェックが入ります。

〈設定〉ダイアログが表示されます。
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3　DVD/CD から取り込む

	DISCcapture の〈設定〉ダイアログ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1) ファイル名の指定方法

取り込むファイルの保存名を設定します。
取り込み時にファイル名を指定する。
トラックごとにファイル名を設定します。
自動的に名前を生成する。
現在の日時とトラック番号を組み合わせて自動的
にファイル名を生成します。
ベースファイル名とトラックから名前を生成する。
ベースファイル名とトラック番号を組み合わせて、
自動的にファイル名を生成します。この項目に
チェックを入れると〈ベースファイル名〉が入力
可能となります。

❖
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(2) 保存ディレクトリ

ファイルを保存するディレクトリを指定します。
EDIUS起動時にはEDIUSのプロジェクトフォ
ルダを優先する
チェックを入れると、EDIUS 起動時は DISCcapture
の保存先の設定に関わらず、EDIUS のプロジェク
トフォルダに取り込みを行います。

(3) CD取り込み設定 オリジナルの音量に対して取り込み時の音声レベ
ルを dB 単位で下げることができます。

(4) DVD	Video取り込み設定

キャプチャ時の分割方法を指定します。通常は〈プ
ログラム単位〉を選びます。
DVD レコーダで記録した DVD から取り込んだ映
像がうまく再生できない場合、〈取り込み時にファ
イルの再構築を行う〉にチェックを入れると改善
される場合があります。〈セグメントエンコード
を行う〉にチェックを入れると、必要な部分のみ
再エンコードします。

(5) DVD-VR取り込み設定

キャプチャ時の分割方法を指定します。通常は〈プ
ログラム単位〉を選びます。

〈Cell 単位〉を選ぶとファイルを細かく分割できま
すが、ストリームによっては取り込んだ際に再生
できない MPEG ファイル（MPEG の規格に満た
ないファイル）が作成される場合があります。

4 	 ファイル名の指定方法や分割方法などを設定し、［OK］をクリックする
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3　DVD/CD から取り込む

5 	［取り込み］をクリックする
キャプチャを開始します。〈ファイル名の指定方法〉で〈取り込み時にファイル
名を指定する。〉に設定した場合は、〈名前を付けて保存〉ダイアログが表示され
ますのでファイル名と保存先を設定します。

6 	［OK］をクリックする

その他の方法

 リスト上で右クリックし、〈このトラックを取り込む〉をクリックします。〈取
り込みを開始する〉をクリックすると、チェックが入っているトラックをすべ
てキャプチャします。

POINT  CD Extra をセットした場合、オーディオトラックのみが表示さ
れます。
 ドライブからの読み込み速度が調節できます。（ドライブがサポー
トしている範囲のみ）キャプチャ時にノイズが発生するときは、
速度を落とすと改善される場合があります。

•

•

•
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4 リールの管理について

リール番号への対応
EDIUS では素材 VTR テープのリール番号をサポートしています。

［キャプチャ済みのファイルを使用して復旧］時にリール番号を認識
既にキャプチャ済みのファイルから Ubit（リール番号）と In ／ Out 間のタイム
コードをチェックし、対象ファイルであった場合は復元します。

ビンで、リールネームとして、Ubit を編集
例えば、リール番号が付加していない素材、もしくはリール番号を付加できない
VTR から入力した場合に活用します。ビンの Ubit を編集したいクリップの右ク
リックし、〈プロパティ〉をクリックします。
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4　リールの管理について

「ビデオ情報」タブのリールネームに任意の Ubit を入力します。
編集した Ubit は EDL にも反映しますので、ご注意ください。

EDL出力においてリール番号をサポート
マスターリール番号

BVE9100 のみで使用されているものです（範囲：0 ～ 9999）。

やりくりデータ設定 - マスターリール番号
A ／ A ロール（リール番号が同じクリップ同士でトランジションを行う）が存
在した場合、リプレイスファイルでその場所を使用するためのリール番号です。
オリジナルクリップに同一リール番号が存在した場合、その値から１つずつ番号
を減らしていき、番号の重複を避けます。
参 照  EDL ファイルの書き出し▶ P211

※

▪

▪
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1 基本操作

編集モードについて

挿入／上書きモード  [Insert]

挿入モードは、クリップを配置する位置に別のクリップがある場合、後ろのクリッ
プをずらして間に挿入します。

上書きモードは、クリップを配置する位置に別のクリップがある場合、重複する
部分を上書きします。

1［挿入／上書きモード］をクリックする
クリックするたびに、挿入モードと上書きモードが切り替わります。

：挿入モード		 ：上書きモード
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1　基本操作

同期モード 
クリップの挿入や移動などの編集をしたトラックの結果が、他のトラックにも影
響するモードです。
	挿入モードでクリップを追加した場合

1 	［挿入／上書きモード］のリストボタンをクリックし、〈同期モード〉をクリッ
クする

同期モードをオンに設定している場合は、〈同期モード〉にチェックがつきます。
クリックするたびに、オン／オフが切り替わります。

その他の方法

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈同期モード〉をクリックします。

POINT  同期モードをオンに設定している場合に任意のトラックに編集が
影響しないようにするには、トラックパネルの［トラックのロッ
ク］をクリックします。
	 ［トラックのロック］をオンに設定している場合

•

例

例

•
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リップルモード  [R]

クリップの削除、トリミングをした場合に、タイムライン上にスペースが空かな
いように後ろのクリップを詰めるモードです。クリップの挿入時には、挿入位置
にあるスペースを保ちながら後ろのクリップを移動させることができます。
クリップ操作が影響するトラックで有効ですが、同期モードを合わせてオンに設
定すると操作したクリップより後ろにあるすべてのクリップが連動します。

リップルモードオン、同期モードオフでクリップを挿入した場合（挿入モード）

リップルモードオン、同期モードオンでクリップを挿入した場合（挿入モード）

1 	［リップルモードの設定］をクリックする
クリックするたびにオン／オフが切り替わります。
オンに設定している場合はボタンアイコンが表示され、オフの場合はアイコンに
斜線が入ります。

その他の方法

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、　〈リップルモード〉をクリックします。

POINT  リップルモードの初期設定はオンです。•

例

例

•
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1　基本操作

編集の基本操作

ショートカットによる基本操作 

キーボード 操　作
J 巻き戻し

Ctrl	+	J ジョグ（巻き戻し）

K 一時停止

L 早送り

Ctrl	+	L ジョグ（早送り）

I In 点の設定

O Out 点の設定

E タイムラインに追加※

[ タイムラインに挿入で追加

] タイムラインに上書きで追加

N クリップの In 側をトリミング

M クリップの Out 側をトリミング

動作は挿入／上書きモードに依存します。

参 照  挿入／上書きモード▶ P60

ショートカットを使った簡単なカット編集

1 	 ビンのクリップ、もしくはデッキのテープ映像をPlayer に表示する

2 	 キーボードの［J］［K］［L］のシャトル操作でフレームを探し、［I］［O］で In 点、
Out 点を設定する

［Ctrl］＋［J］、［Ctrl］＋［L］のジョグ操作で、フレーム位置を微調整できます。

A B C

現在位置

巻き戻しジョグ ジョグ

+

In 点の設定

早送り

Out 点の設定

一時停止 一時停止

+

※
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3 	 キーボードの［E］で、タイムラインにクリップを並べる
デッキを操作している場合は、同時にビンにクリップが登録されます。

タイムラインに追加

A C

シャトル／ジョグ操作 
キーボードの［J］、［L］で、シャトル／ジョグ操作ができます。押す回数によっ
て倍率が変わります。

シャトル
［J］は押すごとに－ 1 ～－ 32 倍、［L］は 1 ～ 32 倍まで切り替えられます。

Backward Forward

KJ L

ジョグ
［Ctrl］＋［J］は押すごとに－ 1/16 ～－ 32 倍、［Ctrl］＋［L］は 1/16 ～ 32 倍まで
切り替えられます。

Backward Forward

KJ L

Ctrl

+

Ctrl

+

VTR 制御の場合、倍率は接続 VTR のシャトル／ジョグ再生精度に依存します。※
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1　基本操作

クリップの再生
参 照  Player の操作ボタンで再生▶リファレンスマニュアル 3 章「3 素材の再生」

クリップをPlayer で表示 
VTR から取り込んだ素材はクリップとしてビンに登録されています。

1 	 クリップビューのクリップを選び、［Player で表示］をクリックする

その他の方法

クリップをドラッグして Player のスクリーン上へドロップします。
クリップをダブルクリックします。※

※ビデオ、オーディオ、静止画、シーケンスクリップの場合に限ります。
クリップを右クリックし、〈Player で表示〉をクリックします。
クリップを選び、［Enter］を押します。

Player の操作ボタンで再生  [Enter]

(2) (1)

(1)	再生　　(2)	停止

1 	 Player の［再生］をクリックする
Player で再生が始まります。停止したい位置で［停止］をクリックします。

シャトル／スライダーで再生 

ご注意  キャプチャされていない素材は、スライダーで再生操作できません。•

1 	 シャトル／スライダーをドラッグする
Player に、スライダーの位置のフレームが表示されます。

•
•

•
•
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シャトル／スライダー
(1) (2) (3)

(1) シャトル シャトルを右にドラッグすると正方向に、左にドラッ
グすると逆方向に再生します。

(2) スライダー
ポジションバーの任意の位置をクリックすると、ス
ライダーが移動し、そのフレームを表示します。ス
ライダーをドラッグすることもできます。

(3) ポジションバー Player で表示している素材のタイムラインを示します。

その他の方法

 シャトル（早送り）※ 1：［Ctrl］ + ［L］
 シャトル（巻戻し）※ 2：［Ctrl］ + ［J］
1 キーボードの［Ctrl］＋［L］を押すたびに、1/16 ～ 32 倍速の 12 段階に切

り替えて早送りします。キーボードの［Ctrl］＋［J］を押すと、減速します。
2 キーボードの［Ctrl］＋［J］を押すたびに、1/16 ～ 32 倍速の 12 段階に切

り替えて巻き戻しします。キーボードの［Ctrl］＋［L］を押すと、減速します。

素材のタイムコードを確認するには
タイムコードエリアには、次のタイムコードが表示されます。

Cur

Dur

Ttl

In Out

Cur 現在表示している位置のタイムコードです。

In In 点位置のタイムコードです。

Out Out 点位置のタイムコードです。

Dur デュレーション（クリップ長）のタイムコードです。

Ttl ソースデータの全長です。

•
•
※

※
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1　基本操作

クリップに In点、Out 点を設定  [I] / [O]

(1) (2)

(1)	In 点の設定　　(2)	Out 点の設定

1 	 素材を再生し、In点にするフレームでPlayerの［In点の設定］をクリックする

2 	 続けて再生し、Out点にするフレームでPlayerの［Out点の設定］をクリックする

その他の方法

 メニューバーの〈マーカー〉をクリックし、〈In 点の設定〉または〈Out 点の設定〉
をクリックします。

POINT  キャプチャされた素材は、In スライダー、Out スライダーをドラッ
グして In 点、Out 点の位置を変更することができます。

 Out 点を In 点より前に設定した場合、In-Out 点間のポジションバー
が赤色に変わり、Player のタイムコードの一部が赤色で表示されます。

•

•

クリップマーカーの設定  ［V］

1 	 Player に素材を表示させる
参 照  クリップを Player で表示▶ P65

2 	 クリップマーカーを設定する位置にPlayer のスライダーを移動させる
参 照  シャトル／スライダーで再生▶ P65

•
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3 	 メニューバーの〈マーカー〉をクリックし、〈マーカーを追加〉をクリック
する

POINT 手順 2 の後、メニューバーの〈マーカー〉をクリックし、〈マーカー
の編集〉をクリックすると、クリップマーカーとマーカーコメン
トを同時に設定することができます。
 スライダー上のクリップマーカーをキーボードの［Ctrl］を押し
ながらドラッグすると、マーカー位置を移動させることができます。

•

•

ご注意  〈マーカーを追加〉をクリックしたときに、Player がフォーカス
されているとクリップマーカーが、タイムラインがフォーカスさ
れているとシーケンスマーカーが設定されます。
 ビンに登録されているクリップやタイムラインに配置されている
クリップに、クリップマーカーを追加したり既存のクリップマー
カーを編集したりした場合は、ビンのクリップやタイムラインの
クリップに新しいクリップ情報を反映させる必要があります。
 〈Sequence marker〉パレットでクリップマーカーを設定するこ
とはできません。

•

•

•
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1　基本操作

タイムラインの再生

スクラビングで再生 

1 	 タイムラインカーソルを前後にドラッグする
タイムラインカーソルが移動し、Recorder にそのフレームが表示されます。

POINT デュアルモードの場合、Recorder に関する操作を行っていると
きは、Recorder の周りに青色のラインが表示されます。
タイムラインの開始フレームを表示しているときは、左上隅に白
色の三角形が表示されます。

•

•

Recorder の操作ボタンで再生  [Enter]

(3) (6)(2) (1)

(1)再生　　(2)停止

1 	 Recorder の［再生］をクリックする
Recorder で再生が始まります。停止したい位置で［停止］をクリックします。

シャトル／スライダーで再生 

1 	 シャトル／スライダーをドラッグする
Recorder に、スライダーの位置のフレームが表示されます。

編	

集
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シャトル／スライダー
(1) (2) (3)

(1) シャトル シャトルを右にドラッグすると正方向に再生、左に
ドラッグすると逆方向に再生します。

(2) スライダー
ポジションバーの任意の位置をクリックすると、ス
ライダーが移動し、そのフレームを表示します。ス
ライダーをドラッグすることもできます。

(3) ポジションバー Recorder のタイムラインを示します。

その他の方法

 シャトル（早送り）※ 1：［Ctrl］ + ［L］
 シャトル（巻戻し）※ 2：［Ctrl］ + ［J］
1 キーボードの［Ctrl］＋［L］を押すたびに、1/16 ～ 32 倍速の 12 段階に切

り替えて早送りします。キーボードの［Ctrl］＋［J］を押すと、減速します。
2 キーボードの［Ctrl］＋［J］を押すたびに、1/16 ～ 32 倍速の 12 段階に切

り替えて巻き戻しします。キーボードの［Ctrl］＋［L］を押すと、減速します。

•
•
※

※
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2　クリップの配置

2 クリップの配置

クリップの配置

ファイルをクリップとしてビンに登録  [Ctrl] + [O]

既存のファイルをクリップとしてビンに登録できます。

1 	 ビンウィンドウの［クリップの追加］をクリックする

〈ファイルを開く〉ダイアログが表示されます。

2 	 ファイルを選び、［開く］をクリックする

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックして〈クリップの追加〉をクリックし、
〈ファイルを開く〉ダイアログから素材を選んで［開く］をクリックします。
クリップビューの空白部をダブルクリックし、〈ファイルを開く〉ダイアログ
から素材を選んで［開く］をクリックします。
クリップビューの空白部を右クリックし、〈クリップの追加〉をクリックします。

〈ファイルを開く〉ダイアログから素材を選び、［開く］をクリックします。
エクスプローラで素材のあるフォルダを開き、登録する素材をクリップビュー、
またはフォルダビューのフォルダへドラッグ＆ドロップします。
参 照  フォルダの登録▶リファレンスマニュアル 3 章「2 ファイルを取り込む」
Player で表示している素材ファイルをビンにドラッグ＆ドロップします。

クリップを配置  [Shift] + [Enter]

ビンからタイムラインに直接クリップを配置します。

1 	 クリップを配置するトラックをクリックする

2 	 クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる

•

•

•

•

•
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3 	 ビンからクリップを選び、［Timeline に貼り付け］をクリックする

クリップは、タイムラインカーソルの位置を In 点としてトラックに配置されます。

その他の方法

 ビンのクリップをドラッグ＆ドロップでタイムラインに配置します。

 

ビンのクリップを右クリックし、〈Timeline に貼り付け〉をクリックします。
クリップを Player で再生し、Player からドラッグ＆ドロップでタイムライン
に配置します。
クリップを Player で再生し、［Timeline に挿入で追加］または［Timeline に
上書きで追加］をクリックします。
Player で表示しているクリップをタイムラインに追加：［E］
トラックを選択し、クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動さ
せます。クリップを Recorder にドラッグ＆ドロップすると、タイムラインカー
ソルの位置を In 点として配置されます。
クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させ、トラックを右ク
リックして〈クリップを追加〉をクリックします。〈ファイルを開く〉ダイア
ログから素材を選び、［開く］をクリックします。クリップは、タイムラインカー
ソルの位置を In 点として配置されます。

•

•
•

•

•
•

•
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2　クリップの配置

クリップに In点、Out 点を設定して配置 

1 	 ビンからクリップを選び、［Player で表示］をクリックする

2 	 クリップに In 点、Out 点を設定する
参 照  クリップに In 点、Out 点を設定▶ P67

3 	 クリップを配置するトラックをクリックする

4 	 クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる

5 	［Timeline に挿入で追加］をクリックする

クリップは、タイムラインカーソルの位置を In 点としてトラックに配置されます。
［Timeline に上書きで追加］をクリックした場合、クリップは上書きモードで配
置されます。

その他の方法

クリップに In 点、Out 点を設定したあと、Player からドラッグ＆ドロップで
タイムラインへ配置します。
Player で表示しているクリップをタイムラインに追加：[E]

•

•
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タイムラインに In点、Out 点を設定  [I] / [O]

(1) (2)(1) (2)

(1)	In 点の設定　　(2)	Out 点の設定

1 	 In 点を設定する位置にタイムラインカーソルを移動させる

2 	 Recorder の［In 点の設定］をクリックする

3 	 Out 点を設定する位置にタイムラインカーソルを移動させる

4 	 Recorder の［Out 点の設定］をクリックする

その他の方法

 In 点、Out 点を設定する位置にタイムラインカーソルを移動させ、タイムスケー
ルを右クリックします。〈現在位置に In 点を設定〉または〈現在位置に Out 点
を設定〉をクリックします。
 In 点、Out 点を設定する位置にタイムラインカーソルを移動させ、メニューバー
の〈マーカー〉をクリックします。〈In 点の設定〉または〈Out 点の設定〉をクリッ
クします。

POINT  タイムスケール上の In 点スライダー、Out 点スライダーをドラッ
グして In 点、Out 点の位置を変更できます。

 Out 点を In 点より前に設定した場合、In-Out 点間のタイムスケー
ルが赤色に変わり、Recorder のタイムコードの一部が赤色で表
示されます。

•

•

•

•
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2　クリップの配置

ビデオ／オーディオクリップのみ配置 

1 	 ビンからクリップを選び、［Player で表示］をクリックする

Player で映像を確認し、必要な場合は In 点、Out 点を設定します。
参 照  クリップに In 点、Out 点を設定▶ P67

2 	［ビデオの追加設定］または［オーディオの追加設定］をクリックする
クリップのビデオ部分、またはオーディオ部分を配置するかどうかを切り替えま
す。ボタン表示に斜線が入ると、該当するクリップは配置されません。
	［ビデオの追加設定］有効時

3 	 クリップを配置するトラックをクリックする

4 	 クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる

5 	［Timeline に挿入で追加］をクリックする

クリップのビデオ部分、またはオーディオ部分のみが、タイムラインカーソルの
位置を In 点としてトラックに配置されます。

［Timeline に上書きで追加］をクリックした場合、クリップは上書きモードで配
置されます。

例
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その他の方法

手順 2 までを操作後、Player からドラッグ＆ドロップでタイムラインに配置
します。
オーディオ付きビデオクリップのビデオ部分、またはオーディオ部分のみにそ
れぞれ In 点、Out 点を設定し、［Timeline に挿入（上書き）で追加］をクリッ
クしてタイムラインに配置することができます。この場合、［ビデオの追加設定］
または［オーディオの追加設定］の設定にかかわらず、In 点、Out 点を設定し
たクリップのみがタイムラインに配置されます。
参 照  ビデオ／オーディオの In 点、Out 点設定▶リファレンスマニュアル 3 章 

「3 素材の再生」
 ［ビデオの追加設定］の有効／無効：[Shift] + [J]
 ［オーディオの追加設定］の有効／無効：[Shift] + [K]

チャンネル別に配置 
トラックの［ビデオチャンネル］と［オーディオチャンネル］の設定によって、オー
ディオ付きビデオクリップのトラックへの配置動作は異なります。
いずれかのトラックに［ビデオチャンネル（オーディオチャンネル）］を設定し
ている場合、オーディオ付きビデオクリップのビデオ部分（オーディオ部分）は
そのトラックにしか配置できません。
参 照  ビデオチャンネル設定▶リファレンスマニュアル 5 章「2 トラックの設定」
参 照  オーディオチャンネル設定▶リファレンスマニュアル 5 章「2 トラックの設定」
参 照  クリップの配置▶ P71

(1)
(2)

(1)ビデオチャンネル　　(2)オーディオチャンネル

•

•

•
•
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2　クリップの配置

1 	 各トラックに設定するチャンネルをクリックする
1VA トラックに［ビデオチャンネル］を、1Aトラックに［オーディオチャ
ンネル］の〈ステレオチャンネル 1、2〉を設定した場合

2 	 クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる

3 	 ビンからクリップを選び、［Timeline に貼り付け］をクリックする
クリップは、タイムラインカーソルの位置を In 点としてトラックに配置されます。

POINT 配置できるオーディオクリップのチャンネルは、設定している
［オーディオチャンネル］のチャンネル数に限定されます。
分割して配置されたビデオクリップとオーディオクリップは、グ
ループ設定されています。
参 照  グループ解除▶ P84

•

•

例



�� Chapter 3　編 集

タイムラインの In-Out 点間にクリップを配置【３点編集】
クリップは、タイムラインの In-Out 点間の長さ分だけ配置されます。

1 	 ビンからクリップを選び、［Player で表示］をクリックする

Player で映像を確認し、必要な場合は In 点または Out 点を設定します。
参 照  クリップに In 点、Out 点を設定▶ P67

2 	 クリップを配置するトラックをクリックする

3 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

4 	［Timeline に挿入で追加］をクリックする

クリップがタイムラインの In-Out 点間の長さ分にトリミングされて配置されま
す。In 点または Out 点を設定している場合は、それぞれの位置を基準に配置さ
れます。配置されたクリップの再生速度は変わりません。

［Timeline に上書きで追加］をクリックした場合、クリップは上書きモードで配
置されます。
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2　クリップの配置

タイムラインの In-Out 点間にクリップの In-Out 点間を配置【４点編集】
タイムラインの In-Out 点間の長さに応じてクリップの In-Out 点間の速度が自動
調整されます。

1 	 ビンからクリップを選び、［Player で表示］をクリックする

Player で映像を確認し、In 点、Out 点を設定します。
参 照  クリップに In 点、Out 点を設定▶ P67

2 	 クリップを配置するトラックをクリックする

3 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

4 	［Timeline に挿入で追加］をクリックする

クリップの In-Out 点間がタイムラインの In-Out 点間に配置されます。クリップ
の再生速度はタイムラインの In-Out 点間の長さに応じて自動調整されます。

［Timeline に上書きで追加］をクリックした場合、クリップは上書きモードで配
置されます。

ご注意 In 点、Out 点を設定したクリップを 4 点編集で配置した場合、ク
リップは In-Out 点間の範囲を維持したまま、タイムラインの In-
Out 点間に収まるように再生速度が自動調整されます。

•
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クリップの並べ替え

クリップを移動 
複数のクリップを同時に移動することもできます。
参 照  複数クリップの選択▶リファレンスマニュアル 6 章「1 クリップの配置」

1 	 クリップを選び、移動先へドラッグ＆ドロップする

同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリップも連動し
ます。
参 照  同期モード▶ P61
複数のトラック間のクリップを選び、対応する種類のトラックのないところへク
リップを移動した場合は、自動的にトラックが追加されます。
1VAトラックと 2VAトラックのクリップを複数選び、1つ上のトラックにド
ラッグ&ドロップした場合

例
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2　クリップの配置

ご注意 異なる種類のトラックに配置された複数のクリップを選んでト
ラック間でドラッグした場合は、同じ種類のトラック間に配置さ
れたクリップのみ移動します。
	 1VA トラックと 1Tトラック、1Aトラックのクリップを複数
選び、1つ上のトラックにドラッグ&ドロップした場合

クリップトランジションやオーディオクロスフェードを設定して
いる 2 つのクリップのうち、片方のみを移動させると、選んだク
リップのみが移動してトランジションが解除されます。

•

例

•

選択クリップ以降のクリップの移動 

1 	 移動させるクリップの先頭クリップをクリックする

2 	 キーボードの［Shift］と［Alt］を押したまま、トラックエリア内をドラッ
グする

マウスカーソルの形状が変わり、選んだクリップより後ろのクリップが同時に移
動します。
同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリップも連動し
ます。
参 照  同期モード▶ P61
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同期モードをオンに設定している場合

3 	 挿入する位置へクリップをドロップする

クリップの順番の入れ替え 

1 	 クリップをドラッグし、入れ替える位置へドロップする

クリップの順番が入れ替わります。

同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリップも連動し
ます。

POINT 挿入モード、リップルモードをオンに設定してから操作してくだ
さい。
参 照  挿入／上書きモード▶ P60
参 照  リップルモード▶ P62

•

例
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3　クリップの操作

3 クリップの操作

リンク解除  [Alt] + [Y]

VA トラックにあるビデオクリップのビデオ部分とオーディオ部分を切り離しま
す。リンクを解除すると、それぞれ独立したクリップとして扱えるようになります。

1 	 リンクを解除するクリップを右クリックし、〈リンクの解除〉をクリックする

その他の方法

 メニューバーの〈クリップ〉をクリックし、〈リンクの解除〉をクリックします。

リンク設定  ［Y］

1 	 リンクさせるビデオクリップとオーディオクリップをそれぞれ選ぶ

2 	 クリップを右クリックし、〈リンクの設定〉をクリックする

リンクが設定され、1 つのクリップとして扱えるようになります。

その他の方法

 メニューバーの〈クリップ〉をクリックし、〈リンクの設定〉をクリックします。

•

•
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POINT  リンク設定の条件は次のとおりです。
同じトラック内に配置されている。
クリップの一部が重なっている。
同じ素材を参照している。

 リンクが設定されているビデオとオーディオのクリップの開始位置がず
れている場合は、クリップの頭にずれているフレーム数が表示されます。

•




•

グループ設定  [G]

複数のクリップを 1 つのグループとして扱います。異なるトラック間のクリップ
をグループ化できます。

1 	 グループ化する複数のクリップを選ぶ

2 	 クリップを右クリックし、〈グループの設定〉をクリックする

その他の方法

 メニューバーの〈クリップ〉をクリックし、〈グループの設定〉をクリックします。

グループ解除  ［Alt］ + ［G］

1	 グループのクリップを右クリックし、〈グループの解除〉をクリックする

•
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3　クリップの操作

その他の方法

メニューバーの〈クリップ〉をクリックし、〈グループの解除〉をクリックします。

コピー  [Ctrl] + [C]

1 	 クリップを選び、［クリップボードにコピー］をクリックする

続けて貼り付けや置き換えができます。

その他の方法

クリップを右クリックし、〈コピー〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈コピー〉をクリックします。

切り取り  [Shift] + [Delete]、[Ctrl] + [X]

1 	 クリップを選び、［クリップボードに切り取り］をクリックする

続けて貼り付けや置き換えができます。

その他の方法

クリップを右クリックし、〈切り取り〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈切り取り〉をクリックします。

•

•
•

•
•
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リップル切り取り  [Alt] + [X]

クリップを切り取り、空いた部分を前に詰めます。

1 	 切り取るクリップを右クリックし、〈リップル切り取り〉をクリックする

選んだクリップは削除され、同じタイムライン上にある後ろのクリップが前に移
動します。同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリッ
プも連動します。
同期モードをオンに設定している場合

続けて貼り付けや置き換えができます。

その他の方法

メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈リップル切り取り〉をクリックします。

貼り付け  [Ctrl] + [V]

1 	 クリップを選び、［クリップボードにコピー］をクリックする
［クリップボードに切り取り］、［リップル切り取り］をクリックしても貼り付け
は可能です。

2 	 クリップを貼り付けるトラックをクリックする

例

•



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

��

編	

集

3　クリップの操作

3 	 クリップを貼り付ける位置にタイムラインカーソルを移動させる

4 	［カーソル位置に貼り付け］をクリックする

クリップは、タイムラインカーソルの位置を In 点として配置されます。

その他の方法

貼り付けたいトラックを右クリックし、〈貼り付け〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈貼り付け〉→〈カーソル〉をクリッ
クします。
貼り付けるトラックの任意のクリップを右クリックし、〈貼り付け〉→〈カー
ソル〉をクリックします。

POINT 貼り付ける位置にクリップが配置されている場合は、タイムライ
ンカーソルの位置で分割され、貼り付けたクリップが上書き、ま
たは挿入されます。

•

クリップの In点、Out 点に貼り付け 
特定のクリップの In 点（前）または Out 点（後ろ）に他のクリップを挿入する
ことができます。
白色のクリップのOut 点に他のクリップを貼り付ける場合

1 	 クリップを選び、［クリップボードにコピー］をクリックする
［クリップボードに切り取り］、［リップル切り取り］をクリックしても貼り付け
は可能です。

2 	 貼り付けの基準とするクリップをクリックする

•
•

•

例
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3 	 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈貼り付け〉→〈クリップの In 点〉
または〈クリップのOut 点〉をクリックする

クリップの In 点 選んだクリップの In 点（前）に挿入します。

クリップのOut 点 選んだクリップの Out 点（後ろ）に挿入します。

その他の方法

貼り付けの基準とするクリップを右クリックし、〈貼り付け〉→〈クリップの
In 点〉または〈クリップの Out 点〉をクリックします。

置き換え  [Ctrl] + [R]

コピーや切り取り、リップル切り取りしたクリップを置き換えます。

1 	 置き換え元のクリップを選び、［クリップボードにコピー］をクリックする
［クリップボードに切り取り］、［リップル切り取り］をクリックしても置き換え
は可能です。

2 	 置き換え先のクリップを選び、［置き換え－全て］をクリックする

クリップに適用しているフィルタ、ミキサーもすべて置き換えます。

その他の方法

 ［置き換え - 全て］のリストボタンをクリックし、〈全て〉をクリックします。
置き換え先のクリップを右クリックし、〈置き換え〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈置き換え〉をクリックします。

ご注意 置き換え元のクリップは置き換え先のクリップの In 点を基準に
して長さが自動調整されます。再生速度は変わりません。

•

•

•
•
•



目　

次

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

C
H

A
P

TE
R

付　

録

1
2

3
4

5

��

編	

集

3　クリップの操作

部分置き換え 
フィルタのみ、ミキサーのみなど部分的に置き換えることができます。

1 	 置き換え元のクリップをクリックし、［クリップボードにコピー］をクリッ
クする

［クリップボードに切り取り］、［リップル切り取り］をクリックしても部分置き
換えは可能です。

2 	 置き換え先のクリップを選ぶ

3 	［置き換え－全て］のリストボタンをクリックし、置き換える項目をクリッ
クする

その他の方法

メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈部分置き換え〉→置き換える項目を
クリックします。
置き換え先のクリップを右クリックし、〈部分置き換え〉→置き換える項目を
クリックします。
フィルタを置き換え：[Alt] + [R]
ミキサーを置き換え：[Shift] + [Ctrl] + [R]
クリップを置き換え：[Shift] + [R]
クリップとフィルタを置き換え：[Shift] + [Alt] + [R]

•

•

•
•
•
•
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4 タイムラインの編集

クリップの分割と結合

クリップをタイムラインカーソル位置で分割  [C]

1 	 分割するクリップが配置されているトラックをクリックする

2 	 クリップを分割する位置にタイムラインカーソルを移動させる

3 	［カットポイントの追加］をクリックする

タイムラインカーソルの位置でクリップが分割されます。

その他の方法

 ［カットポイントの追加］のリストボタンをクリックし、〈現在位置－選択ト
ラック〉をクリックします。
カットポイントを追加するクリップを右クリックし、〈カットポイントの追加〉
→〈現在位置－選択トラック〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈カットポイントの追加〉→〈現在位
置－選択トラック〉をクリックします。

•

•

•
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4　タイムラインの編集

POINT  次の操作で、タイムラインカーソルの位置にあるすべてのトラッ
クのクリップを一度に分割できます。

 ［カットポイントの追加］のリストボタンをクリックし、〈現在
位置－すべて〉をクリックする。
 任意のクリップを右クリックし、〈カットポイントの追加〉→〈現
在位置－すべて〉をクリックする。
 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈カットポイントの追加〉
→〈現在位置－すべて〉をクリックする。
 ［Shift］ + ［C］

•









クリップを In点、Out 点で分割  [Alt] + [C]

1 	 分割するクリップが配置されているトラックをクリックする

2 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

3 	［カットポイントの追加］のリストボタンをクリックし、〈In/Out －選択ト
ラック〉をクリックする

その他の方法

 カットポイントを追加するトラックにある任意のクリップを右クリックし、
〈カットポイントの追加〉→〈In/Out －選択トラック〉をクリックします。
分割するクリップが配置されているトラックを選んでメニューバーの〈編集〉
をクリックし、〈カットポイントの追加〉→〈In/Out －選択トラック〉をクリッ
クします。

•

•
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POINT  次の操作で、すべてのトラックのクリップをタイムラインの In
点、Out 点で一度に分割できます。

 ［カットポイントの追加］のリストボタンをクリックし、〈In/
Out －すべて〉をクリックする。
 任意のクリップを右クリックし、〈カットポイントの追加〉→

〈In/Out －すべて〉をクリックする。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈カットポイントの追加〉
→〈In/Out －すべて〉をクリックする。
 ［Shift］ + ［Alt］ + ［C］

•









分割したクリップを結合  [Ctrl] + [Delete]

1 	 結合したい2つのクリップを選ぶ

2 	［カットポイントの追加］のリストボタンをクリックし、〈カットポイントの
削除〉をクリックする

2 つのクリップが結合され、1 つのクリップとして扱えるようになります。

その他の方法

 クリップを右クリックし、〈カットポイントの削除〉をクリックします。
 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈カットポイントの削除〉をクリック
します。

•
•
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4　タイムラインの編集

POINT  同様の操作で、3 つ以上のクリップを結合することもできます。•

ご注意  〈カットポイントの削除〉は、となりあうクリップが同じ素材を
参照している場合のみ可能です。
 クリップの結合時、エフェクト、レイアウト、ラバーバンドの設定
はすべて分割する前の状態に戻ります。ただし、結合前のクリップ
に別々のエフェクト（ビデオフィルタなど）が適用されている場合、
タイムラインの一番左に配置されているクリップのエフェクトが結
合後のクリップに適用され、他のエフェクトは削除されます。

•

•
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クリップの削除

クリップを削除  [Delete]

1 	 クリップを選び、［削除］をクリックする

選んだクリップが削除されます。
ボタンやショートカットによる削除の編集結果は、編集モードによって異なります。
参 照   同期モード▶ P61

その他の方法

 ［削除］のリストボタンをクリックし、〈削除〉をクリックします。
削除するクリップを右クリックし、〈削除〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈削除〉をクリックします。

ギャップ（空き部分）を削除 
クリップ間のスペースを削除して、後ろのクリップを詰めます。

1 	 削除したいギャップを右クリックし、〈ギャップを削除〉をクリックする

•
•
•
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4　タイムラインの編集

ギャップが削除され、後ろのクリップが前のクリップと連結します。

その他の方法

 削除したいギャップの後ろのクリップを選び、［削除］のリストボタンをクリッ
クし、〈ギャップを削除〉をクリックします。
 削除したいギャップの後ろのクリップを選び、キーボードの［Shift］＋［Alt］
＋［S］か［Backspace］を押します。
削除したいギャップの後ろのクリップを選び、メニューバーの〈編集〉→〈ギャッ
プを削除〉→〈選択クリップ〉をクリックします。
削除したいギャップの位置にタイムラインカーソルを移動し、トラックを選択
してメニューバーの〈編集〉→〈ギャップを削除〉→〈現在位置〉をクリック
します。

削除したいギャップの後ろのクリップを複数選んだあとで上記の操作を行
うと、複数のギャップを一度に削除することができます。

POINT  同期モードをオンに設定している場合、ギャップの削除による
詰めは連動するトラックを含めた最小の長さになります。他のト
ラックに全く隙間がない場合は、リップル削除はされません。
	 同期モードをオンに設定している状態でAのギャップを削除する場合

A
B

 A のギャップ削除は B のギャップの長さにとどまります。

•

例

•

•

•

•

※
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タイムラインの In-Out 点間を削除  [D]

1 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

2 	［削除］のリストボタンをクリックし、〈In/Out間を削除〉をクリックする

In-Out 点間のすべてのクリップが削除されます。

その他の方法

タイムスケールを右クリックし、〈In/Out 間を削除〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈In/Out 間を削除〉をクリックします。
トラックを右クリックし、〈In/Out 間を削除〉をクリックします。

POINT In 点のみ設定した場合は In 点以降、Out 点のみ設定した場合は
タイムラインの最初から Out 点までを削除します。

•

•
•
•
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4　タイムラインの編集

ビデオ／オーディオクリップのみ削除  [Alt] + [V] / [Alt] + [A]

オーディオ付きビデオクリップのビデオ部分またはオーディオ部分のみを削除します。

1 	 クリップを選ぶ

2 	［削除］のリストボタンをクリックし、〈ビデオクリップを削除〉または〈オー
ディオクリップを削除〉をクリックする

ビデオクリップ削除の場合

その他の方法

クリップを右クリックし、〈部分削除〉→〈ビデオクリップを削除〉または〈オー
ディオクリップを削除〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈部分削除〉→〈ビデオクリップを削除〉
または〈オーディオクリップを削除〉をクリックします。
クリップのリンクを解除し、ビデオクリップまたはオーディオクリップのみを
選んで［削除］をクリックします。
参 照 	リンク解除▶ P83
クリップをドラッグして一度 A トラック（V トラック）に配置すると、ビデ
オ部分（オーディオ部分）が無効になります。

クリップをリップル削除  [Alt] + [Delete]

クリップを削除し、空いた部分を前に詰めます。

1 	 クリップを選び、［リップル削除］をクリックする

クリップが削除され、後ろのクリップが連動して前に移動します。
同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリップも連動し
ます。
参 照  同期モード▶ P61

例

•

•

•

•
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その他の方法

 ［削除］のリストボタンをクリックし、〈リップル削除〉をクリックします。
クリップを右クリックし、〈リップル削除〉をクリックします。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈リップル削除〉をクリックします。

POINT  ［リップル削除］は、リップルモードの設定にかかわらず機能し
ます。

•

タイムラインの In-Out 点間をリップル削除  [Alt] + [D]

タイムラインの In-Out 点間のクリップをリップル削除します。

1 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

2 	［削除］のリストボタンをクリックし、〈In/Out 間をリップル削除〉をクリッ
クする

In-Out 点間のすべてのクリップが削除され、後ろのクリップが連動して前に移
動します。

その他の方法

 タイムスケールを右クリックし、〈In/Out 間をリップル削除〉をクリックします。
 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈In/Out 間をリップル削除〉をクリッ
クします。
トラックを右クリックし、〈In/Out 間をリップル削除〉をクリックします。

•
•
•

•
•

•
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4　タイムラインの編集

POINT  In 点のみ設定した場合は In 点以降、Out 点のみ設定した場合は
タイムラインの最初から Out 点までをリップル削除します。

•

ビデオ／オーディオクリップのみリップル削除 
オーディオ付きビデオクリップのビデオ部分またはオーディオ部分のみをリップ
ル削除します。

1 	 クリップを選ぶ

2 	［削除］のリストボタンをクリックし、〈ビデオクリップをリップル削除〉ま
たは〈オーディオクリップをリップル削除〉をクリックする

ビデオクリップまたはオーディオクリップのみが削除され、後ろのクリップが連
動して前に移動します。
同期モードをオンに設定している場合には、異なるトラックのクリップも連動し
ます。
参 照  同期モード▶ P61

その他の方法

 クリップを右クリックし、〈部分削除〉→〈ビデオクリップをリップル削除〉
または〈オーディオクリップをリップル削除〉をクリックします。
クリップを選んでメニューバーの〈編集〉をクリックし、〈部分削除〉→〈ビ
デオクリップをリップル削除〉または〈オーディオクリップをリップル削除〉
をクリックします。

•

•
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速度の変更

クリップ全体の速度変更  [Alt] + [E]

クリップの再生速度を変えることができます。

1 	 クリップを右クリックし、〈速度〉をクリックする

〈Clip Speed〉ダイアログが表示されます。

Rate
元の速度に対する比率を入力し、クリップの再生速度を
設定します。マイナスの値を入力すると、逆再生するこ
とができます。〈Duration〉と同期しています。

Duration クリップの再生時間を入力します。〈Rate〉と同期して
います。

処理オプション

スローモーション時のちらつきの対処を設定します。速
度を落とした場合に走査線の関係で映像がちらついたり
する場合は、〈速度が 100%未満時にインターレースを
解除〉を選びます。

最近傍法で補間
する

スローモーション時に、同じフレームを連続させること
でクリップの長さを補います。

2 	〈Rate〉または〈Duration〉で、速度を設定する
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4　タイムラインの編集

3 	〈処理オプション〉のいずれかを選び、［OK］をクリックする

その他の方法

メニューバーの〈クリップ〉をクリックし、〈速度〉をクリックします。

ご注意  VA トラックにあるスプリットトリムしたクリップは、再生速度
を変更することができません。
参 照  スプリットトリム▶ P129

•

部分的な速度変更【タイムリマップ】  [Shift] + [Alt] + [E]

クリップの特定のフレームをタイムラインの別の時点に再配置します。残りのフ
レームが自動的に補間され、結果的にそのフレームの前後の速度が変更されます。
クリップの In 点、Out 点のフレーム、全体の長さは変わりません。

1 	 クリップを右クリックし、〈タイムリマップ〉をクリックする

〈Time Remap〉ダイアログが表示されます。

2 	 タイムラインカーソルをドラッグし、キーを追加する位置で［キーの追加］
をクリックする

キー設定領域にキーが追加されます。

•
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3 	 キーの上にマウスカーソルを合わせ、左右にドラッグする

クリップのフレームも左右にドラッグできます。

4 	［再生］または［ループ再生］をクリックし、映像を確認する

Recorder に映像が表示されます。
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4　タイムラインの編集

POINT  〈Time Remap〉ダイアログを右クリックし、〈タイムライン時間
を表示〉をクリックしてチェックをはずすと、クリップの先頭フ
レームを［00:00:00;00］に変更することができます。
 〈Time Remap〉ダイアログを右クリックし、〈情報の表示〉をク
リックしてチェックをはずすと、クリップの先頭と末尾に表示さ
れているサムネイルとタイムコードを非表示に切り替えることが
できます。
 〈Time Remap〉ダイアログを右クリックし、〈オリジナルのソー
ス時間を表示〉をクリックしてチェックをはずすと、クリップの
In 点を［00:00:00;00］としたタイムコードが表示されます。
キーを追加していないクリップでも、先頭と末尾に 1 つずつキー
が設定されています。
クリップに通常の再生速度を維持したい範囲がある場合は、その
部分を［カットポイントの追加］で別クリップにし、速度変更し
たい部分のクリップだけにタイムリマップを適用します。
クリップの先頭または末尾に止めを設定したい場合は、〈キー設
定領域〉に最初から設定されている先頭、末尾のキーを、止めを
維持したい場所までドラッグします。先頭、末尾からその時点ま
で先頭、末尾のフレームを固定表示し、他の区間の速度は速くな
ります。

•

•

•

•

•

•
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レイアウトの調整

レイアウト（クロップ）  [F7]

映像の不要な部分を切り取ったり（クロップ）、表示させる位置や倍率を変更し
たり（レイアウト）することができます。

POINT  タイトルクリップ中のテキスト・オブジェクトのレイアウト設定
もできます。
参 照  レイアウトの設定▶リファレンスマニュアル 8 章「4 タイト

ル位置の調整」

•

1 	 ビデオ部分を含むクリップを選び、〈Information〉パレットの〈ビデオレ
イアウト〉をダブルクリックする

参 照〈Information〉パレットの表示／非表示▶リファレンスマニュアル 7 章「3 
エフェクトの操作」

〈ビデオレイアウト〉ダイアログが表示されます。

その他の方法

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈レイアウト〉をクリックします。
 タイムラインの V/VA クリップのビデオ部分を右クリックし、〈レイアウト〉
をクリックします。

•
•
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4　タイムラインの編集

	〈ビデオレイアウト〉ダイアログ

(1)

(3)

(2)

(4)
(5)

(1)

(3)

(2)

(4)

(7)(7)

(9)(9)

(11)(11)
(12)(12)

(10)(10)

(8)(8)

(5)
(6)(6)

(1) クロッププレビュー

クロップする範囲を表示します。点線で囲まれた部分
がクロップ後の表示部分になり、8 箇所の操作ハンド
ルをドラッグして、範囲を指定できます。
アンカーをドラッグして位置を指定することができま
す。アンカーについては (4) アンカー、(5) 位置を参照
してください。

(2) レイアウトプレビュー

クロップされた表示範囲をドラッグしてレイアウトで
きます。8 箇所の操作ハンドルをドラッグすると、拡
大／縮小されます。

❖
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(3) 素材クロップ

クロップする範囲を数値入力で指定します。元のクリッ
プの幅および高さを 100%として、上下左右それぞれの
部分について切り取る割合を入力します。数値を入力
すると、切り取られるピクセル数が表示されます。
左
クリップの元の幅を 100%として、左側からクロップす
る範囲をパーセントで入力します。
上
クリップの元の高さを 100%として、上側からクロップ
する範囲をパーセントで入力します。
右
クリップの元の幅を 100%として、右側からクロップす
る範囲をパーセントで入力します。
下
クリップの元の高さを 100%として、下側からクロップ
する範囲をパーセントで入力します。

(4) アンカー

映像の基準位置を設定します。クロップする前の映像
の中央を x ＝ 0%、y ＝ 0%とし、x 軸方向に－ 50 ～
50%、y 軸方向に 50 ～－ 50%の範囲から入力します。
数値を入力すると中央から移動した分のピクセル数が
表示されます。
クロップ変更時に自動補正する
チェックを入れると、クロップする量に応じてアンカー
位置も変更されます。チェックをはずすとクロップ値
を変更してもアンカーは動きません。
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4　タイムラインの編集

(5) 位置

クロップした表示範囲のレイアウト位置を、数値入力
で指定したり、セーフエリアに合わせたりして設定で
きます。
x、y
アンカーで設定した基準位置をどこに配置するかを数
値入力で指定できます。フレーム中央を x ＝ 0%、y ＝
0%とし、x 軸方向に－ 500 ～ 500%、y 軸方向に 500 ～
－ 500%の範囲から入力します。
エリア選択
位置フィットボタンでフィットさせるエリアをリスト
から選びます。

(1)

(2)

(3)

(1)	Underscan	Area
映像のすべてが表示されるエリアです。PC のモニタな
どではこのエリアまで表示されます。
(2)	Overscan	Area
テレビで表示されるエリアです。
(3)	Titlesafe	Area
どんなテレビで表示させても、確実に表示できるエリ
アです。
位置フィットボタン
クロップされた表示範囲の左上、上端、右上、左端、中央、
右端、左下、下端、右下のポイントを、〈エリア選択〉
で選んだガイドのそれぞれの位置に合わせて配置しま
す。アンカーもフィットさせる位置に変更されます。
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(6) 伸縮

クロップした表示範囲の倍率を、数値入力で指定した
り、画面の縦／横に合わせたりして設定できます。
x、y
クロップした表示範囲の大きさを 100%として、倍率を
入力します。
伸縮フィットボタン
クロップした表示範囲が、画面の縦および横にフィッ
トするように拡大・縮小します。 をクリックすると、
全体が表示できる最大の大きさになります。
フレームアスペクトを保持する
チェックを入れると、元画像の縦横比を維持したまま
拡大・縮小を行います。
ピクセルアスペクトを無視する
ピクセルアスペクトと無関係にピクセル等倍のマッピ
ングをします。

(7) 塗りつぶし

クロップした表示範囲外に色と透明度を指定できます。
カラーボックスをクリックすると、〈色の設定〉ダイア
ログが表示されます。右側の入力欄に透明度 0（透明）
～ 100（不透明）を入力して設定します。

(8) プリセット

保存したプリセットを、リストから選んで設定できま
す。〈デフォルト〉は〈デフォルトとして保存〉で保
存された設定です。変更前の〈デフォルト〉の設定は、
素材をクロップしないでアスペクト比を保持したまま
全体を表示するレイアウトです。
プリセットとして保存
現在の設定内容をプリセットとして保存できます。プ
リセット名を入力して［OK］をクリックします。
削除

〈プリセット〉のリストから削除するプリセットを選ん
で［削除］をクリックすると、プリセットが削除されます。
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4　タイムラインの編集

(9) キーフレーム設定ボタン

キーフレームの追加や削除、再生などを行うボタンで
す。キーフレーム設定を行うときは、まず〈キーフレー
ム有効〉にチェックを入れてください。

：
キーフレームタイムラインカーソルの位置に、キーフ
レームを追加します。

：
キーフレームを削除します。

／ ：
前／次のキーフレームに移動します。

：
キーフレームタイムラインカーソルの位置にキーフ
レームを追加し、デフォルトとして保存されているレ
イアウトに設定します。

／ ：
タイムラインを再生して動きを確認できます。再生中
は［停止］になります。

(10) キーフレーム用タイムライン

キーフレームタイムラインカーソル位置でクロップや
レイアウトの設定を行うと、自動的にキーフレームが
追加されます。また、〈ビデオレイアウト〉以下のタイ
ムラインは、クロップ・位置・伸縮の項目について上
下または左右方向の動きを表示し、［拡張］をクリック
すると、それぞれの動きについて各キーフレーム間の
補間方法を詳細に設定することもできます。

(C)(C)

(B)(B)
(A)(A)

(A) キーフレーム
追加したキーフレームです。右クリックすると、コピー
や貼り付けができます。
(B) 拡張ボタン
クリックするとキーフレーム間の補間方法について設
定ができます。
(C) 補間曲線（直線）
ポイントを右クリックし、補間方法を〈固定〉、〈直線〉、
〈ベジェ〉から選ぶことができます。〈ベジェ〉を選ん
だ場合はポイントから出ているハンドルをドラッグし
て、曲線を編集することができます。
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(11) キーフレーム有効
チェックを入れると、キーフレームの設定ができます。

(12) デフォルトとして保存
クリックすると、現在の設定内容をプリセットの〈デ
フォルト〉として保存します。

2 	 クロッププレビューを確認しながら、表示範囲を設定する

3 	 レイアウトプレビューを確認しながら、表示位置と倍率を設定する

POINT  変更したレイアウト（クロップ）の設定を、オリジナルエフェク
ト（ユーザープリセットエフェクト）として〈Effect〉パレット
に登録することができます。
参 照〈Effect〉パレットにエフェクトを登録▶リファレンスマニュ

アル 7 章「4 ユーザープリセットエフェクト」

•

画像サイズの調整 
HD のクリップを SD のタイムラインで使用する場合、または SD のクリップを
HD のタイムラインで使用する場合に画像サイズの調整ができます。

1 	 HD（SD）のクリップをSD（HD）のタイムラインに配置する

2 	 ビデオ部分を含むクリップを選び、〈Information〉パレットの〈ビデオレ
イアウト〉をダブルクリックする

参 照〈Information〉パレットの表示／非表示▶リファレンスマニュアル 7 章「3 
エフェクトの操作」

〈ビデオレイアウト〉ダイアログが表示されます。
参 照  〈ビデオレイアウト〉ダイアログ▶ P105

その他の方法

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈レイアウト〉をクリックします。
 タイムラインの V/VA クリップのビデオ部分を右クリックし、〈レイアウト〉
をクリックします。

3 	〈伸縮〉の［W］または［H］をクリックする

•
•
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4　タイムラインの編集

HDのクリップをSDのタイムラインで編集する場合
	［W］をクリックした場合

幅方向が入る最大の大きさに設定します。16：9 の映像の上下に黒い帯が付加さ
れた状態になります。（レターボックス）

	［H］をクリックした場合
高さ方向が入る最大の大きさに設定します。16：9 の映像が 4：3 の画面いっぱ
いに拡大して表示され、両サイドがカットされます。（サイドカット）

▪

▪
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SDのクリップをHDのタイムラインで編集する場合
	［W］をクリックした場合

幅方向が入る最大の大きさに設定します。4：3 の映像が 16：9 の画面いっぱい
に表示され、上下はカットされます。（トップ／ボトムカット）

	［H］をクリックした場合
高さ方向が入る最大の大きさに設定します。4：3 の映像の左右に黒い帯が付加
された状態になります。（サイドパネル）

▪

▪
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4　タイムラインの編集

POINT  〈ビデオレイアウト〉ダイアログのタイムラインプレビューに表
示されている映像を移動または拡大し、表示する範囲を任意に調
整することも可能です。

•

4 	［OK］をクリックする
Recorder で映像を確認します。
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シーケンス
タイムライン上に並べられたクリップのまとまりを「シーケンス」といいます。
シーケンスは、タイムラインで開いて編集することができます。1 つのプロジェ
クトは複数のシーケンスで構成することが可能で、編集したいシーケンスはシー
ケンスタブをクリックして選ぶことができます。ビンには、「TL（タイムライン）
シーケンスクリップ」として登録されています。
あるシーケンスを 1 つのクリップのように別のシーケンスに配置し、編集できる
機能を「ネストシーケンス機能」といいます。
参 照  シーケンス▶リファレンスマニュアル 6 章「6 シーケンス」

シーケンスの新規作成  [Shift] + [Ctrl] + [N]

1 	［新規シーケンス］をクリックする

タイムラインウィンドウに空のシーケンスが作成され、同時にビンにもタイムラ
インシーケンスクリップが登録されます。

シーケンスを選ぶ場合は、シーケンスタブをクリックします。
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4　タイムラインの編集

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈新規作成〉→〈シーケンス〉をクリッ
クします。
ビンのクリップビューの空白部を右クリックし、〈新規シーケンス〉をクリッ
クします。この場合、空のタイムラインシーケンスクリップがビンに登録され
ますが、タイムラインウィンドウには表示されません。
参 照  シーケンスを開いて編集▶リファレンスマニュアル 6 章「6 シーケンス」

POINT シーケンスの設定は変更することができます。
参 照  シーケンス設定▶ P115
シーケンスタブをドラッグ＆ドロップして、シーケンスタブの並
び順を入れ替えることができます。
シーケンスタブを右ダブルクリックして、シーケンス名を変更す
ることができます。

•

•

•

シーケンス設定 
〈シーケンス設定〉ダイアログでシーケンスの設定を変更することができます。

1 	［プロジェクトの保存］のリストボタンをクリックし、〈シーケンス設定〉を
クリックする

〈シーケンス設定〉ダイアログが表示されます。

	〈シーケンス設定〉ダイアログ

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(7)

•

•

❖
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(1) シーケンス名 シーケンスの名前を入力します。

(2) TC	PRESET タイムラインの開始タイムコードを設定します。

(3) TC	MODE
プロジェクト設定の〈出力デバイス〉で NTSC を選ん
でいる場合、タイムコードをドロップフレーム表示に
するか、ノンドロップフレーム表示にするかを選びます。

(4) 予定全長
シーケンスのタイムラインの予定全長を数値入力で設
定します。設定すると、予定全長を超えた部分のタイ
ムラインの色が変わります。

(5) パンモード

トラックパネルの［オーディオチャンネル］を〈モノラ
ルチャンネル〉に設定した場合のパンモードを設定します。
標準
パンのオーディオラバーバンドが上方（L100%、R0%）
または下方（R100%、L0%）に表示され、音声は L/R
の片方から出力されます。
EDIUS	Pro3互換
パンのオーディオラバーバンドがセンター（L/R100%）
に 表 示 さ れ、 音 声 が L/R で 均 等 に 出 力 さ れ ま す。
EDIUS Pro3 以前の EDIUS を使用していた場合は、こ
ちらを選ぶと従来の仕様に準じた動作になります。

(6) カラースペース変換

標準
規格によって異なるカラースペースを自動判別し、適
切な色に変換処理できます。
EDIUS	Pro3互換
規格が混在する場合でも、素材そのものが持つカラー
スペースで処理します。EDIUS Pro3 以前の EDIUS を
使用していた場合は、こちらを選ぶと従来の仕様に準
じた動作になります。

(7) チャンネルマップ 各トラックのオーディオ出力チャンネルを設定します。

その他の方法

 メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈シーケンス設定〉をクリックします。
 シーケンスタブを右クリックし、〈シーケンス設定〉をクリックします。
 ビンのシーケンスクリップを右クリックし、〈シーケンス設定〉をクリックします。

2 	 設定を変更し、［OK］をクリックする

•
•
•
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4　タイムラインの編集

タイムラインのクリップをシーケンスとしてビンに登録 
タイムラインに配置している In-Out 点間のクリップをビンに登録することがで
きます。クリップを選び、タイムラインシーケンスクリップとして登録すること
もできます。

1 	 タイムラインに In 点、Out 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74
タイムライン上のクリップをタイムラインシーケンスクリップとしてビンに登録
する場合は、クリップを選びます。

2 	 クリップを右クリックし、〈シーケンスとしてBin に追加〉→〈In/Out 間〉
または〈選択クリップ〉をクリックする

〈In/Out 間〉をクリックしたときは In 点と Out 点の範囲が、〈選択クリップ〉を
クリックしたときは選んだクリップが、タイムラインシーケンスクリップとして
ビンに登録されます。

その他の方法

 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈シーケンスとして Bin に追加〉→
〈In/Out 間〉または〈選択クリップ〉をクリックします。

POINT  タイムラインの In-Out 点間のビデオクリップをシーケンスに変
換し、トラックに配置できます。タイムラインに In 点、Out 点を
設定したあと、メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈In/Out
間をシーケンスに変換〉をクリックします。In-Out 点間のクリッ
プがシーケンスとしてトラックに配置され、同時にビンにもタイ
ムラインシーケンスクリップが登録されます。トラックに配置す
るスペースがない場合は、新たに V トラックが追加されます。
 次の操作で、タイムラインウィンドウでアクティブになっている
シーケンスをタイムラインシーケンスクリップとしてビンに登録
できます。

シーケンスタブを右クリックし、〈Bin に追加〉をクリックする。
メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈シーケンスとして Bin
に追加〉→〈すべて〉をクリックする。

•

•




•
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シーケンスを別のシーケンスに配置【ネストシーケンス】	
タイムラインシーケンスクリップを別のタイムラインシーケンス上に配置するこ
とができます。

1 	 タイムラインシーケンスクリップを配置するトラックをクリックする

2 	 クリップを配置する位置にタイムラインカーソルを移動させる

3 	 ビンからタイムラインシーケンスクリップを選び、［Timeline に貼り付け］
をクリックする

ビンのタイムラインシーケンスクリップ（灰色）が別のシーケンス上に配置されます。

その他の方法

ビンのタイムラインシーケンスクリップをドラッグ＆ドロップでタイムライン
に配置します。
ビンのタイムラインシーケンスクリップを右クリックし、〈Timeline に貼り付
け〉をクリックします。
タイムラインシーケンスクリップを Player で再生し、［Timeline に挿入で追加］
または［Timeline に上書きで追加］をクリックします。
Player で表示しているクリップをタイムラインに追加：［E］

•

•

•

•
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4　タイムラインの編集

トリミング
タイムライン上でクリップの長さや使用する範囲を調整します。
トリムウィンドウに切り替えて編集すると、操作ボタンをクリックして 1 フレー
ムまたは 10 フレーム単位で微調整したり、トリミングの種類に応じてカットポ
イントを選んだりすることができます。また、プレビューウィンドウ上でマウス
をドラッグしたり、タイムコードを入力してトリミングを行うことも可能です。

トリムモードに切り替え  [F6]

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈トリム〉をクリックする

プレビューウィンドウが、通常モードからトリムモードに切り替わります。

その他の方法

クリップの In 点または Out 点をダブルクリックします。
クリップを右クリックし、〈トリム〉をクリックします。

POINT 次の操作で、トリムモードから通常モードに切り替えることがで
きます。

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈トリム〉をクリッ
クする。
 トリムモードの画面右下にある［×］をクリックする。
 再度キーボードの［F6］を押す。
 通常モードへの切り替え：［F5］

•







•
•
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トリムウィンドウについて

(3)

(1)

(2)

(4) (5) (6)(7) (8)(9) (10)(11)(12) (13)(14)(15) (16)(17) (18)

(1) プレビューウィンドウ トリミング操作によって、1 画面／ 2 画面／
4 画面に切り替わります。

(2) タイムコード
編集対象のクリップの In 点、Out 点などの
タイムコードを表示します。数値を入力して
トリミング位置を変更することもできます。

(3) 前のフレーム 1フレーム前に移動することができます。［←］

(4) 再生 タイムラインを正方向に再生します。再生中にク
リックした場合、一時停止します。 ［Enter］

(5) 次のフレーム 1フレーム後に移動することができます。［→］

(6) 前の編集点に移動

現在のカットポイント位置の左側にある編集
点（カットポイント）に、フォーカスとタイ
ムラインカーソルが移動します。カットポイ
ントが選ばれていない場合は、タイムライン
カーソル位置の左側にある選択トラックの編
集点にフォーカスとタイムラインカーソルが
移動します。 ［Page up］

(7) －10フレームトリム －10 フレーム単位でトリミング位置を調整す
ることができます。 ［Shift］ + ［,］

(8) －1フレームトリム －1 フレーム単位でトリミング位置を調整す
ることができます。 ［,］

(9) カットポイントの周辺を再生

フォーカスしているカットポイントの周辺を
繰り返し再生します。再度クリックすると停
止します。 ［/］

(10) ＋1フレームトリム ＋1 フレーム単位でトリミング位置を調整す
ることができます。 ［.］
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4　タイムラインの編集

(11) ＋10フレームトリム ＋10 フレーム単位でトリミング位置を調整
することができます。 ［Shift］ + ［.］

(12) 次の編集点に移動

現在のカットポイント位置の右側にある編集
点（カットポイント）に、フォーカスとタイム
ラインカーソルが移動します。カットポイン
トが選ばれていない場合は、タイムラインカー
ソル位置の右側にある選択トラックの編集点
にフォーカスとタイムラインカーソルが移動
します。 ［Page down］

(13) トリム－ In 点選択 選択トラックのタイムラインカーソルに最も
近いクリップの In 点を選びます。

(14) トリム－Out 点選択 選択トラックのタイムラインカーソルに最も
近いクリップの Out 点を選びます。

(15) トリム－スライド選択
選択トラックのタイムラインカーソルに最も
近いカットポイントをスライドトリムできる
状態で選びます。

(16) トリム－スリップ選択
選択トラックのタイムラインカーソル上にあ
るクリップのカットポイントをスリップトリ
ムできる状態で選びます。

(17) トリム－ローリング選択
選択トラックのタイムラインカーソル上にあ
るクリップのカットポイントをローリングト
リムできる状態で選びます。

(18) 通常 トリムモードを通常モードへ切り替えます。
［F5］

操作ボタンによっては、トリミングが無効な状態でカットポイントが選ばれ
ている場合や、選択トラック上に移動できるカットポイントがない場合は無
効となる場合があります。

POINT キーボードの［F6］を押すと、トリムモードと通常モードを切り
替えることができます。

•

※
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トリミングの操作方法 
クリップを直接ドラッグしてトリミングします。このほかに、ショートカットを
使用したり、タイムコードを直接入力してトリミングする方法などがあります。
トリムウィンドウのボタンを使用し、トリミングの種類に合ったカットポイント
を選んだり、1 フレームまたは 10 フレーム単位で微調整することができます。

1 	 クリップの In 点またはOut 点をクリックする
カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
黄色は選んでいる状態を表します。
トリムウィンドウの［トリム］の各ボタンをクリックすると、トリミングの種類
に応じてカットポイントを選ぶことができます。
クリップのOut 点をクリックした場合

となり合うクリップの In 点と Out 点を一度に選ぶには、クリップの境界をクリッ
クします。

POINT  選んだカットポイントの組み合わせやトリミングの種類などによ
りトリムできない場合、カットポイントは赤色になります。

•

2 	 クリップの In 点またはOut 点にマウスカーソルを合わせて、形状が変わっ
たら左右にドラッグする

トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックすると、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整します。
リップルモードをオンに設定すると、同じトラックの後ろのクリップが連動しま
す。同期モードも合わせてオンに設定すると、すべてのトラックのクリップが連
動します。

例
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4　タイムラインの編集

その他の方法

クリップが配置されているトラックをクリックし、タイムラインカーソルをト
リミングする位置まで移動させたあと、次のショートカットを押します。

クリップの In 側をトリミング：[N]
クリップの Out 側をトリミング：[M]

	クリップのOut 側を［M］でトリミングした場合（リップルモードオフ設
定時）

POINT トランジションも同様にトリミングできます。
あらかじめクリップを配置する位置にタイムラインカーソルを合
わせておくと、より正確に配置することができます。
トリミング中は、クリップのカットポイントの画像を表示する
ことができます。In 点の画像は Recorder に、Out 点の画像は
Player に表示されます。トリミングの種類によっては、Player/
Recorder に 2 画面ずつ、計 4 画面で表示されます。
シングルモード時は、Recorder にカットポイントの画像が 2 画
面で表示されます。
後ろのクリップをまとめて一度に移動できます。
参 照  選択クリップ以降のクリップの移動▶ P81
クリップを選んでキーボードの［Alt］＋［U］を押すと、〈デュレー
ション〉ダイアログが表示され、クリップの再生速度を変えずに
再生する範囲を調整することができます。クリップの In 点の位
置は変わらず、Out 点側がトリミングされます。

トリミングの編集結果は、挿入／上書きモードの設定により異な
ります。
参 照  挿入／上書きモード▶ P60

•
•

•

•

•

•

•

•
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プレビューウィンドウ上でトリミング 
プレビューウィンドウ上でマウスをドラッグしてトリミングができます。

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈トリム〉をクリックする

プレビューウィンドウが、通常モードからトリムモードに切り替わります。

2 	 クリップの In 点またはOut 点をクリックする
カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
トリムウィンドウの［トリム］の各ボタンをクリックすると、トリミングの種類
に応じてカットポイントを選ぶことができます。
In 点、Out 点の選びかたによって、トリミングの種類が変わります。

3 	 プレビューウィンドウにマウスカーソルを合わせ、形状が変わったら左右に
ドラッグする

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整し
ます。

In 点トリム、Out 点トリム、スライドトリムの場合
カットポイントのフレームが、プレビューウィンドウの左側（Out 点）と右側（In
点）に 1 画面ずつ表示されます。
ドラッグの開始位置（A、B、C）によって、トリミングの種類が変わります。

A：Out 点トリム

B：スライドトリム

C：In 点トリム
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4　タイムラインの編集

スライドトリムの場合

A B C

POINT  手順 1 のあと、プレビューウィンドウをクリックすると、クリッ
クした位置（A、B、C）に応じて選択トラックのタイムラインカー
ソルに最も近いカットポイントを選ぶことができます。

•

スリップトリム、ローリングトリムの場合
カットポイントのフレームが、プレビュー画面の左側と右側に 2 画面ずつ表示さ
れます。
左側には、対象となるクリップの前のクリップの Out 点フレームと対象となる
クリップの In 点フレームが、左から順に表示されます。右側には、対象となる
クリップの Out 点フレームと対象となるクリップの後ろのクリップの In 点フ
レームが左から順に表示されます。

スリップトリム

ローリングトリム

	スリップトリムの場合

例

例
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数値入力でトリミング 
In 点、Out 点などのタイムコードを入力してクリップをトリミングすることが
できます。

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈トリム〉をクリックする

プレビューウィンドウが、通常モードからトリムモードに切り替わります。

2 	 クリップの In 点またはOut 点をクリックする
カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
トリムウィンドウの［トリム］の各ボタンをクリックすると、トリミングの種類
に応じてカットポイントを選ぶことができます。
In 点、Out 点の選びかたによって、トリミングの種類が変わります。

3 	 タイムコードを入力する
トリムウィンドウ下部のタイムコードにマウスカーソルを合わせると、マウス
カーソルの形状が変わります。その状態でクリックするとタイムコードの下に青
色のラインが表示され、数値が入力できるようになります。
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4　タイムラインの編集

トリムウィンドウのタイムコード

(6) (4) (2) (1) (3) (5) (7)(6) (4) (2) (1) (3) (5) (7)

上段がシーケンスのタイムラインコード、下段が素材のタイムラインコードです。
どちらでも数値入力でトリミングすることができます。
(1)フォーカスしたカットポイントから移動したフレーム数
(2)フォーカスしたカットポイント（クリップのOut 点）のタイムラインタイムコード
(3)フォーカスしたカットポイント（クリップのIn 点）のタイムラインタイムコード
(4)トリミング対象のクリップの長さ（Out 点側のクリップ）
(5)トリミング対象のクリップの長さ（In 点側のクリップ）
(6)タイムラインカーソルのタイムラインタイムコード
(7)トリミング対象のトランジション／オーディオクロスフェードの長さ

プレビューウィンドウのサイズによって、表示される項目が異なる場合があ
ります。

スライドトリムの場合

(4)

(4) (5)

(1)

(5)(4)

(4) (5)

(2) (3)

(3)(2)

(1)

(5)

4 	 キーボードの［Enter］を押す
プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整します。

※

例
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リップルトリム 
クリップの伸縮に合わせて、となり合うクリップも移動します。

1 	［リップルモードの設定］をクリックする
クリックするたびにオン／オフが切り替わります。
オンに設定している場合はボタンアイコンが表示され、オフの場合はアイコンに
斜線が入ります。

2 	 クリップの In 点またはOut 点をクリックする
カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
トリムウィンドウの［トリム－ In 点選択］または［トリム－ Out 点選択］をクリッ
クしても、カットポイントを選ぶことができます。

3 	 クリップの In 点、Out 点にマウスカーソルを合わせ、形状が変わったら左
右にドラッグする

クリップの伸縮に合わせ、後ろのクリップも連動します。同期モードも合わせて
オンに設定している場合、すべてのトラックのクリップが連動します。
トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックすると、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。
クリップのOut 側をトリミングする場合（挿入モード）例
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4　タイムラインの編集

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整しま
す。リップルモードをオンに設定すると、同じトラックの後ろのクリップが連動
します。同期モードも合わせてオンに設定すると、すべてのトラックのクリップ
が連動します。

その他の方法

クリップが配置されているトラックをクリックし、タイムラインカーソルをト
リミングする位置まで移動させたあと、次のショートカットを押します。リッ
プルモードをオンに設定していなくても、リップルトリムが可能です。

リップルトリム（クリップの In 側）：[Alt] + [N]
リップルトリム（クリップの Out 側）：[Alt] + [M]

クリップのOut 側をリップルトリム（［Alt］＋［M］）でトリミングした場合

スプリットトリム 
オーディオ付きビデオクリップのビデオ部分、またはオーディオ部分のみをトリ
ミングできます。

1 	 クリップのビデオ部分、またはオーディオ部分の In 点またはOut 点を、キー
ボードの［Alt］を押しながらクリックする

カットポイントが黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
となり合うクリップの境界を選ぶには、キーボードの［Alt］を押しながらそれ
ぞれの In 点、Out 点をクリックします。

2 	 クリップの In 点またはOut 点にマウスカーソルを合わせ、形状が変わった
ら左右にドラッグする

ビデオ部分、またはオーディオ部分のみがトリミングされます。
トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックすると、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。

•



例
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オーディオ付きビデオクリップのOut 側をトリミングする場合（ビデオ部分）

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整します。

その他の方法

クリップのビデオ部分、またはオーディオ部分のIn点またはOut点を、キーボー
ドの［Alt］を押しながらクリックします。タイムラインカーソルをトリミン
グする位置まで移動させたあと、次のショートカットを押します。

スプリットトリム（クリップの In 側）：[Shift] + [N]
スプリットトリム（クリップの Out 側）：[Shift] + [M]
スプリットリップルトリム（クリップの In 側）：[Shift] + [Alt] + [N]
スプリットリップルトリム（クリップの Out 側）：[Shift] + [Alt] + [M]
スプリットスライドトリム（クリップのIn側）：[Shift] + [Ctrl] + [Alt] + [N]
スプリットスライドトリム（クリップのOut側）：[Shift] + [Ctrl] + [Alt] + [M]

クリップのOut 側をスプリットトリム（［Shift］+［M］）でトリミングした場合

POINT リップルモードがオンの場合、トリミングするクリップの次に配
置してあるクリップとのギャップがないとトリミングできません。
また、ギャップがトリミングするクリップの長さよりも短い場合、
そのギャップ分だけトリミングすることができます。

•

例

•







例
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4　タイムラインの編集

スライドトリム 
となり合うクリップの開始位置と終了位置を前後にシフトします。前後のクリッ
プの合計時間は変わりません。

1 	 クリップの境界をクリックする
境界のカットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になり
ます。
トリムウィンドウの［トリム－スライド選択］をクリックしても、スライドトリ
ムができる状態でカットポイントを選ぶことができます。

2 	 クリップの境界にマウスカーソルを合わせ、形状が変わったら左右にドラッ
グする

クリップの境界が左右に移動します。となり合うクリップを合計した長さは変わ
りません。
トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックすると、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整します。



1�� Chapter 3　編 集

その他の方法

クリップが配置されているトラックをクリックし、タイムラインカーソルをト
リミングする位置まで移動させたあと、次のショートカットを押します。

スライドトリム（クリップの In 側）：[Ctrl] + [Alt] + [N]
スライドトリム（クリップの Out 側）：[Ctrl] + [Alt] + [M]

クリップのOut 側をスライドトリム（［Ctrl］+［Alt］+［M］）でトリミングした場合

POINT トリミングするクリップと隣接するクリップにマージンがない場
合は、トリミングできません。また、トリミングする場合、クリッ
プのマージン分だけトリミングすることができます。

•

スリップトリム 
クリップの長さや位置を変えず、使用する部分を変更することができます。とな
り合うクリップの長さや位置は変わりません。

1 	 キーボードの［Ctrl］を押しながら、トリミングするクリップの In 点と
Out 点の内側をクリックする

カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
トリムウィンドウの［トリム－スリップ選択］をクリックしても、スリップトリ
ムができる状態でカットポイントを選ぶことができます。

•



例
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4　タイムラインの編集

2 	 クリップの In 点またはOut 点にマウスカーソルを合わせ、形状が変わった
ら左右にドラッグする

クリップの長さと位置はそのままで、使用する部分が変わります。
トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックすると、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整し
ます。

POINT トリミングするクリップと隣接するクリップにマージンがない場
合は、トリミングできません。また、トリミングする場合、クリッ
プのマージン分だけトリミングすることができます。

•

ローリングトリム 
特定のクリップの長さを変えず、前後にあるクリップの開始位置と終了位置をシ
フトさせます。

1 	 キーボードの［Ctrl］を押しながら、トリミングするクリップの両端に接す
るクリップの In 点とOut 点をクリックする

カットポイントが緑色または黄色に変わり、トリミング可能な状態になります。
トリムウィンドウの［トリム－ローリング選択］をクリックしても、ローリング
トリムできる状態でカットポイントを選ぶことができます。
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2 	 クリップの In 点またはOut 点にマウスカーソルを合わせ、形状が変わった
ら左右にドラッグする

ドラッグしているクリップの長さや使用する部分はそのままで位置が変わるため、
となり合うクリップがトリミングされます。
トリムウィンドウの［フレームトリム］をクリックしても、1 フレームまたは 10
フレーム単位で微調整することができます。

プレビューウィンドウに表示される映像を確認しながら、使用する範囲を調整し
ます。

POINT トリミングするクリップと隣接するクリップにマージンがない場
合は、トリミングできません。また、トリミングする場合、クリッ
プのマージン分だけトリミングすることができます。

•
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4　タイムラインの編集

マルチカム
マルチカムモードでは、最大 8 画面まで複数のクリップの映像を同時に再生し、
編集することができます。
参 照  マルチカムモード▶リファレンスマニュアル 6 章「7 マルチカムモード」

マルチカムモードに切り替え  [F8]

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈マルチカム〉をクリックする

プレビューウィンドウが、通常モードからマルチカムモードに切り替わります。
タイムラインウィンドウのトラックパネルに［カメラの割り当て］が表示されます。

POINT タイムラインにクリップを配置している状態でマルチカムモード
に切り替えた場合は、各クリップの In 点、Out 点に自動的にカ
メラ切り替えポイントが設定されます。変更する場合はカメラ切
り替えポイントを上書きしてください。
 次の操作で、マルチカムモードから通常モードに切り替えることができます。

 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈通常〉または〈マ
ルチカム〉をクリックする。
 再度キーボードの［F8］を押す。
 通常モードへの切り替え：［F5］

 マルチカムモードのクリップやトラックに関する操作は通常モー
ドと同様ですが、ショートカットキーは通常モードとは異なります。

•

•





•
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同期ポイントを設定してクリップを配置 
マルチカムモードで複数のクリップを配置する際の基準となる同期ポイントを選
び、クリップを配置します。

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし〈同期ポイント〉→設定したい同期
ポイントをクリックする

2 	 V/VAトラックを選ぶ
クリップを配置するトラックを選びます。手順 1 で〈非同期〉を選んだ場合は、
選んだトラックにクリップが配置されますが、その他の同期ポイントを選んだ場
合は、選んだトラックより上にクリップが配置されます。トラックに配置するス
ペースがない場合は、新たにトラックが追加されます。

3 	 ビンから複数のクリップを選び、［Timeline に貼り付け］をクリックする
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4　タイムラインの編集

手順 1で選んだ同期ポイントにしたがって、クリップが配置されます。
各クリップの In 点、Out 点には自動的にカメラ切り替えポイントが設定されます。
変更する場合は、カメラ切り替えポイントを上書きしてください。
Recorder には、タイムラインに配置したクリップがマルチカメラ画面で表示さ
れます。
 3 画面表示の場合

(1)

(2)

(1)

(2)

(1) マスター（選択カメラ）の映像
(2) カメラが割り当てられている各トラックの映像

再生中のカメラ切り替えポイントの設定	

1   再生を開始する位置にタイムラインカーソルを移動する

2   最初に有効にするクリップのRecorder のカメラ映像をクリックする

例
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3   Recorder の［再生］をクリックする

4   映像を切り替える位置で有効にするクリップのRecorder のカメラ映像を
クリックする

タイムラインカーソルの位置にカメラ切り替えポイントが設定されます。再生が
停止すると、カメラ切り替えポイント上のクリップにカットポイントが追加され
ます。

POINT 	1 つ目のカメラ切り替えポイントを追加してから、再生を停止し
た位置までに存在するカメラ切り替えポイントは、上書きされる
ため削除されます。
	再生中にカメラ切り替えポイントを設定する場合、通過したカメ
ラ切り替えポイントを削除しないように設定することができます。
	メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈カメラ切り替えポ
イントの上書き〉をクリックしてチェックをはずす。
	［マルチカム］のリストボタンをクリックし、〈カメラ切り替え
ポイントの上書き〉をクリックしてチェックをはずす。

	クリップに適用しているビデオフィルタを無効に切り替えられます。
	メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈ビデオフィルタの
適用〉をクリックしてチェックをはずす。
	［マルチカム］のリストボタンをクリックし、〈ビデオフィルタ
の適用〉をクリックしてチェックをはずす。

初期設定では［マルチカム］は表示されていません。アプリケー
ション設定で表示させるボタンをカスタマイズできます。
参 照  操作ボタンの設定▶リファレンスマニュアル 2 章「3 画面の

カスタマイズ」

•

•





•




•
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4　タイムラインの編集

採用クリップのみをトラックにコピー 
カメラが割り当てられたトラックから有効なクリップを抽出し、指定したトラッ
クにコピーします。

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈採用クリップをトラックにまと
める〉をクリックする

〈採用クリップをまとめる〉ダイアログが表示されます。

2 	〈出力先トラック選択〉のリストボタンをクリックし、採用クリップをコピー
するトラックを選ぶ

タイムライン上のカメラが割り当てられていない V/VA トラックと、新規の
V/VA トラックから選ぶことができます。

〈In-Out 間のみを反映〉にチェックを入れると、タイムラインの In-Out 点間の採
用クリップをコピーします。
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3 	［OK］をクリックする
指定したトラックに採用クリップがコピーされます。指定した部分にすでに他の
クリップが配置されている場合は、警告メッセージが表示されますので［OK］
をクリックします。

その他の方法

 ［マルチカム］のリストボタンをクリックし、〈採用クリップをトラックにまと
める〉をクリックします。

POINT 初期設定では［マルチカム］は表示されていません。アプリケー
ション設定で表示させるボタンをカスタマイズできます。
参 照  操作ボタンの設定▶リファレンスマニュアル 2 章「3 画面の

カスタマイズ」
カメラ切り替えポイント間に複数の有効なクリップがある場合は、
割り当てているカメラ番号の大きい方が優先されます。

•

•

•
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5　オーディオの操作

5 オーディオの操作
参 照  オーディオの操作▶リファレンスマニュアル 9 章

ボリューム（またはパン）の調整 
タイムラインに配置したオーディオクリップ上には、ボリュームを調整するボ
リュームのラバーバンド（橙色の線）と、ステレオの L/R のバランスを変える
パンのラバーバンド（青色の線）が表示されています。ラバーバンドの形状を調
整することによって時間軸に沿ってボリュームとパンを調整することができます。

1 	 トラックパネルの［拡張1］をクリックする
トラックが拡張され、ラバーバンドと波形が表示されます。

2 	［ボリューム／PAN］をクリックし、ボリューム（またはパン）に切り替
える

ボリュームのラバーバンド（橙色の線）

パンのラバーバンド（青色の線）

3 	 変化をつけたい位置で、ボリューム（またはパン）のラバーバンドをクリッ
クする

ボリューム（またはパン）を調整するためのポイントが追加されます。

▪

▪
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4 	 ポイントを上下左右にドラッグし、ラバーバンドの形を調整する
ボリュームのポイントの場合

ポイントを上にドラッグするとボリュームアップ、下にドラッグするとボリュー
ムダウンします。

パンの場合
上下でステレオの L/R（左右）のバランスを調整します。ポイントを上にドラッ
グすると L 側に、下にドラッグすると R 側に音声を振り分けます。

POINT ボリュームまたはパンの 2 点間のポイントを水平移動する場合は
キーボードの［Shift］を押しながらラバーバンドをドラッグしま
す。また、キーボードの［Alt］を押しながらドラッグすると、2 
点のポイント間の内側に新しくポイントを自動で追加して平行に
移動することができます。
ボリュームまたはパンのポイントを上下に微調整する場合はキー
ボードの［Ctrl］を押しながらポイントをドラッグします。
ボリュームまたはパンを全体的に上下に調整する場合は、キー
ボードの［Shift］+［Alt］を押しながら、ラバーバンドをドラッ
グします。
ポイントを追加したい位置でラバーバンドを右クリックし、〈追
加／削除〉をクリックすると、ポイントを追加することができます。
オーディオの拡張表示：[Alt] + [S]

•

•

•

•

•

▪

▪
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5　オーディオの操作

数値を入力して調整 

1 	 トラックパネルの［拡張1］をクリックし、［ボリューム／PAN］をクリッ
クする

再度クリックすると、パンに切り替わります。

2 	 ラバーバンドのポイントを右クリックし、調整方法をクリックする

移動 選んだポイントのボリューム、タイムコードも調整します。

2点間の移動
選んだポイントの増減に応じた割合で、選んだポイントと
右隣のポイントの間のラバーバンドが水平に移動します。
参 照  ボリューム（またはパン）の調整▶ P141

自動追加して
移動

選んだポイントと右隣のポイントの間に新しくポイント
を 2 点追加して、追加したポイントの増減に応じた割合で、
追加したポイント間のラバーバンドが水平に移動します。
参 照  ボリューム（またはパン）の調整▶ P141

全て移動 選んだポイントの増減に応じた割合で、他のポイントも移動
します。

全てを比率で
移動

すべてのポイントのボリュームを同じ比率で調整します。
 ［Shift］ + ［Alt］ + ［Y］

数値入力ダイアログが表示されます。

3 	 数値を入力する
ボリューム
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パン

4 	［OK］をクリックする

パンのラバーバンドをセンターに合わせる 

1 	 トラックパネルの［拡張1］をクリックし、［ボリューム／PAN］をクリッ
クする

再度クリックすると、パンに切り替わります。

2 	 パンのラバーバンドを右クリックし、〈センター〉をクリックする

ラバーバンドポイントの削除／初期化 

クリップを選んで削除

1 	 ラバーバンドポイントを削除するクリップを選ぶ
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5　オーディオの操作

2 	［削除］のリストボタンをクリックし、〈オーディオラバーバンド〉→〈ボリュー
ム〉または〈パン〉をクリックする

ポイントがすべて削除され、ラバーバンド全体が初期化されます。
	〈ボリューム〉の場合

その他の方法

 クリップを右クリックし、〈部分削除〉→〈オーディオラバーバンド〉→〈ボ
リューム〉または〈パン〉をクリックします。
ラバーバンドを右クリックし、〈全て削除〉をクリックします。
 メニューバーの〈編集〉をクリックし、〈部分削除〉→〈オーディオラバーバンド〉
→〈ボリューム〉または〈パン〉をクリックします。
 ボリュームのラバーバンドの削除：［Shift］ + ［Alt］ + ［H］
 パンのラバーバンドの削除：［Ctrl］ + ［Alt］ + ［H］

POINT  次の操作でラバーバンドポイントを残したまま位置だけを初期化
できます。

ラバーバンドを右クリックし、〈全て初期化〉をクリックする
 ［Shift］+［Ctrl］+［U］※

※あらかじめ任意のラバーバンドポイントを選んでから操作し
ます。

•




例

•

•
•

•
•
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ラバーバンドポイントを選んで削除

1 	 トラックパネルの［拡張1］をクリックし、［ボリューム／PAN］をクリッ
クする

再度クリックすると、パンに切り替わります。

2 	 ラバーバンドのポイントを右クリックし、〈追加／削除〉をクリックする

シーケンス設定の〈パンモード〉について 
シーケンス設定の〈パンモード〉で「標準」に設定したときと、「EDIUS Pro3 互換」
に設定したときでは、次のような場合にクリップの音声の配置方法が異なります。

オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」をせず、モノラル
（1ch）オーディオクリップを配置したとき
オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」を「モノラルチャ
ンネル」に設定し、オーディオクリップを配置したとき
参 照  シーケンス設定▶ P115

•

•
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5　オーディオの操作

オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」をせず、モノラル（1ch）
オーディオクリップを配置したとき

標準 ク リ ッ プ の［100 %］ の ボ リ ュ ー ム を、［L50 %、
R50%］に振り分けて配置します。

EDIUS	Pro3互換 クリップの［100%］のボリュームを振り分けず、そ
れぞれに［L100%、R100%］と配置します。

オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」を「モノラルチャン
ネル」に設定し、オーディオクリップを配置したとき

標準

オーディオ（A）トラックのトラック番号が奇数の
場合は、指定したモノラルオーディオクリップを

［L100%、R0%］に振り分けて配置します。
オーディオ（A）トラックのトラック番号が偶数の場
合は、指定したモノラルオーディオクリップを［L0%、
R100%］に振り分けて配置します。

EDIUS	Pro3互換
指定したモノラルオーディオクリップの［100%］
のボリュームを振り分けず、それぞれに［L100%、
R100%］と配置します。

POINT クリップをシーケンスに配置したあとのパンの動作は同じです。•

次のような場合は「標準」「EDIUS Pro3 互換」でのクリップの配置方法の違い
はありません。

VA トラックにオーディオを含むクリップを配置した時
オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」をせず、ステレオ

（2ch）オーディオクリップを配置した時
オーディオ（A）トラックで「クリップチャンネルの設定」を「ステレオチャ
ンネル」に設定し、ステレオ（2ch）オーディオクリップを配置した時

•
•

•
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トラック単位でボリュームを調整 
全トラックまたは各トラック単位でボリュームを調整します。

1 	［オーディオミキサーダイアログを表示 /非表示］をクリックする

〈オーディオミキサー〉ダイアログが表示されます。
全トラックの音量を調整するには、〈Master〉のフェーダを上下させます。
各トラックの音量を調整するには、各トラックのフェーダを上下させます。

	〈オーディオミキサー〉ダイアログ

(2)
(1)

(1)動作設定　　(2)再生

❖
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5　オーディオの操作

POINT オーディオミキサーの［連結］をクリックしてフェーダをグルー
プ化し、複数のフェーダを連動させることができます。グループ
化したフェーダのつまみは、それぞれのグループの色（黄色・赤
色・青色）に変わります。グループは最大３つまで作成できます。
1 つのフェーダは複数のグループに属することはできません。

•

2 	 ボリュームを調整するトラックの［動作設定］をクリックし、〈Track〉を
クリックする

3 	［再生］をクリックし、各トラックのフェーダを上下させてボリュームを調
整する

フェーダの動きを記録（ラーニング） 
マウスで操作したオーディオミキサーのフェーダの動きを記録することができます。

POINT オプションのハードウェア、「フェーダーコントローラ」を使用
する場合に便利な機能です。「フェーダーコントローラ」は、各
トラックの音量を同時に操作できます。フェーダの動きを記録す
ることで、複数のトラックの音量とバランスをリアルタイムに調
整できます。

•
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1 	［オーディオミキサーダイアログの表示 /非表示］をクリックする

〈オーディオミキサー〉ダイアログが表示されます。
参 照〈オーディオミキサー〉ダイアログ▶ P148

2 	 ボリュームを調整するトラックの［動作設定］をクリックする

3 	 モードを選ぶ

Latch フェーダをドラッグし始めた時点から再生停止までの
フェーダの動きを記録します。

Touch
マウスをドラッグしている間だけ記録します。マウスボ
タンを離すと元のボリュームに戻るため、ピンポイント
で調整する場合に適します。

Write

再生開始から停止までのフェーダの動きを記録します。
マウスボタンが押されているかどうかにかかわらず、以
前のボリュームをすべて上書きする点が〈Latch〉と異
なります。

4 	 ボリュームを調整する
調整できるフェーダは 1 つです。
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5　オーディオの操作

	〈Latch〉で記録中の場合

Vミュート設定  [Shift] + [V]

一点を中心に前後をフェードアウト／フェードインし、ノイズなどを目立たなく
できます。

1 	 ボリュームを0にする位置に、タイムラインカーソルを移動する
波形表示の形状を確認し、タイムラインカーソルの位置を調整します。

2 	 V ミュートするクリップを右クリックし、〈Vミュート〉をクリックする

例
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タイムラインカーソルの位置のボリュームが 0 になり、ボリュームのラバーバン
ドに、タイムラインカーソルを中心として 4 つのポイントが追加されます。

V ミュートの長さは、アプリケーション設定の〈継続時間〉ダイアログで変更で
きます。
参 照  アプリケーション設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイアログ」

ボイスオーバーの設定 
ボイスオーバーは、タイムラインに配置したクリップを再生しながら、ナレーショ
ンや効果音を追加する機能です。映像を見ながら音声（効果音）を追加すること
ができます。

1 	 配置するAトラックを選び、配置する位置に In 点を設定する
参 照  タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74

2 	［ボイスオーバーダイアログを表示／非表示］をクリックする
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5　オーディオの操作

〈ボイスオーバー〉ダイアログが表示されます。お使いのサウンドボードにより、
表示される画面は異なります。

3 	〈デバイス名〉のリストボタンをクリックし、入力元を選ぶ
デバイス名には、お使いのサウンドボードの名称が表示されます。

4 	〈チャネル〉のリストボタンをクリックし、追加するオーディオのソースを
選ぶ

選んだソースに応じて、〈ボイスオーバー〉ダイアログの表示が変わります。モ
ノラルのソース（マイク、電話線）を選んだ場合は、ボリューム設定と表示がモ
ノラルになります。

5 	〈ボリューム〉のスライダーで、ソースデータのボリュームを調整する
ボリュームが 0dB を超えないように、レベルメーターを見ながら調整します。

6 	〈出力先〉のリストボタンをクリックし、〈Track〉をクリックする

Track 手順 1 で選んだ A トラックと、ビンにオーディオクリッ
プを登録します。

Bin ビンのみにオーディオクリップを登録します。

7 	 ファイル名を入力し、［...］をクリックして保存先を設定する

8 	 ソースを準備し（必要に応じて頭出しして）、［開始］をクリックする
［開始］が［停止］に変わります。Recorder の左上に 5 秒前から白色の丸が点滅し、
カウントダウンが始まります。録音が開始されると、白色の丸が赤色に変わります。
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9 	［停止］をクリックする
クリップの再生とオーディオデータの作成を停止し、作成したファイルを登録す
るかを確認するダイアログが表示されます。

10 	［はい］をクリックする
手順 1 で選んだ A トラックにオーディオクリップが配置され、オーディオソー
スデータが保存されます。

POINT  ボリュームが 0dB を超えたときは、レベルメーター右側の白色の
ラインが赤色に変わります。クリックすると、元に戻ります。

 手順 6 で〈Bin〉を選んだ場合は、オーディオクリップは A トラッ
クには配置されず、ビンのみに登録されます。
 タイムラインの再生が間に合わずに停止した場合は、録音も停止
します。

•

•

•
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6　エフェクトの適用

6 エフェクトの適用
参 照  エフェクトの適用▶リファレンスマニュアル 7 章

エフェクトの適用方法 
ドラッグ & ドロップなどの簡単な方法でクリップにエフェクトを適用できます。

ドラッグ＆ドロップで適用
エフェクトビュー表示中も同様に操作できます。
	〈ビデオフィルタ〉から選ぶ場合

1 	〈Effect〉パレットで〈ビデオフィルタ〉のツリーをクリックし、エフェク
トを表示する

2 	 適用するエフェクトをタイムライン上のクリップにドラッグ＆ドロップする

右クリックのメニューから適用
エフェクトビュー表示中も同様に操作できます。
	〈ビデオフィルタ〉から選ぶ場合

1 	 タイムラインでクリップを選ぶ

例

例
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2 	〈Effect〉パレットで〈ビデオフィルタ〉のツリーをクリックし、エフェク
トを表示する

3 	 適用するエフェクトを右クリックし、〈Timelineに追加する〉をクリックする
エフェクトによっては、〈In 側〉、〈Out 側〉、〈両方〉を指定できます。

その他の方法

 エフェクトビュー表示中に、タイムラインでクリップまたはミキサー部を選
んで〈Effect〉パレットのエフェクトを選び、［タイムラインに追加］をクリッ
クします。エフェクトによっては、［タイムラインに追加］のリストボタンを
クリックして、〈In 側〉、〈Out 側〉、〈両方〉を指定できます。

 タイムラインでクリップまたはミキサー部を選び、〈Effect〉パレットのエフェ
クトを〈Information〉パレットのエフェクトリストにドラッグ＆ドロップし
ます。エフェクトによっては、適用できない場合もあります。

POINT  クリップトランジションやオーディオクロスフェードを適用する
場合は、〈In 側〉、〈Out 側〉、〈両方〉とそれぞれの〈From〉〈Center〉

〈To〉など、適用する位置を設定することができます。

•

•

•
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7　タイトルの作成

7 タイトルの作成
参 照  タイトルの作成▶リファレンスマニュアル 8 章
参 照  Quick Titler リファレンスマニュアル

Quick Titler の起動  [T]

ご注意  TitleMotion Pro をインストールした場合、TitleMotion Pro でタ
イトルを作成することができます。
※ TitleMotion Pro は製品パッケージによっては同梱されていな

い場合があります。

•

1 	 タイトルクリップ作成位置にタイムラインカーソルを移動させる

2 	 タイムラインの［タイトル作成］をクリックし、タイトルを追加するトラッ
クを選ぶ
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Quick Titler が起動します。デフォルトのタイトラーが TitleMotion Pro の場合は、
TitleMotion Pro が起動します。

3 	 テキストを入力する
イメージや図形を作成することもできます。

4 	 ツールバーの［保存］をクリックする

タイトルクリップを保存して、トラックに配置します。同時にビンにも登録され
ます。

POINT タイムライン上のタイトルクリップまたはビンのタイトルクリッ
プをダブルクリックすると、Quick Titler が起動し、クリップを
編集することができます。
 ［保存］をクリックすると、ファイルはプロジェクトファイルを
保存しているフォルダの〈title〉フォルダに作成されます。ファ
イル名は、「保存した年月日－４桁の連番 .etl」となります。
 ビンから Quick Titler を起動した場合、タイトルクリップはビン
に保存されます。

•

•

•
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1 ファイルへ出力

確認しておきたいこと
マーカーの設定について
編集した映像の一部だけを出力する場合は、Recorder の［In 点の設定］と［Out
点の設定］で出力範囲を指定しておいてください。
チャプターを付ける場合は、あらかじめ任意の位置にシーケンスマーカーを設定
しておいてください。
参 照 	タイムラインに In 点、Out 点を設定▶ P74
参 照  シーケンスマーカーの設定▶リファレンスマニュアル 6 章「4 マーカー」

出力フォーマットについて
エクスポータでファイル出力する場合、プロジェクト設定と同じ設定で出力する
方法と、プロジェクト設定と異なるフォーマットで出力する方法があります。
参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161
参 照  プロジェクト設定と異なるフォーマットでファイル出力▶リファレンスマ

ニュアル 10 章「1 ファイル形式で出力」

出力可能なファイル形式について詳しくはリファレンスマニュアルを参照してく
ださい。
参 照  ファイルに出力する前に確認しておきたいこと▶リファレンスマニュアル

10 章「1 ファイル形式で出力」

出力設定の登録
エクスポータの設定をプリセットとして登録することができます。さらに、エク
スポータの設定と、プロジェクト設定と異なるフォーマットで出力する場合の変
換設定を組み合わせて登録することもできます。一度登録したプリセットエクス
ポータは、簡単に呼び出すことができます。
参 照  プリセットエクスポータの作成▶リファレンスマニュアル 10 章「1 ファ

イル形式で出力」
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1　ファイルへ出力

エクスポータでファイル出力
	Windows	Media	Video 形式で出力する場合

1 	 Recorder の［出力］をクリックする

2 	〈ファイルに出力〉をクリックする
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

	〈エクスポータの選択〉ダイアログ

(7)

(2)

(3)
(4)
(5)

(6)

(8)

(1)

(10)

(9)

例

❖
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(1) カテゴリツリー

カテゴリを選んで、エクスポータを絞り込むことが
できます。
デフォルトのエクスポータ
デフォルトのエクスポータを表示します。
最近使ったエクスポータ
最近使用された順にエクスポータを一覧で表示します。
マイプリセット
ユーザーが登録したプリセットエクスポータを一覧
で表示します。
全て
すべてのエクスポータを一覧で表示します。フォー
マット別のカテゴリを選ぶと、エクスポータを絞り
込むことができます。

(2) エクスポータ／プリセット一覧

選んだカテゴリ内のエクスポータが一覧で表示され
ます。
プリセット
初期登録されているプリセットエクスポータ、およ
びユーザーが登録したプリセットエクスポータが表
示されます。

：ビデオエクスポータ
ビデオ部分を含むファイルを出力するエクスポータ
を表します。

：オーディオエクスポータ

オーディオ部分を出力するエクスポータを表します。

：変換処理が行われるプリセット
〈変換処理を有効にする〉にチェックを入れると、プ
ロジェクト設定と異なるフォーマットのプリセット
エクスポータもすべて表示されます。
参 照  プロジェクト設定と異なるフォーマットでファイ

ル出力▶リファレンスマニュアル 10 章「1 ファ
イル形式で出力」

(3) In/Out 間のみ出力する
チェックを入れると、タイムラインの In-Out 点間の
み出力します。

(4) タイムコードを表示
チェックを入れると、画面にタイムコードを表示し
た状態で出力します。
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1　ファイルへ出力

(5) 変換処理を有効にする

チェックを入れると、プロジェクト設定と異なる
フォーマットで出力する場合の変換処理が有効にな
ります。
参 照  プロジェクト設定と異なるフォーマットでファイ

ル出力▶リファレンスマニュアル 10 章「1 ファ
イル形式で出力」

(6) 詳細設定
［拡張］をクリックすると、プロジェクト設定と異な
るフォーマットで出力する場合の変換処理について
設定できます。

(7) 検索 エクスポータを検索することができます。

(8) デフォルトとして保存

〈エクスポータ／プリセット一覧〉でエクスポータを
選び、［デフォルトとして保存］をクリックすると、〈デ
フォルトのエクスポータ〉内に設定内容が保存され
ます。［出力］から〈デフォルトエクスポータ（ファ
イルに出力）〉を選ぶと、簡単に保存したデフォルト
のエクスポータを選べます。

(9) プリセット操作ボタン

：プリセットの保存
〈エクスポータ／プリセット一覧〉で選んだエクス
ポータと〈詳細設定〉で設定した変換処理を組み合
わせて、プリセットエクスポータとして登録します。

：プリセットの削除
〈エクスポータ／プリセット一覧〉で選んだプリセッ
トエクスポータを削除します。

：プリセットのインポート
プリセットエクスポータを読み込みます。

：プリセットのエクスポート
〈エクスポータ／プリセット一覧〉で選んだプリセッ
トエクスポータを書き出します。

(10) バッチリストに追加
指定している範囲をバッチリストに追加します。
参 照  出力する範囲をバッチリストに登録▶リファレン

スマニュアル 10 章「1 ファイル形式で出力」

その他の方法

 メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈書き出し〉→〈ファイルに出力〉
をクリックします。
 ファイルに出力：［F11］

•

•
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POINT  多チャンネルのプロジェクトを出力し、他社製のソフトウェアで
使用する場合は、オーディオフォーマットが 16bit、2ch のエクス
ポータを選んでください。

•

3 	 カテゴリツリーで〈Windows	Media〉をクリックする
〈Windows Media〉内のエクスポータが一覧で表示されます。

4 	〈WindowsMediaVideo〉をクリックし、［出力］をクリックする
〈WindowsMediaVideo〉ダイアログが表示されます。
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1　ファイルへ出力

ビデオ設定

モード
〈CBR〉は固定転送モードです。動きや画像の複雑さに
関わらず、一定のビットレートになります。〈ビットレー
ト〉に数値を入力します。

〈VBR（品質ベース）〉は直変換の可変転送モードです。
動きや画像の複雑さに合わせて、ビットレートの割り当
てを変化させます。〈品質〉に数値を入力します。

〈VBR（2-pass）〉は可変転送モードです。動きや画像の
複雑さの解析を行ってからビットレートの割り当てを変
化させます。〈ビットレート〉に平均ビットレート、〈最大〉
に最大ビットレートを入力します。
フレームレート
チェックを入れると、フレームレートを変更できます（1
～ 60fps）。29.97fps に設定するときは「2997」と入力し
てください。

ビデオ設定

画像サイズ
画像サイズをリストから選んで設定できます。〈アスペ
クト比を 1：1 に〉にチェックを入れると、画像の縦横
比が 1:1 になります。再生機器によって縦長・横長など
になる場合にチェックを入れてください。
品質設定
スライダーを動かして〈フレームレート重視〉（動きの
滑らかさ重視）か、〈画質重視〉かの比重を設定してく
ださい。

オーディオ設定

モード
〈CBR〉は固定転送モードです。音の複雑さに関わらず、
一定のビットレートになります。〈ビットレート〉のリ
ストからビットレートを選びます。

〈VBR（品質ベース）〉は可変転送モードです。音の複雑
さに合わせて、ビットレートの割り当てを変化させます。

〈品質〉のリストから平均ビットレートを選びます。

5 	 出力内容を設定する

6 	 ファイル名を入力して保存先を選び、［保存］をクリックする

POINT  手順 3 以降は、選んだエクスポータによって手順が異なります。
表示される画面にしたがって、操作してください。

•
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Blu-ray Disc に出力
プロジェクトをハイビジョン画質のファイルに出力し、出力したファイルを付属
のオーサリングソフトを使って Blu-ray Disc に出力します。

付属のオーサリングソフトは、製品パッケージによっては同梱されていない
場合があります。

プロジェクトの出力には、AVCHD 用のエクスポータで M2TS ファイルに出力
する方法と、MPEG（Generic）ファイルエクスポータから HDV ファイルに出
力する方法があります。
AVCHD 用エクスポータを使って H.264 の圧縮形式で出力した場合、圧縮率の倍
増により出力には多くの時間がかかりますが、長い映像の記録が可能です。
MPEG（Generic）ファイルエクスポータから HDV ファイルに出力する場合、H.264
で圧縮したファイルに比べ、処理時間は速くなります。

H.264 エクスポータでファイル出力 

1 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈その他〉をクリッ
クする

参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161

2 	〈H.264エクスポータ〉をクリックし、［出力］をクリックする
〈H.264 エクスポータ〉ダイアログが表示されます。

※
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1　ファイルへ出力

ビデオ設定

ビットレートタイプを選びます。
固定
一定のビット数を割り当てます。ノイズなどが発生する
場合がありますがエンコード処理は速くなります。

〈平均ビットレート〉のリストからビットレートを選びま
す。直接入力することもできます。
可変
動きや画質の複雑さによって割り当てるビット数を変化
させます。〈固定〉に比べてメディアの容量をより無駄な
く利用でき、全体的な画質の均一化を図ることができます。

〈平均ビットレート〉と〈最大ビットレート〉のリストから、
ビットレートを選びます。直接入力することもできます。

〈2-pass〉にチェックを入れると、映像の複雑さの解析を
行った後、解析結果から指定した平均ビットレートにな
るようにエンコードを行います。チェックをはずすと直
変換となり、2pass でエンコードするよりも速くエンコー
ドできますが、画質が 2pass より劣ったり、ファイルサ
イズが大きくなったりする場合があります。
画質
一定の画質でエンコードします。〈画質〉のリストから、
画質を選びます。

オーディオ設定

ビットレートを選びます。
プロジェクト設定のオーディオチャンネル数が 6ch 以上
の場合は、7ch/8ch が切り捨てられ、1ch：L、2ch：R、
3ch：C、4ch：LFE、5ch：Ls、6ch：Rs の 5.1ch と し て
出力されます。リストからビットレートを選びます。
プロジェクト設定のオーディオチャンネル数が 5ch 以下
の場合は、1/2ch 以外が切り捨てられて 2ch で出力され
ます。ビットレートは 256kbps で固定されます。

3 	 ビデオ・オーディオの設定を行い、ファイル名と保存先を指定して［保存］
をクリックする
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MPEG（Generic）エクスポータでファイル出力 

1 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈MPEG〉をクリッ
クする

参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161

2 	〈MPEG（Generic）〉をクリックし、［出力］をクリックする
〈MPEG（Generic）〉ダイアログが表示されます。
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1　ファイルへ出力

	〈基本設定〉タブ

ビデオ設定

セグメントエンコード
チェックを入れると、素材の加工をしていないクリップ
を再エンコードせずに出力します。
出力速度は早くなります。
サイズ
画質を選びます。ハイビジョン画質で出力する場合は

〈1440 × 1080〉を選びます。
ビットレート
ビットレートタイプを選びます。

〈CBR〉は固定転送レートとなり、エンコード時に一定の
ビット数を割り当てます。〈平均〉のリストからビットレー
トを選びます。直接入力することもできます。

〈VBR〉は可変転送レートとなり、動きや画質の複雑さに
よって割り当てるビット数を変化させます。〈固定〉に比
べてメディアの容量をより無駄なく利用でき、全体的な
画質の均一化を図ることができます。〈平均〉と〈最大〉
のリストから、ビットレートを選びます。直接入力する
こともできます。

オーディオ設定

オーディオの圧縮形式を〈形式〉のリストから選びます。
〈MPEG1 Audio Layer-2〉を選んだ場合は、〈MPEG ビッ
トレート〉のリストからビットレートを選びます。多く
の場合、224kbps または 256kbps が標準で使用されてい
ます。

〈Linear PCM〉は、圧縮を行わないオーディオ形式です。
〈Dolby Digital（AC-3）〉は、Dolby Digital DVD などで
使用されているオーディオ形式です。〈AC-3 形式〉をリ
ストから選びます。

▪
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	〈拡張設定〉タブ

ビデオ設定

フィールドオーダー
インターレースの場合、フィールドオーダーが選べます。

〈Default〉を選ぶとプロジェクト設定にしたがいます。
品質／速度
品質をリストから選びます。
GOP
MPEG では一定のフレーム数を 1 グループとし、圧縮／
伸長、カット編集などは GOP 単位で行われます。GOP
には独立して画像が再現できる「I ピクチャ」、前の画像
との差分のみを記録して再現する「P ピクチャ」、前と後
ろの画像の差分から再現する「B ピクチャ」があります。

〈ピクチャ枚数〉で 1 グループに含まれるフレーム数を、
〈周期〉で 1 グループに含まれる I ピクチャと P ピクチャ
の数を設定します。
I	Frame	Only
チェックを入れると、GOP をすべて I ピクチャで構成し
ます。編集は容易になりますがデータ量は大きくなりま
す。再編集が必要なときはチェックを入れてください。
Closed	GOP
チェックを入れると、GOP の境界において B ピクチャが
GOP をまたいで参照しないようになります。GOP 内で
情報が完結することになるため、データ量は増えますが
GOP 単位で編集可能なソフトウェアなどで再編集するこ
とができます。通常はチェックをはずしてください。

▪
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1　ファイルへ出力

オーディオ設定

チャンネル
〈ステレオ〉、〈デュアルチャネル〉、〈ジョイントステレオ〉
から選べます。〈ステレオ〉は左右を別々に記録する通常
のステレオです。左右の音声が大きく違う場合に、音量
が大きい方を重視して保存するステレオに比べ、〈デュア
ルチャネル〉は音質が一方に偏らないよう完全に独立さ
せて記録します。2 ヶ国語でナレーションを入れるなど
の場合に選びます。〈ジョイントステレオ〉は左右を別々
に記録する場合と、左右の同じ音声をまとめた 1 チャン
ネル、左右で違う音声をもう 1 チャンネルとする場合を
自動で使い分けて音質・圧縮率を向上させます。
エンファシス
高域を強調して保存する高域補正についてリストから選
びます。〈なし〉は高域補正なし、〈50/15ms〉は一部のオー
ディオ CD などで採用されていたエンファシス設定です。

〈CCITT J.17〉は CCITT が勧告している通信規格です。
プロテクション
誤り検出および補償を可能にするために、音響ビット流
に冗長性を付加しているかどうかを示す〈protection_bit〉
が、チェックを入れると冗長性を付加していることを示
す「1」になります。チェックをはずすと冗長性を付加し
ていないことを示す「0」になります。
オリジナル
チェックを入れると、〈original_copy〉のビットが原本を
示す「1」になります。チェックをはずすと複製を示す「0」
になります。
コピーライト
チェックを入れると、〈copyright〉のビットが著作権が
保護されていることを示す「1」になります。チェックを
はずすと著作権は存在しないことを示す「0」になります。

3 	 ビデオ・オーディオの設定を行い、ファイル名と保存先を指定して［保存］
をクリックする

Blu-ray Disc に書き出し 
エクスポータで出力した M2TS、HDV ファイルを、付属のオーサリングソフト
を使って Blu-ray Disc に書き込みます。
書き込み操作や設定については、付属のマニュアルを参照してください。

付属のオーサリングソフトは、製品パッケージによっては同梱されていない
場合があります。

※
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DVDに出力
Canopus DVD Creator を使用して DVD に書き込みます。Canopus DVD Creator
ではタイトルメニューやチャプターメニューの作成、メニュー画面の背景や画面
上のボタンの設定などもできます。

ご注意 DVD に出力時には、編集するファイル容量の 2 倍の HDD の空き
容量が必要となります。

•

1 	 Recorder の［出力］をクリックする

2 	〈DVDに出力〉をクリックする
「Canopus DVD Creator」が起動します。

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈書き出し〉→〈DVD に出力〉を
クリックします。

POINT  ［EDIUS に戻る］をクリックすると、Canopus DVD Creator を終
了して EDIUS に戻ります。DVD への書き込みを行わずに［EDIUS
に戻る］をクリックして EDIUS に戻り、プロジェクトの保存を
行った場合は、DVD の設定も保存されます。

•

3 	〈ムービー選択〉タブをクリックし、DVDに出力するムービーを設定する

•
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1　ファイルへ出力

	〈ムービー選択〉ダイアログ

(1)

(3)

(4) (5)

(2)

(1) ステータスバー
追加するタイトルの数、容量、DVD の残り容量が表示
されます。

(2) メディア 出力する DVD の種類をリストから選びます。

(3) 追加タイトル

追加したタイトルが表示されます。
設定
ビットレートなどを変更する、設定ダイアログを表示し
ます。
削除
タイトルを削除します。元ファイルは削除されません。
順番を上に／順番を下に
タイトルの順番を変更します。

(4) ファイル追加 クリックすると〈DVD タイトルの追加〉ダイアログが
表示されます。ファイルを選び、［開く］をクリックします。

(5) シーケンス追加

クリックすると〈追加するシーケンスの選択〉ダイアロ
グが表示されます。追加するシーケンスにチェックを入
れ、［OK］をクリックします。

4 	〈スタイル選択〉タブをクリックし、メニュー画面のスタイルを設定する

❖
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	〈スタイル選択〉ダイアログ

(1)

(2)

(1)
DVDに	
メニューを
つける

チェックを入れると DVD のメニュー画面を作成できます。
ボタンの配置
ボタンの配置を設定します。〈自動〉のチェックをはず
すと、〈縦〉、〈横〉のリストから配置する数を選べます。
メニュー画面の大きさ
メニュー画面の大きさを選びます。
チャプターボタンを使わない
チェックを入れると、サムネイルをチャプターボタンと
して使用します。
チャプターが1つの時はチャプターメニューをつけない
チャプターが１つしかない場合、タイトルメニューのみ
にします。
1タイトルなのでタイトルメニューをつけない
タイトルが１つしかない場合、タイトルメニューをつけ
ず、チャプターメニューのみにします。タイトルが複数
ある場合は表示されません。

(2) スタイル一覧 メニューのデザインを一覧から選びます。スタイルは種
類別にタブに分類されています。

❖
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1　ファイルへ出力

5 	〈メニュー編集〉タブをクリックし、メニューを編集する

	〈メニュー編集〉ダイアログ

(1)

(2)
(3)

(4)

(5)

(6)

(1) 編集画面

メニューのプレビューが表示されます。タイトルをク
リックして文字を入力したり、ピクチャの移動や大き
さの変更をしたり、アイテムを直接編集することができ
ます。アイテムやピクチャをダブルクリックまたは右ク
リックして〈アイテムの設定〉をクリックすると、〈メ
ニューアイテムの設定〉ダイアログが表示されます。
参 照〈メニューアイテムの設定〉ダイアログ▶ P176

(2) ページ選択 リストから編集するメニューのページを選びます。ボタ
ンをクリックすると前のページ、次のページを表示します。

(3) 編集ボタン

： 実行した操作を取り消し、1 つ前の状態に戻します。

： 取り消した操作をやり直します。

： 目安となる線を表示します。

：TV で視聴する場合のプレビューを表示します。

❖
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(4) アイテム一覧

編集画面に表示されているアイテムを一覧で表示します。
クリックすると、選んだアイテムが編集画面上で赤色の
枠で囲まれます。アイテムをダブルクリックまたは右ク
リックして〈アイテムの設定〉をクリックすると、〈メ
ニューアイテムの設定〉ダイアログが表示さ
れます。
参 照〈メニューアイテムの設定〉ダイアログ▶ P176

(5) アイテムの設定

アイテムを選んでクリックすると、〈メニューアイテム
の設定〉ダイアログが表示されます。
参 照〈メニューアイテムの設定〉ダイアログ▶ P176

(6) アイテムの	位置／大きさ

アイテムの位置や大きさを数値入力で変更できます。

： 選んでいるアイテムを基準として、目安となる
線を表示します

： 選んでいるアイテムの縦横比を固定します。

POINT  キーボードの［Shift］を押しながらアイテムをクリックすると、
複数のアイテムを選ぶことができます。この状態で右クリックし、

〈位置を揃える〉を選んで上揃えや左揃えなどができます。
アイテム一覧を右クリックして、アイテム、ピクチャを追加でき
ます。追加したアイテム、ピクチャは右クリックして〈削除〉を
クリックすると削除できます。

•

•

	〈メニューアイテムの設定〉ダイアログ

	〈文字〉タブ

(1)

(2) (3)

(1) テキスト欄 表示するテキストを入力します。

❖
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1　ファイルへ出力

(2) 文字の設定 フォント、文字サイズ、装飾、アイテム表示枠内での文
字位置を設定します。

(3) 色の設定

〈単色カラー〉、〈グラデーションカラー〉、〈テクスチャ
ファイル〉から選びます。〈色〉をクリックすると、〈色
の設定〉ダイアログが表示されます。
テクスチャファイルから選ぶ場合は、［...］をクリックし、
ファイルを選びます。

	〈絵・ファイル〉タブ

(1)

(3)

(4)

(2)

(1) プレビュー 現在の設定をプレビュー表示します。

(2) 変更
クリックすると、サムネイルに使用する画像を変更でき
ます。EDIUS のタイムラインカーソルを移動させ、［設
定］をクリックします。

(3) 画像ファイルを設定

画像ファイルを読み込んでサムネイルに使用できます。
チェックを入れ、［画像ファイルの選択］をクリックし、
ファイルを選びます。

(4) ズーム ポジションバーを移動または数値を入力して、画像の拡
大率を変更します。

▪
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	〈装飾〉タブ

効果をつける

チェックを入れるとサムネイルにフレームや影などの効
果をつけます。〈ピクチャーフレーム〉を選んだ場合は、

［...］をクリックし、フレームとして使用するファイル
を選びます。

6 	〈DVD出力〉タブをクリックし、出力の設定をする

▪
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1　ファイルへ出力

	〈DVD出力〉ダイアログ

	〈出力の設定〉タブ

(1)

(3)

(2)

(1) DVD設定 DVD のボリュームラベル、書き込みドライブ、速度を
設定します。

(2) メディア情報 挿入されているメディアの情報が表示されます。

(3) 高度な設定を有効にする

チェックを入れると、設定項目が追加されます。
フォルダ設定
DVD 作成のために作られる、MPEG ファイルや DVD
ファイルを保存するフォルダを指定します。
DVD形式のファイルの出力のみ行う
チェックを入れると DVD ファイルの作成までを行い、
メディアへの書き込みは行いません。
DVDに書き込み後、ファイルを残す
チェックを入れると DVD メディアへ書き込み後、作成
したファイルの削除を行いません。HDD に DVD イメー
ジを残す場合はチェックを入れておきます。

POINT 同じ内容の DVD を複数作成する場合は、1 枚目を作成後にメディ
アを入れ替え、続けて作成を行ってください。
 〈DVD に書き込み後、ファイルを残す〉にチェックを入れて保
存されたファイルは、別のムービーを出力すると上書きされます。
ファイルが必要な場合は、フォルダ設定を変更するか、保存先か
らファイルを移動させてください。

•

•

❖

▪
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	〈再生時の動作〉タブ

(1)

(2)

(3)

(1) 最初の動作 作成した DVD を DVD プレイヤーに挿入したときの動
作を選びます。

(2) 1タイトルを再生した後
1 タイトルを再生した後の動作を選びます。

(3) 全タイトルを再生した後
全タイトルを再生した後の動作を選びます。

7 	［作成開始］をクリックする

DVD への書き込みを開始します。

▪
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静止画を出力

1 	 静止画で出力する場面へタイムラインカーソルを移動させる

2 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈その他〉をクリッ
クする

参 照 	エクスポータでファイル出力▶ P161

3 	〈静止画〉をクリックし、［出力］をクリックする

4 	 ファイル名と出力先を指定し、出力形式を選ぶ
入力したファイル名を元に連番が付加されます。

詳細設定

アスペクト比の補正や出力フィールドなどの設定
を変更することができます。プラグイン設定の〈静
止画〉の設定が、デフォルトになります。
参 照 	プラグイン設定▶リファレンスマニュアル 2 章

「1 〈設定〉ダイアログ」
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単一フレームの保存 タイムラインカーソル位置のフレームを静止画
ファイルとして出力します。

In/Out 間を連番保存 タイムラインの In-Out 点間の全フレームを静止画
ファイルとして出力します。

POINT ファイル名に、例えば「Still1」と入力したときは「Still1」／「Still2」
／「Still3」…、「Still5」と入力したときは「Still5」／「Still6」／「Still7」
…となります。末尾に数字をつけない場合は自動的に 8 桁の連番
が付加されます。

•

5 	［単一フレームの保存］、または［In/Out 間を連番保存］をクリックする
映像が、静止画として出力されます。
単一フレームを出力する場合、タイムラインカーソルを動かして［単一フレーム
の保存］をクリックする動作を繰り返すことで、複数の静止画を出力することが
できます。任意のフレームの静止画出力が終わったら［閉じる］をクリックします。

その他の方法

 Player または Recorder に静止画として保存するフレームを表示させ、キーボー
ドの［Ctrl］+［T］を押します。

POINT キーボードの［Ctrl］+［T］を押して静止画を保存した場合、保
存先はプロジェクトファイルと同じになります。また、ファイル
名は「Still_ 月日 _5 桁の連番 .bmp」になります。

•

•
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1　ファイルへ出力

P2カードに出力
P2 デバイスを PC に接続し、電源が入っていることを確認します。

POINT  AVC-Intra Option をお持ちの場合は、出力設定時に AVCIntra50
／ AVCIntra100 のコーデックを選ぶことができます。
 当社製ハードウェアエンコーダ AVC-C1 ボードをお持ちの場合は、
出力時にハードウェアエンコーダを使ってエンコードができます。
プラグイン設定の〈HD P2 クリップ〉で設定を変更できます。

参 照  プラグイン設定▶リファレンスマニュアル 2 章「1 〈設定〉ダイ
アログ」

•

•

ご注意 プロジェクトプリセットが 24 ビット形式オーディオに設定され
ている場合にも、16 ビット形式オーディオとして出力されます。

•

1 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈P2〉をクリック
する

参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161

2 	 エクスポータを選び、［出力］をクリックする
エクスポータは〈P2 クリップ〉、〈HD P2 クリップ〉のいずれかを選びます。プ
ロジェクト設定に対応していないエクスポータは表示されません。

3 	 出力先やユーザークリップ名、コーデックなどを設定し、［OK］をクリッ
クする

エクスポータによって設定内容が異なります。
	〈HD	P2 クリップ〉選んだ場合例
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POINT 製作者や撮影情報などのメタデータを他の P2 クリップから取
り込むことができます。［メタデータの取り込み］をクリックし、
取り込む XML ファイルを選びます。
出力先に空き容量が無くなった場合、またはクリップを構成する
ファイルサイズが 4GB（ギガバイト）を超える場合、クリップは
分割して出力されます。

〈クリップ分割時、P2 カードを自動選択する〉にチェックを入れ
ると、クリップ分割時に自動で空きのある P2 カードドライブを
選んで出力します。チェックをはずすとクリップ分割時に出力先
を選ぶダイアログが表示されます。
720p 出力の場合、出力フレームは偶数フレームになる必要があり
ます。選択肢から処理方法を選んでください。

DVCPRO HD の出力フォーマットと EDIUS のプロジェクトプ
リセットの設定内容が異なる場合、フレームレートとフィールド
オーダが一致する出力形式にストレッチして出力します。

•

•

•

•
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1　ファイルへ出力

S×Sメモリーカードに出力
ご注意  S × S メモリーカードはあらかじめフォーマットしておいてくだ

さい。
•

1 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈XDCAM〉をクリッ
クする

参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161

2 	〈XDCAM	EX〉をクリックし、［出力］をクリックする

3 	 出力先や品質、メタデータなどを設定し、［OK］をクリックする
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出力先

S × S メモリカードに出力するか、ローカルフォルダに保
存するかを選びます。

〈S × S メモリカード〉を選んだ場合は、リストからカード
を選びます。

〈クリップ分割時、カードを自動選択する〉にチェックを
入れると、出力先に選んだ S × S メモリーカードの空き
容量がなくなった場合、自動で空きのある S × S メモリー
カードを選んで出力します。チェックをはずすと出力先を
選ぶダイアログが表示されます。

〈フォルダ〉を選んだ場合は、［…］をクリックして保存先
を指定します。

セグメント	
エンコード

チェックを入れると、素材の加工をしていないクリップを
再エンコードせずに出力します。出力速度は早くなります。

ClosedGOP

チェックを入れると、GOP の境界において B ピクチャが
GOP をまたいで参照しないようになります。GOP 内で情
報が完結することになるため、データ量は増えますが GOP
単位で編集可能なソフトウェアなどで再編集することがで
きます。

オーディオ／
ステレオ

チェックを入れると、オーディオをステレオトラックとし
て出力します。オーディオチャンネルが 2 チャンネルのと
きのみ表示されます。

品質／速度 品質を選びます。

メタデータ 出力するクリップにタイトルやコメントなどのメタデータ
を入力できます。

POINT  複数の S × S メモリーカードに分割して出力した場合、出力箇
所がシーケンスクリップとしてビンに登録されます。ただし、登
録時にいずれかの S × S メモリーカードが装着されていない場
合は、ビンに登録されません。

•
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2　テープへ出力

2 テープへ出力

デバイスの選択
映像および音声信号は、〈プロジェクト設定〉で設定したデバイスより出力され
ます。
出力先の VTR と〈プロジェクト設定〉で設定した出力先のインターフェースが
合致しているかを確認します。初期設定のプロジェクト設定から変更が無い場合
は、確認する必要はありません。

ご注意 RX-E1使用時の720/59.94p プロファイルにおけるテープ出力
の制限事項について
タイムライン上の In 点 /Out 点は、編集操作中に 59.94 フレーム毎
秒の任意点を指定できますが、テープ出力の際にはそれぞれ下記の
ように読み替えられます。

In 点→過去方向のタイムコード境界にシフト
Out 点→未来方向のタイムコード境界にシフト

上記のような読み替えが行われる場合、テープ出力ウィザードダイ
アログのパラメータ最終確認時に赤字で警告が表示されます。この
制限により、テープ出力時に 59.94p プログレッシブフレームで 1 フ
レームずつが前後に付与されてテープに書き込みが行われる可能性
があります。
出力先への意図されない上書きを避けるため、In 点 /Out 点はタイ
ムコード遷移点をあらかじめ指定した上でテープ出力を行うことを
お奨めします。

•
•



1�� Chapter 4　出　力

プロジェクト設定の確認 
ここでは、RX-E1 を例に説明しています。

1 	［プロジェクトの保存］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクト設定〉
をクリックする

〈プロジェクト設定〉ダイアログが表示されます。

2 	［新規プリセット］または［現在の設定を変更］をクリックする
〈プロジェクト設定〉ダイアログが表示されます。〈出力デバイス〉を確認します。
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2　テープへ出力

3 	［チャンネルマップ］をクリックする
〈オーディオチャンネルマップ〉ダイアログが表示されます。オーディオチャン
ネルマップの設定を確認します。

(1) (2)

(1) トラック 表示されるチャンネル数は、使用するハードウェアとプ
ロジェクト設定により異なります。

(2) チャンネル
1 トラックからは最大 2 チャンネル出力できます。表示
されるトラックの数や種類は、プロジェクト設定の〈ト
ラック〉の設定により異なります。
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VTRへ出力（IEEE1394インターフェース接
続以外のビデオ出力）

〈RX-E1〉を例に、IEEE1394 インターフェース接続以外のビデオ出力について
説明しています。

POINT 〈出力デバイス〉として〈RX-E1〉を選んだ場合、入力機器との
同期がとれていることが重要です。同期がとれていない場合は出
力に失敗します。
参 照  入力機器との同期の確認▶ P40
 〈RX-E1〉で、SDI（HD-SDI）から出力する場合、RS422A リモー
トケーブルは、RX-E1 9 ピン REMOTE インターフェースに接続
してください。

•

•

1 	 Recorder の［出力］をクリックする

2 	〈テープに出力〉、または〈テープに出力（タイムコードを表示）〉をクリッ
クする

〈テープに出力（タイムコードを表示）〉は、映像にタイムコードをオーバーレイ
させて出力します。

〈テープ出力ウィザード〉ダイアログが表示されます。
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2　テープへ出力

3 	〈RS-422〉を選び、［VCR設定］をクリックする

〈VCR 定数設定〉ダイアログが表示されます。

	〈VCR定数設定〉ダイアログ

(1)
(3)

(4)

(2)

(1) VCR	ID
VTR Constant 1 byte1, byte2 が表示されます。
SONY 製 VTR では deck ID（model/mode が含まれる）
が表示されます。

(2) VCRに問い合わせ
クリックすると、接続した VTR から VTR ID（deck 
ID）を読み込みます。

(3) VCR
VTR ID に該当する VTR 名を表示します。（プリセッ
トされている ID と VTR 名のみ）同じ ID の VTR が複
数登録されている場合はすべてを表示します。

❖
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(4) VCR定数

エディットディレイ
VTR Constant 1 Byte 5 が表示されます。
プリセットに無い VTR の場合は手動で入力します。
E-E	ディレイ
VTR Constant 1 Byte 6 が表示されます。
プリセットに無い VTR の場合は手動で入力します。
スタートディレイ
VTR Constant 2 Byte 2（VTR によっては Data 10）
が表示されます。プリセットに無い VTR の場合は手
動で入力します。
VCR	のデフォルト値をロード
エディットディレイ、E-E ディレイ、スタートディ
レイをプリセットの値で初期化します。

4 	［VCRに問い合わせ］をクリックする
［VCR］に RS422 が接続されている VTR 名が表示され、〈VCR 定数〉に規定の
値が入力されます。

ご注意 複数の該当機種がある場合は、リストボタンが表示されます。
〈VCR〉のリストボタンをクリックしてプルダウンメニューから
VTR を選びます。

•
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2　テープへ出力

5 	〈VCR定数〉の値を確認し、［VCRのデフォルト値をロード］をクリック
する

6 	［OK］をクリックする
〈VCR 定数設定〉ダイアログを閉じます。

7 	［次へ］をクリックする
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8 	 パラメータを設定し、［次へ］をクリックする

(1)
(2)
(3)

(4)

(5)
(6)
(7)
(8) (9)

(1) アセンブル テープ（タイムコードあり）に続けて追記します。

(2) ファーストエディット
テープ（タイムコードなし、もしくは新規上書き）に書
き出します。

(3) クラッシュREC

テープ（タイムコードなし、もしくは新規上書き）に書
き出します。
EDIT 系操作に対応しないVTRを利用してテープに書
き出す場合に選びます。

(4) インサート テープに追記（挿入）します。

(5) 書き込み開始点
テープの書き込み位置を設定します。

(6) TCプリセット
〈アセンブル〉、もしくは〈インサート〉を選び、TCに
チェックを入れた場合に、テープに書き込むタイムコー
ドを設定します。

(7) 調相精度

アセンブル、もしくはインサートを選んだ場合にテープ
へ書き込むフレームずれの許容値を設定します。
〈Exact〉を選ぶと、ずれを許容しません。フレームず
れが発生すると書き出しできません。
〈Rough〉を選ぶと、フレームずれ± 1を許容します。

(8) UBプリセット ユーザーズビットを追加します。

(9) Regen テープの RecIn 点で取得したユーザーズビットを書き
出しの開始点（プリセット値）として設定します。
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2　テープへ出力

9 	［出力］をクリックする

書き込み前に動作確認を行う場合は、［プレビュー］をクリックします。
テープへ出力が開始されます。

ご注意  RS422A 端子に VTR が正しく接続されていないときは、VTR 操
作ができません。
 VTR との同期がとれていない場合は、書き出しに失敗すること
があります。

•

•
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VTRへ出力（DVCPRO100/DVCPRO50）
この機能は、HDW Series と REXCEED Series でのみ働きます。

〈プロジェクト設定〉の出力デバイスで〈RX-E1〉または〈SHX-E1/E2〉を選ん
で編集を行い、IEEE1394 インターフェースに接続した VTR にテープ出力する
場合の手順を説明します。
例えば、出力デバイスを〈RX-E1〉に設定し、Betacam などから素材を取り込ん
で編集を行い、IEEE1394 インターフェースに接続した DV/DVCAM へ出力す
る場合、次のように設定します。
お使いの PC に IEEE1394 インターフェースが装備されていない場合は、市販の
IEEE1394 インターフェースボードを用意してください。
	〈出力デバイス〉で〈RX-E1	SD	NTSC〉、〈出力フォーマット〉で〈720 × 486	
59.94i	16:9〉で編集していた場合

1 	［プロジェクトの保存］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクト設定〉
をクリックする

〈プロジェクト設定〉ダイアログが表示されます。

2 	［新規プリセット］または［現在の設定を変更］をクリックする。
〈プロジェクト設定〉ダイアログが表示されます。

例
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2　テープへ出力

3 	〈出力デバイス〉の設定を〈RX-E1〉から〈Generic	OHCI〉に変更する

これで本体の IEEE1394 インターフェースから DV 出力されるようになります。
VTR への出力方法に関連するその他の設定項目については、リファレンスマニュ
アルを参照してください。

4 	［OK］をクリックする
〈プロジェクト設定〉ダイアログを閉じます。

5 	 Recorder の［出力］をクリックする

6 	〈テープに出力〉、または〈テープに出力（タイムコードを表示）〉をクリッ
クする

〈テープ出力ウィザード〉ダイアログが表示されます。
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7 	［出力］をクリックする

書き込み前に動作確認を行う場合は、［プレビュー］をクリックします。
テープへ出力が開始されます。
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HDV機器（Generic HDV）へ出力
ご注意 出力前には、必ずプロジェクトを保存しておいてください。•

MPEG（HDV）エクスポータでファイル出力 

1 	〈エクスポータの選択〉ダイアログのカテゴリツリーで、〈HDV〉をクリッ
クする

参 照  エクスポータでファイル出力▶ P161

2 	〈MPEG（HDV）〉をクリックし、［出力］をクリックする
〈MPEG(HDV)〉ダイアログが表示されます。

セグメントエンコード

チェックを入れると、素材の加工をしていないク
リップを再エンコードせずに出力します。
出力速度は早くなります。
※出力フォーマットのフレームレートが 23.98p の

場合、セグメントエンコードはできません。
品質／速度
リストから、再エンコードを行う部分の品質を選
びます。

形式

出力フォーマットのフレームレートが 23.98p のと
きにのみ表示されます。形式を〈HDV30p Record

（Canon XL-H1, Sony HVR-Z7 etc.）〉または〈HDV30p 
Scan（Sony HVR-V1, HDV1080i devices）〉から選
びます。

エクスポート後に
MPEG	TS	Writer	
を起動する

チェックを入れると、ファイルに出力後 MPEG TS 
Writer が自動的に起動します。
参 照  出力したファイルをテープに出力▶ P200
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自動的にテープに書
き出す

〈エクスポート後に MPEG TS Writer を起動する〉
にチェックを入れると有効になります。チェック
を入れると、生成したファイルのデータを MPEG 
TS Writer でテープに出力します。
参 照  出力したファイルをテープに出力▶ P200

3 	 ファイル名を入力して保存先を選び、［保存］	をクリックする
ファイルが生成され、ビンに登録されます。

POINT 〈MPEG（HDV）〉ダイアログで〈エクスポート後に MPEG TS 
Writer を起動する〉と〈自動的にテープに書き出す〉にチェック
を入れた場合は、ファイルに出力後、MPEG TS Writer が自動的
に起動してテープへの出力を実行します。

•

出力したファイルをテープに出力 

1 	 DV ケーブルで、PCの IEEE1394端子とHDV機器を接続する
HDV 機器は、ビデオモード（PLAY/EDIT など）にしておきます。

POINT  お使いの HDV 機器が HDV モードに設定できる場合には HDV
モードにしてください。設定方法については HDV 機器の取扱説
明書をご覧ください。

•

2 	 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈MPEG	TS	Writer〉をクリッ
クする
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その他の方法

 ビンウィンドウの［ツール］をクリックし、〈MPEG TS Writer〉をクリック
します。

3 	〈デバイス〉のリストから〈Microsoft	AV/C	Tape	Subunit	Device〉を
選ぶ

ご注意 HDV カメラを認識しない場合は、デバイスマネージャの〈サウ
ンド、ビデオ、およびゲーム コントローラ〉の項目を確認して
ください。Windows Vista ではデバイス名、Windows XP では

〈AV/C テープ デバイス〉と表示されていれば正しく認識されて
います。認識されていない場合には、Windows のアップデートや、
HDV カメラが HDV 固定モード（HDV-DV 変換はオフ）になっ
ているかを確認してください。

•

4 	［追加］をクリックする

5 	 出力したファイルを選び、［開く］をクリックする

•
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6 	［デバイスに記録する］をクリックする

出力を開始します。

7 	［OK］をクリックする

8 	［アプリケーションの終了］をクリックする

POINT  ［デバイスに記録せず出力する］をクリックすると、HDV カメラ
のコンポーネント出力から映像を出力します。（テープには記録
されません。）

•
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DV機器（SHX-E1/E2）へ出力

1 	 DV ケーブルで、SHX-E1/E2の DV端子とDV機器を接続する
DV 機器は、ビデオモード（PLAY/EDIT など）にしておきます。
Generic OHCIを使用して出力する場合は、PCのIEEE1394ケーブルで接続します。

2 	 メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈プロジェクト設定〉をクリックする

3 	［現在の設定を変更］をクリックする
〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログが表示されます。
参 照 	〈プロジェクト設定〉（詳細設定）ダイアログ▶ P11

4 	〈出力デバイス〉で〈SHX-E1/E2の出力デバイス〉をクリックし、出力フォー
マットを選ぶ

Generic OHCI を使用して出力する場合は、〈出力デバイス〉で〈Generic OHCI〉
を選びます。

5 	［OK］をクリックする
DV 機器が認識され、Recorder の操作ボタンで DV 機器を操作できるようにな
ります。

6 	 Recorder の［出力］をクリックする

7 	〈テープに出力〉、または〈テープに出力（タイムコードを表示）〉をクリッ
クする

その他の方法

 メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈書き出し〉→〈テープに出力〉
または〈テープに出力（タイムコードを表示）〉をクリックします。
 テープに出力：［F12］

•

•
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8 	［次へ］をクリックする

POINT テープの書き込み開始位置を指定する場合は、〈RecIn TC〉に
チェックを入れ、 タイムコードを入力します。［VCR から TC 読
み込み］をクリックすると、テープから現在のタイムコードを読
み込むことができます。

•

9 	 内容を確認し、［出力］をクリックする
タイムラインの再生と出力を開始します。
最後まで出力すると〈テープ出力〉ダイアログが閉じます。

POINT  出力を中断するときは、［中止］をクリックしてください。
 タイムラインに In 点、Out 点の設定をしている場合は、その範
囲を出力します。

•
•
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2　テープへ出力

デッキ制御できない機器へ出力

1 	 アナログ機器の設定を外部入力に切り替え、録画状態にする

2 	 Recorder の［再生］をクリックする

データの出力を開始します。

3 	 Recorder の［停止］をクリックし、出力を停止する

データの出力を停止します。

4 	 アナログ機器の録画を停止する
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1 EDLのインポート／エクスポート

EDLファイルの読み込み

1 	［プロジェクトを開く］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクトのイン
ポート〉→〈EDL〉をクリックする

2 	〈ファイルを開く〉ダイアログで読み込むEDLファイルを選ぶ

3 	［詳細設定］をクリックする

〈EDL インポート 詳細設定〉ダイアログが表示されます。

POINT  〈新規シーケンス〉にチェックを入れると、シーケンスを新しく
作成して EDL ファイルを読み込みます。チェックをはずした場
合は、新しくトラックが作成され、EDL ファイルが読み込まれます。

•
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1　EDL のインポート／エクスポート

	〈EDLインポート	詳細設定〉ダイアログ

EDLタイプ 入力する EDL 形式を選びます。

入力形式

〈EDL タイプ〉で CMX 系を選んだ場合に設定可能となります。
速度がかかっている素材の Out 点算出方法を選びます。
Mode1
素材のデュレーションに速度を掛け合わせ、その値を Player の
In 点のタイムコードに加算（減算）して Out 点のタイムコード
を算出します。Player の In 点のタイムコードを基準とし、+ 方
向なら加算、－方向なら減算します。
Mode2
Player の In 点と Out 点が素材の In 点と Out 点のタイムコード
となっている場合、Out 点を算出せず Player の Out 点のタイム
コードを使用します。

黒クリップを空白クリップとして扱う
リール名（テープごとに付ける番号）が BL/BLK/BLACK となっ
ているものを黒クリップとして扱い、黒クリップを空白クリッ
プとして扱います。

❖
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ビデオトラックにおいて重なったClip は上書きする／	
オーディオトラックにおいて重なったClip は上書きする

〈ファイルを開く〉ダイアログで〈新規シーケンス〉にチェック
を入れずにインポートする時に、1VA（1V、1A）トラックのタ
イムライン上でクリップが重なった場合、現在のクリップを上
書きします。チェックをはずすと、上書きせず重なるクリップ
を 2VA、3VA（2V、3V、2A、3A）トラックにクリップを配置
します。2VA、3VA（2V、3V、2A、3A）トラックが存在しな
い場合は、新しくトラックを作成します。

トランジションの From/To 側のチャンネルが異なっている時は合わせる
From 側と To 側でビデオやオーディオの数が異なっていると判
断した場合、To 側のビデオやオーディオの数情報を From 側に
コピーし整合をとります。〈EDL タイプ〉で CMX 系を選んだ場
合に設定可能となります。

エラーログを出力する
インポート時にエラーが発生した場合にその内容をファイルと
して出力します。〈出力形式〉、〈出力種類〉を設定することがで
きます。〈出力種類〉で〈全体〉を選んだ場合は、インポートし
た内容とエラー箇所を明記します。

4 	 各項目を設定し、［OK］をクリックする

5 	［開く］をクリックする
EDL ファイルが読み込まれ、〈オフラインクリップ復元〉選択ダイアログが表示
されます。オフラインクリップの復元を行ってください。
参 照  オフラインクリップの復元▶リファレンスマニュアル 1 章「2 オフライン

クリップの復元」

参 照  リールの管理について▶ P56

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈プロジェクトのインポート〉→
〈EDL〉をクリックします。

ご注意 インポートできない情報
 BVE5000/BVE9100
EditMode Filed ： ASMBL、ASSY1 は非対応
EditType Filed ： C、W、D のみ対応
GPI データ行 ： 非対応
ラーンデータ行 ： 非対応
 CMX340/CMX3600
EditType Filed ： C、W、D のみ対応

•

•

•
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1　EDL のインポート／エクスポート

EDLファイルの書き出し

エクスポートされる内容
トラック

次のトラックを出力します。それ以外のトラックにクリップを配置しても出力さ
れません。

1 ～ 2VA（1 ～ 2V）トラック
1 ～ 4A トラック
T トラック（全トラック）

オーディオ
1 ～ 2VA トラックのオーディオクリップは出力されません。1 ～ 4A トラックで
も EDL タイプによって出力されるチャンネル範囲が異なります。

EDLタイプ トラック
BVE5000 1 ～ 2A
BVE9100 1 ～ 4A
CMX340 1 ～ 2A
CMX3600 1 ～ 4A

1 	［プロジェクトの保存］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクトのエク
スポート〉→〈EDL〉をクリックする

2 	〈名前を付けて保存〉ダイアログでファイル名と保存先を設定する

▪

•
•
•

▪
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3 	［詳細設定］をクリックする

〈EDL エクスポート 詳細設定〉ダイアログが表示されます。

	〈EDLエクスポート	詳細設定〉ダイアログ

EDLタイプ 出力する EDL 形式を選びます。

出力形式

Mode1
コメント行が付加されません。
Mode2
コメント行が付加されます。他社製品で EDL ファイルを正常に
読み込めなかった場合に選んでください。

❖
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1　EDL のインポート／エクスポート

空白クリップを黒クリップとして扱う
タイムライン上に空白が存在した場合、空白を黒クリップとして扱い
ます。〈クリップの中で最長のものを基準とする〉にチェックを入れる
と、タイムライン終端にあるクリップの Out 点をタイムラインの終端
として扱い、その間にあるトラックの空白を黒クリップとして扱います。

連続タイムコードは連結する
並んだ複数のクリップのタイムコードが連続している場合に、
１つのクリップとして扱います。ただし、間にトランジション
が設定されている場合は、連結されません。

トラック別にEDLを出力する
プロジェクトファイルをトラック別に出力します。それぞれの
ファイルの名称末尾には、次の文字が付加されます。
• 1VA（1V）トラックのビデオ ： 「_V」
• A トラック ： 「_A」
• 2VA（2V）トラックのビデオ ： 「_INSERT」
• T トラック ： 「_T」

「ファイル名 _A.edl」ファイルには、1VA および 2VA トラックのオー
ディオと A トラックのオーディオがまとめて出力されます。
2VA（2V）トラックにトランジションがある場合、トランジショ
ン部分をセンターカットに置き換えます。

トランジション部分をセンターカットに置き換える
トランジションやオーディオクロスフェードが設定されている
箇所すべてを、センターカットに置き換えます。

スプリット情報なし
ビデオとオーディオのグループを解除し、ビデオクリップとオー
ディオクリップを別々に扱います。他社製品で EDL ファイルを
正常に読み込めなかった場合は、チェックを入れてください。
チェックを入れた場合は、〈スプリットされているクリップを縦
割りで扱う〉が設定できません。
参 照  クリップのスプリットと縦割り▶ P215

スプリットされているクリップを縦割りで扱う
スプリットされているクリップのスプリット区間を分割し、ス
プリットがない状態にします。ただしクリップの速度を変更し
ている場合は、縦割りされません。〈スプリット情報なし〉に
チェックを入れた場合は設定できません。
参 照  クリップのスプリットと縦割り▶ P215

リバース速度の時、Player の In 点 /Out 点を反転させる
リバース速度の表示が、Out 点から In 点方向で表示します。リ
バース速度の表示は、通常 In 点から Out 点方向で表示します。
EDL タイプを CMX 系に設定した場合に選べます。
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リバース速度の時、Player の In 点に「+1」する
リバース速度時に Player の In 点に 1 フレーム追加します。出力
した EDL ファイルを他社製品で正常に読み込めなかった場合は、
チェックを入れてください。オリジナルタイムコードが全体的
に１フレーム前にずれ込むのを防止します。通常は、リバース
速度時に Player の Out 点に１フレーム追加します。

畳み込み処理を行う
チェックを入れると、VA2（または V2）トラックの映像を VA1（ま
たは V1）トラックに上書きし、VA1（または V1）トラックに
まとめて出力します。

リールリストを作成する
リール番号のリストを作成します。

マスターリール番号
BVE9100 で使用されているマスターリール番号が設定できます。
設定範囲は「0」～「9999」です。

ブロック番号
BVE5000 や BVE9100 で使用されているブロック番号が設定で
きます。設定範囲は「0」～「999」です。

やりくりデータ設定
マスターリール番号
A/A ロール（リール番号が同じクリップ同士でトランジション
を行う）が存在した場合、リプレイスファイルでその場所を使
用するためのリール番号です。オリジナルクリップに同一リー
ル番号が存在した場合、その番号から１つずつ番号を減らして
いき、番号の重複を避けます。
ブロック番号
BVE5000 や BVE9100 で使用されているブロック番号が設定で
きます。設定範囲は「0」～「999」です。
のりしろ
クリップの In 点、Out 点につけるマージンを設定します。
任意設定
任意で開始タイムコードを入力できます。
リジェネ設定
開始タイムコードを最初のクリップの In 点に設定します。
ジャムシンク設定
クリップの In 点、Out 点をタイムラインの In 点、Out 点に設定します。

4 	 各項目を設定し、［OK］をクリックする

5 	［保存］をクリックする
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1　EDL のインポート／エクスポート

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈プロジェクトのエクスポート〉
→〈EDL〉をクリックします。

クリップのスプリットと縦割り
異なるトラック間に配置されたクリップにグループが設定されている場合、クリッ
プ間に３秒以内のずれがあると EDL ファイル書き出し時にスプリットされます。
クリップにスプリット情報がある場合は、〈EDL エクスポート 詳細設定〉ダイアロ
グでの設定によって EDL ファイルの書き出し結果が異なります。ここでは、３つの
トラックに配置されたクリップにグループが設定されている場合を例に説明します。

c1b1

00:00:00;00

A

B
C

D

00:00:01;00 00:00:06;00
00:00:05;00

c1b1

	〈スプリット情報なし〉にチェックが入っている場合
クリップのグループを解除し、それぞれ独立したクリップとして扱います。図の
範囲 A、B、C の３つの時間に区切られます。
(1) A（00：00：01；00 ～ 00：00：05；00）の情報
(2) B（00：00：00；00 ～ 00：00：05；00）の情報
(3) C（00：00：01；00 ～ 00：00：06；00）の情報

	〈スプリット情報なし〉のチェックがはずれている場合
クリップ間のずれがスプリットされます。図の b1 と c1 の部分がスプリットされ、
範囲 D の１つの時間に区切られます。
(1) D（00：00：01；00 ～ 00：00：05；00）の情報（b1 と c1 のスプリット情報含む）

	〈スプリットされているクリップを縦割りで扱う〉にチェックが入っている場合
トラック間のずれを分割し、スプリットのない状態にします。図の範囲 b1、c1、
D の３つの時間に区切られます。
(1) b1（00：00：00；00 ～ 00：00：01；00）の情報
(2) c1（00：00：05；00 ～ 00：00：06；00）の情報
(3) D（00：00：01；00 ～ 00：00：05；00）の情報

ご注意  速度を変更しているクリップは、グループが解除された状態とな
るためスプリットまたは縦割りされません。

•

•

▪

▪

▪
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2 AAFのインポート／エクスポート

AAFファイルの読み込み
ご注意 EDIUS で AAF ファイルを読み込む場合は、以下の条件を満たす

必要があります。
フレーム単位で出力された AAF ファイル
素材ファイルと AAF ファイルが別々のもの（embeded した
AAF ファイルは未対応です）

•




1 	［プロジェクトを開く］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクトのイン
ポート〉→〈AAF〉をクリックする

2 	〈ファイルを開く〉ダイアログで読み込むAAFファイルを選び、［開く］を
クリックする

POINT  〈新規シーケンス〉にチェックを入れると、シーケンスを新しく
作成して AAF ファイルを読み込みます。チェックをはずした場
合は、新しくトラックが作成され、AAF ファイルが読み込まれ
ます。

•

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈プロジェクトのインポート〉→
〈AAF〉をクリックします。

•
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2　AAF のインポート／エクスポート

AAFファイルの書き出し
ご注意 アクティブになっているシーケンスのみエクスポートされます。

次の情報は出力されません。
クリップが 1 つもないトラック
チャンネルマップが設定されていないオーディオトラック
タイトルトラック
ミュートが設定されているトラック
エフェクト全て（パンとボリュームについては、その設定が反
映された素材がエクスポートされます。）

トランジション・クロスフェード部分はクリップとして出力されます。
タイムラインの先頭にあるクリップの、In 側のマージンはとれません。
エクスポート先にネットワークドライブを指定することはできま
せん。ただし、ネットワークドライブをマウントして使用するこ
とはできます。
タイムコードを書き出せないエクスポータを選択した場合は、正
しくエクスポートできません。

•
•







•
•
•

•

1 	［プロジェクトの保存］のリストボタンをクリックし、〈プロジェクトのエク
スポート〉→〈AAF〉をクリックする

〈名前を付けて保存〉ダイアログが表示されます。

その他の方法

メニューバーの〈ファイル〉をクリックし、〈プロジェクトのエクスポート〉
→〈AFF〉をクリックします。

•
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(1) (3) (2)

(1) プリセット

タイプ1
オーディオクリップの情報が AAF ファイルに書き込ま
れ、オーディオクリップが参照している素材は AIFF ファ
イルとしてエクスポートされます。
ビデオの情報は AAF ファイルに書き込まれませんが、
AAF がエクスポートする範囲のビデオを MPEG-1 ファイ
ルとしてエクスポートします。
AAF ファイルをオーディオ編集ソフトで読み込む場合は
タイプ 1 を選びます。

ビデオは手動で読み込ませてください。
ProTools 7.4 以降でインポートする場合は、〈AAF エ
クスポート詳細設定〉ダイアログで、〈ファイルパス〉
を〈RFC2386〉に変更する必要があります。
参 照  〈AAF エクスポート詳細設定〉ダイアログ▶ P219

タイプ2
ビデオクリップの情報が AAF ファイルに書き込まれ、ビ
デオクリップが参照している素材はコピー・エクスポー
トされません。
オーディオの情報は AAF がエクスポートする範囲のオー
ディオを AIFF ファイルとしてエクスポートし、1 つの
クリップとして AAF ファイルに書き込みます。
AAF ファイルを合成系ソフトで読み込む場合はタイプ 2
を選びます。

※
※
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2　AAF のインポート／エクスポート

(1) プリセット

タイプ3
ビデオクリップとオーディオクリップの情報がフレーム
単位で AAF ファイルに書き込まれます。クリップが参
照している素材はコピー・エクスポートされません。

(2) 詳細
〈AAF エクスポート詳細設定〉ダイアログが表示されます。
参 照  〈AAF エクスポート詳細設定〉ダイアログ▶ P219

(3) In/Out 間のみ出力する
チェックを入れると、In/Out が設定してある場合に In/
Out 間のみ出力します。

2 	〈名前を付けて保存〉ダイアログでファイル名と保存先を設定する

3 	 プリセットを選び、［保存］をクリックする
AAF 書き出しが開始されます。
プリセットの設定内容の確認や、エクスポートの設定を変更する場合は［詳細］
をクリックします。

〈AAF エクスポート 詳細設定〉ダイアログが表示されます。

	〈AAFエクスポート	詳細設定〉ダイアログ

(1)
(2)

(4)

(3)

(5) (6) (7) (8)

(1) ファイルパス クリップが参照している素材ファイルのパスの記述方法
を、〈RFC1738〉または〈RFC2386〉から選びます。

❖
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(2) ビデオクリップ

ビデオクリップをどのように扱うかを指定します。
AAFに出力する
チェックを入れるとクリップの情報を AAF ファイルに記述します。
素材
コピーする
クリップで使用している素材をコピー（またはエクス
ポート）し、コピーしたものを参照するようにします。
1つにまとめてコピーする
タイムラインのビデオを 1 つのクリップとして扱い
ます。エクスポートされるクリップ名／ファイル名は、
最も小さいトラック番号の先頭クリップのクリップ名
／ファイル名になります。
オリジナルの素材を参照する
コピーを行わず、オリジナルの素材を直接参照します。

(3) オーディオクリップ

オーディオクリップをどのように扱うかを指定します。
AAFに出力する
チェックを入れるとクリップの情報を AAF ファイルに
記述します。
素材
コピーする
クリップで使用している素材をコピー（またはエクス
ポート）し、コピーしたものを参照するようにします。
1つにまとめてコピーする
タイムラインのオーディオを 1 つのクリップとして扱
います。エクスポートされるクリップ名／ファイル名
は、最も小さいトラック番号の先頭クリップのクリッ
プ名／ファイル名になります。VA、A トラック両方に
オーディオがある場合、A トラックの先頭クリップ名
／ファイル名になります。
オリジナルの素材を参照する
コピーを行わず、オリジナルの素材を直接参照します。
Pan の設定を有効にする
チェックを入れると、ステレオトラックが 1 チャンネ
ルごとにモノラルとして出力されます。チェックをは
ずすと、ダウンミックスされ、モノラルクリップとし
て出力されます。チャンネルマップはトラック番号が
奇数の場合はトラックの 1ch（L 側）、偶数の場合はト
ラックの 2ch（R 側）が使用されます。クリップ名は
奇数トラックの場合は「クリップ名 +.L」、偶数トラッ
クの場合は「クリップ名 +.R」になります。
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2　AAF のインポート／エクスポート

(4) ファイルコピー

〈ビデオクリップ〉／〈オーディオクリップ〉で、〈コピー
する〉を選んだ場合のコピー方法を指定します。
使用している素材をコピーする
タイムライン上のクリップが使用している素材ファイル
をコピーします。
クリップで使用している範囲をエクスポートする
タイムライン上のクリップが使用している範囲だけをエ
クスポートします。この場合、〈マージン〉の設定が有効
になり、指定した時間だけ In/Out にマージンをとってエ
クスポートします。

〈オーディオクリップ〉で素材を〈コピーする〉を選んで
いる場合は、ダウンミックスされてモノラルクリップと
して出力されます。
エクスポータ
ビデオ
ビデオをエクスポートするためのエクスポータを選び
ます。
タイムコードを表示する
チェックを入れると、タイムラインのタイムコードが
エクスポートされる映像に表示されます。　
オーディオ
オーディオをエクスポートするためのエクスポータを
選びます。　
16bit に変換する
チェックを入れると、プロジェクト設定にかかわらず
16 ビット形式オーディオに変換して出力されます。

(5) 登録 現在の設定をプリセットとして新規登録します。
プリセット名を入力し、［OK］をクリックします。

(6) 削除 現在選ばれているプリセットを削除します。タイプ 1、タ
イプ 2、タイプ 3 は削除できません。

(7) OK

クリックすると、選んでいる AAF エクスポートプリセッ
トの設定を一時的に変更します。変更内容は保存されま
せんので、変更した設定を保存する場合は［登録］をクリッ
クし、プリセットを新規登録してください。

(8) キャンセル 設定をキャンセルし、〈名前を付けて保存〉ダイアログに
戻ります。
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1 アップコンバート／ダウンコンバート

アップコンバート
ご注意 この機能は RX-E1 と HDBX-1000H を使用しているときに動作し

ます。
•

SD 素材をアップコンバートし、HD 素材として使用します。

アップコンバート設定 

1 	メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈ハードウェア設定〉をクリックする

2 	〈ハードウェア設定〉のツリーをクリックし、〈RX-E1	設定〉のツリーをクリッ
クする
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1　アップコンバート／ダウンコンバート

3 	〈アップコンバート設定〉をクリックする

スケーラ設定※

SD から HD へのアップコンバート形式を選びます。
初期値は〈サイドパネル〉です。
ストレッチ
スクイーズ収録された 4：3 画面を伸張し、16：9 画面
にフィットします。
トップ／ボトムカット
レターボックス収録された 4：3 画面の上下をカットし、
16：9 画面にフィットします。
サイドパネル
4：3 画面を 16：9 画面の中央に表示してサイドパネル
を付加します。
4%オーバースキャン＆サイドパネル
4：3 画面を 4%オーバースキャンして 16：9 画面の中央
に表示し、サイドパネルを付加します。
7%オーバースキャン＆サイドパネル
4：3 画面を 7%オーバースキャンして 16：9 画面の中央
に表示し、サイドパネルを付加します。

ディテール強調 画像の輪郭と濃淡の変化を強調します。0 から 63 の間
で設定します。

ノイズリダクション 画像のノイズを軽減します。0 から 63 の間で設定します。
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デインタレーサ	
設定

画面を拡大する前に、インタレースで入ってきた画像を
どのように扱うかを設定します。デフォルトは〈静止画
優先〉です。
動画優先
SD の画像を、EVEN/ODD それぞれ 1 枚の画（720 ×
263 × 2 枚）として扱います。
静止画優先
SD の画像を、EVEN+ODD で 1 枚の画（720 × 486）
として扱います。

サイドパネル時の
背景色

〈スケーラ設定〉で、〈サイドパネル〉、〈4%オーバースキャ
ン & サイドパネル〉、〈7%オーバースキャン & サイドパ
ネル〉を選んだ時、任意の背景色を指定することができ
ます。

クロマアップサン
プリングエラー	
補正

「クロマアップサンプリングエラー」（Chroma UpsamplingError 
= CUE）※を補正します。

青色または赤色の純色に近い部分が櫛歯状になって見
える現象

※

標準の状態に戻す デフォルトの設定値に戻します。

スケーラ設定で選べるアップコンバート形式は次の図のとおりです。※
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1　アップコンバート／ダウンコンバート

アップコンバート形式について

SD画像（4：3）
アップコンバート

HD画像（16：9）

サイドパネル

ストレッチ

トップ／ボトムカット

4％オーバースキャン＆サイドパネル

7％オーバースキャン＆サイドパネル
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ダウンコンバート
ご注意 この機能は RX-E1 と HDBX-1000H を使用しているときに動作し

ます。
•

D 端子／コンポーネント出力設定 

1 	メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈ハードウェア設定〉をクリックする

2 	〈ハードウェア設定〉のツリーをクリックし、〈RX-E1	設定〉のツリーをクリッ
クする

3 	〈一般入出力設定〉をクリックする

HD タイムライン再生時、〈マルチフォーマット〉を選ぶと、D 端子と SD コンポー
ネント端子から HD 信号が出力されます。

〈SD のみ〉を選ぶと、D 端子と SD コンポーネント端子からダウンコンバート
された SD 信号が出力されます。この場合、S-Video と CVBS（Composite1）に
も出力されます。
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1　アップコンバート／ダウンコンバート

1080/59.94i,	1080/50i,	SD
「down」の記載があるものはダウンコンバート、「up」の記載があるものはアッ
プコンバートされて出力されます。

HD	タイムライン再生時の出力

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） HD Video SD Video（down）HD Video
S-Video No Sync SD Video（down）No Sync
CVBS（Composite1） No Sync SD Video（down）No Sync
Super（Composite2） SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
SD-SDI SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
HD Component HD Video HD Video HD Video
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

SD	タイムライン再生時の出力

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） SD Video SD Video HD Video（up）
S-Video SD Video SD Video No Sync
CVBS（Composite1） SD Video SD Video No Sync
Super（Composite2） SD Video SD Video SD Video
SD-SDI SD Video SD Video SD Video
HD Component HD Video（up） HD Video（up） HD Video（up）
HD-SDI HD Video（up） HD Video（up） HD Video（up）

HD	キャプチャ時

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） HD Video SD Video（down）HD Video
S-Video No Sync SD Video（down）No Sync
CVBS（Composite1） No Sync SD Video（down）No Sync
Super（Composite2） SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
SD-SDI SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
HD Component HD Video HD Video HD Video
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

SD	キャプチャ時

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） SD Video SD Video HD Video（up）
S-Video SD Video SD Video No Sync
CVBS（Composite1） SD Video SD Video No Sync
Super（Composite2） SD Video SD Video SD Video
SD-SDI SD Video SD Video SD Video
HD Component HD Video（up） HD Video （up） HD Video （up）
HD-SDI HD Video（up） HD Video（up） HD Video （up）

※

▪

▪

▪

▪
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1080/23.98PsF,	1080/24PsF
HD	タイムライン再生時の出力

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） No Sync No Sync No Sync
S-Video No Sync No Sync No Sync
CVBS（Composite1） No Sync No Sync No Sync
Super（Composite2） No Sync No Sync No Sync
SD-SDI Black

（525 or 625）
Black

（525 or 625）
Black

（525 or 625）
HD Component No Sync No Sync No Sync
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

HD	キャプチャ時

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） No Sync No Sync No Sync
S-Video No Sync No Sync No Sync
CVBS（Composite1） No Sync No Sync No Sync
Super（Composite2） No Sync No Sync No Sync
SD-SDI Black

（525 or 625）
Black

（525 or 625）
Black

（525 or 625）
HD Component No Sync No Sync No Sync
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

1080/25PsF,	1080/29.97PsF
※「down」の記載があるものはダウンコンバートされて出力されます。

HD	タイムライン再生時の出力

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） HD Video SD Video（down）HD Video
S-Video No Sync SD Video（down）No Sync
CVBS（Composite1） No Sync SD Video（down）No Sync
Super（Composite2） SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
SD-SDI SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
HD Component HD Video HD Video HD Video
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

HD	キャプチャ時

マルチフォーマット SD	のみ HD	のみ
SD Component （D 端子含む） HD Video SD Video（down）HD Video
S-Video No Sync SD Video（down）No Sync
CVBS（Composite1） No Sync SD Video（down）No Sync
Super（Composite2） SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
SD-SDI SD Video（down）SD Video（down）SD Video（down）
HD Component HD Video HD Video HD Video
HD-SDI HD Video HD Video HD Video

▪

▪

▪

▪
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1　アップコンバート／ダウンコンバート

ダウンコンバート設定 

1 	メニューバーの〈設定〉をクリックし、〈ハードウェア設定〉をクリックする

2 	〈ハードウェア設定〉のツリーをクリックし、〈RX-E1	設定〉のツリーをクリッ
クする

3 	〈ダウンコンバート設定〉をクリックする
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スケーラ設定※

SD から HD へのアップコンバート形式を選びます。
初期値は〈サイドカット〉です。
スクイーズ
16：9 映像を左右方向に縮小して、4：3 映像として出
力します。
レターボックス
4：3 画面の上下をマスクして、画面中央に 16：9 映像
を表示します。
サイドカット
16：9 映像の両端をカットして、4：3 映像として出力
します。
14：9
16：9 映像の両端をカットして、14：9 映像として出力
します。
13：9
16：9 映像の両端をカットして、13：9 映像として出力
します。

ディテール強調 画像の輪郭と濃淡の変化を強調します。0 から 63 の間
で設定します。

標準の状態に戻す デフォルトの設定値に戻します。

※スケーラ設定で選べるダウンコンバート形式は次の図のとおりです。
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1　アップコンバート／ダウンコンバート

ダウンコンバート形式について

SD画像（4：3）
ダウンコンバート

HD画像（16：9）

サイドカット

スクイーズ

レターボックス

セミレターボックス（14：9）

セミレターボックス（13：9）
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2 VTRフォーマット別設定ガイド

EDIUSとVTRの接続時注意事項

EDIUSと各種VTRの接続時注意事項 
VTR を接続するときは、以下の注意事項にご留意ください。

RS422A（9pin）コントロール対応VTR接続時、設定注意事項
Remote 設定（VTR側設定）

VTR のコントロール設定 Local/Remote 設定を Remote 設定にしてください。

Drop	Frame/Non	Drop	Frame設定（VTR側設定）
VTR 側の DF/NDF 設定を EDIUS のプロジェクトの設定に合わせてください。

Time	Code	Generator（VTR側設定）
VTR 側設定 Time Code Generator 設定を以下の設定にしてください。

TCG EXT の場合は、〈INT〉に変更
TCG REGEN の場合は、〈PRESET〉に変更
TCG REC RUN の場合は、〈FREERUN〉に変更

VITC（VTR側設定、EDIUS設定）
SD で利用する場合、VITC 挿入ライン設定を EDIUS/VTR 両者で一致させてく
ださい。

After	Cue	Up（VTR側設定）
VTR 設定、After Cue Up 設定が Stop の場合、Still に変更してください。

同期信号設定（VTR側設定、EDIUS設定）

HD編集（RX-E1のみ）
外部、HD3 値シンク信号もしくは SD BB 信号が必要です。

VTR 側は外部同期ＨＤ 3 値シンク信号もしくは SD BB 信号に変更してく
ださい。

SD編集（RX-E1,	SHX-E1/E2に共通）
外部 SD BB 信号が必要です。

VTR 側も外部同期 SD BB 信号に変更してください。

※

※

▪

▪

▪

•
•
•

▪

▪

▪
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

VTR	定数（VTR	ID）
SONY 製 VTR は RS422A（9pin）経由で VTR 定数を問い合わせることが可能です。
Panasonic 製 VTR は VTR 定数が同じものが多く SONY 製 VTR と同じに見え
る場合があります。EDIUS の VTR 設定のプルダウンメニューで使用している
VTR を選んでください。
使用している VTR が選択肢になかった場合には、VTR のマニュアルに記載さ
れている VTR 定数を手動で入力してください。使用するのは BVE-2000 に設定
する値を使用してください（なければ BVE-9100/9000 用の VTR 定数を使用し
てください）。
定数は下記を設定してください。

エディットディレイには BYTE-5（もしくは Constant-1 の BYTE-5）
E-E ディレイに BYTE-6（もしくは Constant-1 の BYTE-6）
スタートディレイには BYTE-10（もしくは Constant-2 の BYTE-2）

RS422A（9pin）EDIT コマンドに対応していないVTR
下記 VTR は EDIT 系コマンドに対応していません。RS422A（9pin）制御でのテー
プアウトはできません。

SONY　DSR-45
SONY　PDW-1500
Panasonic　AJ-SD93
Panasonic　AJ-HD1200A

下記 VTR は EDIT 系コマンドの一部に対応していません。未対応の操作につい
ては正しく実行できません。

SONY　BVW-35 Insert、1A、2A のみ指定可能
SONY　BVW-50 Insert、1A、2A のみ指定可能
SONY　DVW-250 Insert、1A、2A のみ指定可能（1A または 2A は CUE トラッ
クとして解釈されます）
SONY　HDW-250 Assemble のみ指定可能

対応テープ
VTR に対応したテープをご使用ください。
BVW-75 で記録可能なテープでも PVW では記録できないものもあります。

HDV	VTR/Camera	注意事項
DV カメラ接続時、VTR モードに設定していない場合、VTR コントロールでき
ません。

HDVカメラを認識しない時は
HDV 映像が記録されたテープかを確認してください。（DV 映像が記録されて
いる場合があります。）
HDV 機器が DV モードに設定されている場合、もしくは AUTO モードに設
定されている場合、HDV モードに変更して、IEEE1394 ケーブルをいったん
抜いて再接続してください。

▪

•
•
•

•
•
•
•

•
•
•

•

▪

▪
•

•



��� 付　録

VTRフォーマット別設定ガイド

HDCAM 

フォーマット 1080/59.94i/50i
オーディオチャンネル 4ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト ファーストエディット、アセンブル、インサート

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 HD 60Hz/50Hz
出力フォーマット 1440 × 1080 59.94i/50i
レンダリングフォー
マット

Canopus HQ AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

1A ～ 4A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch4 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよう
に設定します。

※

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －
1A［2］ － － － － － － － －
2A［1］ － － － － － － － －
2A［2］ － ○ － － － － － －
3A［1］ － － ○ － － － － －
3A［2］ － － － － － － － －
4A［1］ － － － － － － － －
4A［2］ － － － ○ － － － －
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

DVCPRO HD 

フォーマット 1080/59.94i/50i
オーディオチャンネル 8ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト RS422 9Pin コントロール ：ファーストエディット、

アセンブル、インサート
IEEE1394 コントロール ：Sync Rec

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 HD 60Hz/50Hz
出力フォーマット 1280×1080 59.94i 1440×1080 50i
レンダリングフォー
マット

Canopus HQ AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

1A ～ 8A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch8 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよう
に設定します。

※

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

3A［1］ － － ○ － － － － －

3A［2］ － － － － － － － －

4A［1］ － － － － － － － －

4A［2］ － － － ○ － － － －

5A［1］ － － － － ○ － － －

5A［2］ － － － － － － － －

6A［1］ － － － － － － － －

6A［2］ － － － － － ○ － －

7A［1］ － － － － － － ○ －

7A［2］ － － － － － － － －

8A［1］ － － － － － － － －

8A［2］ － － － － － － － ○
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出力デバイス Generic OHCI HD 60Hz/50Hz
出力フォーマット 1280×1080 59.94i 1440×1080 50i
レンダリングフォー
マット

Canopus HQ AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

1A ～ 8A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch8 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよ
うに設定します。

※

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

3A［1］ － － ○ － － － － －

3A［2］ － － － － － － － －

4A［1］ － － － － － － － －

4A［2］ － － － ○ － － － －

5A［1］ － － － － ○ － － －

5A［2］ － － － － － － － －

6A［1］ － － － － － － － －

6A［2］ － － － － － ○ － －

7A［1］ － － － － － － ○ －

7A［2］ － － － － － － － －

8A［1］ － － － － － － － －

8A［2］ － － － － － － － ○

MPEG IMX 
フォーマット 525i
オーディオチャンネル [RX-E1] の場合：8ch、[SHX-E1/E2] の場合：2ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト ファーストエディット、アセンブル、インサート
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、SHX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720×486 59.94i 4:3/16:9, 720×576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

非圧縮（YUY2） AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 8A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch8
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －
1A［2］ － － － － － － － －
2A［1］ － － － － － － － －
2A［2］ － ○ － － － － － －
3A［1］ － － ○ － － － － －
3A［2］ － － － － － － － －
4A［1］ － － － － － － － －
4A［2］ － － － ○ － － － －
5A［1］ － － － － ○ － － －
5A［2］ － － － － － － － －
6A［1］ － － － － － － － －
6A［2］ － － － － － ○ － －
7A［1］ － － － － － － ○ －
7A［2］ － － － － － － － －
8A［1］ － － － － － － － －
8A［2］ － － － － － － － ○

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －
2A［1］ － －

2A［2］ － ○

3A［1］ － －

3A［2］ － －

4A［1］ － －

4A［2］ － －

5A［1］ － －

5A［2］ － －

6A［1］ － －

6A［2］ － －

7A［1］ － －

7A［2］ － －

8A［1］ － －

8A［2］ － －
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Digital BETACAM 

フォーマット 525i
オーディオチャンネル [RX-E1] の場合：4ch、[SHX-E1/E2] の場合：2ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト ファーストエディット、アセンブル、インサート

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、RX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720 × 486 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット 非圧縮（YUY2）AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 4A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch4
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

3A［1］ － － ○ － － － － －

3A［2］ － － － － － － － －

4A［1］ － － － － － － － －

4A［2］ － － － ○ － － － －

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○

3A［1］ － －

3A［2］ － －

4A［1］ － －

4A［2］ － －
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

BETACAM 

フォーマット 525i
オーディオチャンネル 2ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト ファーストエディット、アセンブル、インサート

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、RX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720 × 486 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

非圧縮（YUY2）AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch2
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○
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BETACAM SP 

フォーマット 525i
オーディオチャンネル 2ch

（オーディオチャンネル数は VTR 機種に依存します）
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト ファーストエディット、アセンブル、インサート

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、RX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720 × 486 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

非圧縮（YUY2）AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 4A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch4
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

3A［1］ － － ○ － － － － －

3A［2］ － － － － － － － －

4A［1］ － － － － － － － －

4A［2］ － － － ○ － － － －

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○

3A［1］ － －

3A［2］ － －

4A［1］ － －

4A［2］ － －
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

DVCAM 

フォーマット 525i
オーディオチャンネル 2ch

（オーディオチャンネル数は VTR 設定に依存します※）
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト RS422 9pin コントロール ：ファーストエディット、

アセンブル、インサート
IEEE1394 コントロール ： Sync Rec

オーディオのチャンネルマップは VTR 側設定で音声チャンネル 32kHz 設定
にすることによって 4 チャンネル記録可能になります。EDIUS のプロジェク
トを 32 kHz、4ch の設定に変更し、チャンネルマップを割り当ててください。

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、RX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720 × 486 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

DV AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch2
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○

※
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出力デバイス Generic OHCI SD NTSC
出力フォーマット 720 × 480 59.94i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

DV AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch2 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよう
に設定します。

※

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○

DVCPRO50 

フォーマット 525i
オーディオチャンネル 2ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト RS422 9pin コントロール ：ファーストエディット、

アセンブル、インサート
IEEE1394 コントロール ： Sync Rec

プロジェクト設定

出力デバイス RX-E1 SD NTSC、RX-E1 SD PAL
SHX-E1/E2 SD NTSC, SHX-E1/E2 SD PAL

出力フォーマット 720 × 486 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

非圧縮（YUY2） AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

RX-E1：1A ～ 4A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch4
へモノラルで出力するには、オーディオマッピングを
次のように設定します。
SHX-E1/E2：1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～
Ch2 へモノラルで出力するには、オーディオマッピン
グを次のように設定します。

※

※
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2　VTR フォーマット別設定ガイド

RX-E1 SHX-E1/E2

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4 Ch 5 Ch 6 Ch 7 Ch 8

1A［1］ ○ － － － － － － －

1A［2］ － － － － － － － －

2A［1］ － － － － － － － －

2A［2］ － ○ － － － － － －

3A［1］ － － ○ － － － － －

3A［2］ － － － － － － － －

4A［1］ － － － － － － － －

4A［2］ － － － ○ － － － －

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○

3A［1］ － －

3A［2］ － －

4A［1］ － －

4A［2］ － －

出力デバイス Generic OHCI SD NTSC, Generic OHCI SD PAL
出力フォーマット 720 × 480 59.94i 4:3/16:9, 720 × 576 50i 4:3/16:9
レンダリングフォー
マット

DVCPRO50 AVI

チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム
ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合

1A ～ 4A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch4 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよう
に設定します。

※

Ch 1 Ch 2 Ch 3 Ch 4

1A［1］ ○ － － －

1A［2］ － － － －

2A［1］ － － － －

2A［2］ － ○ － －

3A［1］ － － ○ －

3A［2］ － － － －

4A［1］ － － － －

4A［2］ － － － ○
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HDV（1080/59.94i/50i） 

SONY	HVR-Z1J、SONY	HVR-M10J、SONY	HDR-FX1、SONY	HDR-HC1

フォーマット 1080/59.94i/50i
オーディオチャンネル 2ch
キャプチャ シングルキャプチャ、バッチキャプチャ、ハイブリッド

デジタイズ
テープアウト TS Writer（EDIUS Tools）

プロジェクト設定

出力デバイス Generic OHCI HD 60Hz, Generic OHCI HD 50Hz
出力フォーマット 1440 × 1080 59.94i/50i
レンダリングフォーマット Canopus HQ AVI
チャンネルマップ オーディオとビデオを別々に編集し、オーディオタイム

ラインの出力をそれぞれモノラルで出力する場合
1A ～ 2A トラックをオーディオ Ch1 ～ Ch2 へモノラ
ルで出力するには、オーディオマッピングを次のよう
に設定します。

※

Ch 1 Ch 2

1A［1］ ○ －

1A［2］ － －

2A［1］ － －

2A［2］ － ○
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3　CODEC について

3 CODECについて

コーデック
映像信号をキャプチャする際に選べるコーデックは次のとおりです。

Canopus HQ 
HD、SD 両対応
推奨入力デッキ HDCAM/HDV

画質一定の圧縮方式でハードディスクへの書込ビットレートが変化するコーデッ
クです。単純な画像を圧縮する際は低ビットレート、複雑な映像を圧縮する場合
は高ビットレートに変化します。HDCAM（140 Mbps）や HDV（25 Mbps）の
素材をキャプチャする際に使用します。
非常に複雑な映像が入力された場合は高ビットレートになり、ハードディスクへ
のキャプチャが間に合わない場合がありますので、最大ビットレートを制限して
います。

〈オンライン（標準）〉と〈オンライン（Fine）〉の２種類プリセットされています。
デフォルトは〈オンライン（標準）〉です。
それぞれの最高ビットレートは次のようになります。

〈オンライン（標準）〉設定時：約 220 Mbps
〈オンライン（Fine）〉設定時：約 300 Mbps

DVCPRO HD 
HD のみ対応
推奨入力デッキ DVCPRO HD

パナソニック製 DVCPRO HD と同等のコーデックです。DVCPRO HD のデッ
キ等に使用します。設定項目はありません。ビットレート一定型のコーデックで
ビットレートは 100 Mbps となります。

DVCPRO50 
SD のみ対応
推奨入力デッキ DVCPRO 50

パナソニック製 DVCPRO 50 と同等のコーデックです。DVCPRO 50 対応デッ
キからの入出力に使用します。設定項目はありません。ビットレート一定型のコー
デックでビットレートは 50 Mbps となります。

•
•

•
•

•
•
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Uncompressed D1 
SD のみ対応
推奨入力デッキ D1、Betacam、Digital Betacam、MPEG IMX

画像圧縮作業を行わない非圧縮の設定です。ハードディスクの容量を消費します
が圧縮処理を行わないので CPU リソースをほとんど消費しません。ただしハー
ドディスクの性能がリアルタイム性能と比例しますので内蔵ハーディスクでは２
ストリームの再生が限界となります。リアルタイム性能を向上させたい場合は
Canopus HQ コーデックの利用をおすすめします。また、RAID などの高性能ハー
ドディスクを使えば、リアルタイム再生の限界を上げることが可能です。ビット
レートは一定で約 168 Mbps（8bit の場合）となります。

Canopus Lossless 
SD のみ対応
推奨入力デッキ D1、Betacam、Digital Betacam、MPEG IMX

可逆圧縮型のコーデックです。非圧縮と同じ映像になります。非圧縮より CPU
リソースを消費しますが、データ量が少ないためハードディスクのデータ入出力
が少なくなります。素材によってはエンコード、デコード作業に CPU リソース
を消費し、リアルタイム性能が低下することがあります。設定項目はありません。
可逆圧縮型なので映像素材によりビットレートが変化します。最大のビットレー
トは SD 非圧縮と同じ約 168 Mbps となります。

Canopus DV 
SD のみ対応
推奨入力デッキ DV/DVCAM

DV コーデック形式の圧縮方式です。Canopus DV コーデックは高圧縮かつ高速
エンコード、デコードが可能なためリアルタイム性能が高いです。ビットレート
は一定で 25 Mbps となります。

•
•

•
•

•
•
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3　CODEC について

各コーデックと1時間あたりの必要ディスク容量

フォーマット インターフェース 推奨コーデック ビットレート概算
（Mbps）

必要ディスク容量概算
（GB/hour）

DV IEEE1394 Canopus DV 25 14 ※ 3

DVCAM IEEE1394 Canopus DV 25 14 ※ 3

DVCPRO 25 － － 25 14 ※ 3

DVCPRO 50 IEEE1394 DVCPRO50 50 28 ※ 4

Betacam
アナログ
コンポーネント

Canopus Lossless
VBR

（映像により変化）
－

Uncompressed D1 168 77 ※ 3

Canopus HQ
VBR ※ 1

（映像により変化）
24 ※ 1、※ 3

Digital Betacam SDI

Canopus Lossless
VBR

（映像により変化）
－

Uncompressed D1 168 77 ※ 3

Canopus HQ
VBR ※ 1

（映像により変化）
24 ※ 1、※ 4

HDV IEEE1394 Canopus HQ
VBR ※ 2

（映像により変化）
102 ※ 2、※ 3

HDCAM HD-SDI Canopus HQ
VBR ※ 2

（映像により変化）
102 ※ 2、※ 4

DVCPRO HD
HD-SDI
IEEE1394

DVCPRO HD 100 55 ※ 5

DVCPRO 25 は、IEEE1394 ストリームとして取り扱うことはできません。
※ 1 Canopus HQ（720 × 486）オンライン（通常）画質
 デフォルトモード理論最大ビット値における数値 =50.4 Mbps
※ 2 Canopus HQ（1440 × 1080）オンライン（通常）画質
 デフォルトモード理論最大ビット値における数値 =225 Mbps
※ 3 オーディオビットレート 48kHz/16bit/2ch
※ 4 オーディオビットレート 48kHz/16bit/4ch
※ 5 オーディオビットレート 48kHz/16bit/8ch
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